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本論文は二つのネパールの梵文説話作品についての文献研究を引き続き行う。その二

つの説話作品とは前回の『南アジア古典学』の拙稿でも扱った、二つのアヴァダーナ・

マーラーである。

第一部は、『如来出生アヴァダーナ・マーラー』TathagatajanmavadanaIn湖第1章の研

究であり、その校定梵文テクストならびに翻訳を示したい。

第二部と第三部はそれぞれ、『善説・偉大な宝珠アヴァダーナ・マーラー』SubhZsi-

tamah5ramavadnnam副豆の、第34章と第35章の梵文テクストを扱い、それぞれの章の校定

と翻訳を行う。それら二つの章はそれぞれAvad加aSalakaの第97章Ⅵmpahと、第66章

Padmaksahとを源泉としているので、そちらの説話の和訳も示して、源泉資料とその再

話文献との間で、内容の比較を行う。

第一部

ネパールの梵文仏伝の研究(2):

Tat胴窪ataja川孟ⅧMnamZl盃第1章

Tugitabhuvanavataranasarvalo随bhisambodhanabhinan的皿鎚

第1節TJAMのA写本と3人の写字生

梵文Tathagatajamnavadanam湖『如来出生アヴァダーナ・マーラー』(TJAM)のテク

スト校定において、私は次のような二つの作業方針を立てた。
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(1)現存写本の中ではA写本を重視し、それを校定の底本として使用する。

(2)A写本の中では、特に写字生Xの筆跡で書かれた文を優先する。

先に『南アジア古典学』8号に発表したTTAM第8章の校定においても、また今回の

TJAM第1章の校定においても、基本的にこの二つの方針に従って作業がなされた。

この方針の中にあるA写本と写字生Xについては、昨年の『印度学佛教学研究』の

拙稿に私の意見をまとめたので、それも参照されたい(1)。

TJAMの現存写本の中で最重要であるのがA写本であり、その写本は筆跡により3人

の主要な写字生(X,Y,Z)の存在を明白に区別できる。写字生Xが書いた紙の葉は見

るからに古びており、それらの葉はA写本の現存する葉の中で最初に出来た部分、つ

まり「元来のA写本」に属する葉であろう。A写本でこの写字生Xの筆跡で書かれて

いる部分は、ほぼA写本全体の前半にあたる。そしてA写本の後半になると、今度は

写字生Yが書いた葉が大部分を占める。写字生YとZが書いた葉は、紙の白さ（汚れ

の少なさ）から、写字生Xが書いたものよりもずっと新しいように見える。またA写

本の前半に属する第15章の箇所では、写字生Xが書いた紙の第93葉と94葉の間に、写

字生Yが新しい10枚の紙の葉(*94a-*104bの葉）を挿入して、X力署いた葉の書き直し

を行っている(2)。そのため写字生YはXの後に、かなりの時を隔てて作業していること

1．拙稿『ネパールの仏伝アヴァダーナ・マーラーTa曲agatajanmavadanam瀬」、『印度学佛教学

研究』62巻1号、（199)-(206)頁。その論文で次のように記した:｢TJAMには私が知る限りで6本

の写本があり、その6本をA,B,C,D,E,Kと私は名づけた。［…]それらの中で最も古く重要なのが

A写本である。A写本には、字の相違から、3人の写字生が区別できる。その3人の写字生を仮に

X,Y,Zと名づける。A写本は、Xの筆跡で書かれた葉が古く、分量が多い。Xが書いたものが恐

らく本来のA写本であって、写字生YとZの果たした主な役割は、そのX力嗜いた写本に対す

る後代の補修作業であったと思われる（ただしYは作品の最後に新たな諸章を付け足した可能性

は残される。）」（(202)-(203)頁）。そして同論文の注4では次のように、XとYとZの3人の写

字生の筆写箇所を示した：「Xが筆写した所はA写本のla-62b,78a-104b,94a-107b,108a-148b,

153a-165b,167a-185bである。Yが筆写した所はA写本の63a-77b,*94a-*104b,105a-107b,

152a-152(sic!)b,166a-b,186a-303bである。Zが筆写した所はA写本の149a-151bである。(*94a-

*104bの箇所は、Xが書いた古い葉のほかに、それと内容が重複してYが書いた新しい葉もあ

る。152a-152(sic!)bの箇所は、Yの筆跡の152の葉が2枚あって、中身は重複していな

い。）」。（なお、この引用の「78a-104b,94a-107b」の箇所はミスであり、ここで78a-107bと訂

正しておきたい。）この文の数字の前のアステリスクは、葉に記された数字が重複していること

を示している。このA写本でYとZの筆跡の葉番号の箇所をくく＞＞で示すと、次の様なかたち

でXの筆跡の葉中に入り込んでいる:la-62b,<<Y63a-77b>>,78a-93b,<<Y*94a-*103b>>,

94a-104b,<<Y*104a-b,105a-107b>>,108a-148b,<<Z149a-151b>>,<<Y152a-152(sic!)b>>,

153a-165b,<<Y166a-b>>,167a-185b,<<186a-303b>>,

2．それらのYが新たに追加した10葉はまだ綿密に内容が検討されていないので、写字生Yがそ
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がわかる。写字生Yが写字生Xよりずっと後の時代に属することは前述の論文でも私

は根拠を示した(3)。

A写本はTWAMという作品の伝承にとって最も歴史的に重要な役割を果たした写本

であり、幾世代もの間、人によって書込をされたり補修されたりして、幾人もの写字生

による作業が重層的に施されてきた写本である。A写本の、写字生Xが書いた葉の部

分においても、行間や余白などに別人の筆跡であちこち書込がある。このように権威あ

る写本は死蔵されずに代々読まれ、活用され、必要があれば書き足されながら受け継が

れていくものである。そのため或る時代には、大きな改変の試みがその写本の上でなさ

れることもあった。そのことの顕著な例として、恐らく後代の写字生によって二つの重

要な改変の試みが或る時代にA写本の上でなされていることに私は気づいたので、そ

のことを以下に指摘したいと思う。

その二つの改変は、複数の章にわたって一貫して編集的になされている性質のもので

ある。第一の改変の試みは、各章末のコロフオンにおける作品名の改変である。第二の

試みは、枠物語の文の改変である。以下の節で、それら二つの試みをそれぞれ説明した

い。

第2節第一の改変の試み:TJAMの各章のコロフォンにおける改変

TJAMのA写本において、各章の終わりのコロフオンに作品名の改変が見られる。そ

れは次の様なものである。まず第1章のコロフオンを見てみると、A写本(7b)は次のよ

うに記す:/<<itilalitavistare>>tathagatajanmavadanamalaymm§itabhuvanavataranasarval-

Okabhisambodhanabhinandanonamaprathamo'dhyayah/(ここでくく〉>の記号は、その箇

所が写本で行間もしくは余白への書込みであることを意味する）

この文の全体は写字生Xの筆跡なのであるが、そのくく>＞の書込みにおける文字だ

けは、明らかにXの筆跡ではない。tathagatajamnavadanam訓豆y町というXが記した作

品名の前に、別の写字生がitilalitavistareの語を後から書き加えている。その人の加筆

による改変の意図は、Lalitavistaraをこの作品の正式の書名として認めさせようとする

ものであろう。

この、第1章のコロフォンで見られる、作品名の箇所における書き加えは、第2章以下

の各章のコロフォンにおいても一貫して、同様になされており、どれも同じ筆跡であ

る。それは写字生zの筆跡によく似ていると思うが、確実ではない。

こで一体何を意図して、X力書いた葉にわざわざ葉を追加したのかは、今のところ不明である。

3.xが写字生として活動した期間は恐らく17世紀の後半であるのに対して、YがA写本を筆写

した年は西暦1889年である。前掲論文、（203)頁参照。Xが筆写した年を私は1686年を中心にし

た前後10年以内と推測する。
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A写本の第1～3章のコロフオンに、Xによって記された元々 の作品名はTathagatajan-

mavad5nam躯である。第4章には章名があるだけで書名がなく、第5章のコロフオンに記

された作品名はBuddhajanmavad即aである。そして第6章以降になると章名だけで、作

品名がない")。写経生XがAを筆写した時には、この作品はそのような書名で呼ばれ

ていた。本来はTathagatajanmavadanam副ョもしくはBuddhajanmavad加aが書名であった

と見てよい。ところがその後の時期に、すべての章末のコロフオンにおいて

Latitavis伽eまたは§がLalitavistarmeという新たな作品名をXとは異なる或る別の写字生

力垳間に書き足したことが、その書き加えた筆跡からわかる。A写本の上に或る時代に

一貫してなされたこの、各章のコロフォンヘの[息飼Ialitavistareの付加は、後の時代に

作られたすべてのTJAMの他の新しい写本にも受け継がれてゆく。つまりA写本のコ

ロフォンにおける新たな作品名の付加によって、このTJAMという作品は[§刺Lal-

itavistaraという別の名で、ネワールの知識人層に知られるようになった。この作品が通

称でPadya-Lalitavis町aと呼ばれることも、そのことに起因すると思われる。

A写本の各章末のコロフォンにおける作品名の改変の事実を確認するため、以下に

各章末のコロフォンの文をすべて列挙することにしたい。私たちはこれによって、作品

名に[息呵Lalitavistaraという名称を新たに置く、上述の改変の試みがTJAMのA写本の

全体に及んでいることが確認できる。またそれによって写字生Xが書いた所の章名

と、YやZが書いた所の章名との間の重要な違いにも気づく。A写本で写字生YやZ

が書いた章のコロフォンには一貫してこの加筆の跡がなく、すでに[§刷Lalitavistaraの

語が入った形で記されている。YやZが書いた時期には、すでに[息呵Lalitavistaraが章

名の前の位置に置くことが決まっていたことがわかる。つまりA写本の中でもYやZ

の手になる部分は、作品名に[息呵Lalitavistaraという名が埋め込まれた後の時代の筆写

であったことがわかる。このことはXの葉が古く、YやZの葉が新しいことの決定的

な証拠となる。（なお、以下で特に注意すべき箇所は太字にした。また「文はxの字」とは、

<<itilalitavistare>>以外の、地の文は写字生Xの筆跡である、という意味である。）

第1章colophon(7b):<<itilalitavistare>>tath周gatajanmavadanam副屈y珈蝿itabhuvana-

vatarayasarvalokabhisambo曲anabhinandanonamaprathamo[i]dhyayaM[文はXの字］

第2章colophon(20b):iti<<lalitavistare>>tathagatajanmavadanamalayammanavajanma-

vataragasamnutsahaparivarttonamadvitiyo[']dhyayahsamaptah"[文はXの字］

第3章colOphon(28a):iti<<smalitavistare>>tathagataianmavadanam訓邑y叩§豆kyakulasamut-

pattiprasiddho<<namatmyo>>[']dhyayahsamaptah"[文はXの字］

4．なおA写本は、最終章のコロフオンにはSugataianmaramavadanam砿という作品名が記され

るが、その最終章を含めてA写本の後半部分は、写経生Xの筆写ではなく、後代の写字生（写
字生Y)が筆写した部分に属する。
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第4章colophon(33b):id<<Mlalitavistare>>kauliyasamutpattim可adeVMvaho<<nama

canmho>>[']曲yayaPsamaptah"[文はXの字］

第5章cOlophon(38b):iti<<Srrlalitavistare>>buddhajanmavadane曲armZloka-

mukhopadeSanaparivarttonamasamaptah"[文はXの字］

第6章colophon(46b):iti<<Mlalitavistare>>tuSitapracalanaparivarttonama9a9Iho[']dhy諏池〃

［文はXの字］

第7章colophon(53b):iti<<smalitavistare>>garbhavakrantiparivarttonamasaptamo['ldhyayah

samaptah"[文はXの字］

第8章colophon(60b):iti<<§制alitavistare>>bodhisatvajanmaparivarttonamaSIamorldhyayah

samaptah"[文はXの字］

第9章colophon(68b):iti§malitavistareSud曲酌asikadevapumdyasitarSisamdarSanaparivartto

namanavamo!dhyayah"9"[文は写字生Yの字］

第10章colophon(72a):itis制alitavistare'bhayakmeSvaridevatasamdarSanaparivarttonamadaSamo

'dhyayaM10"[文はYの字］

第11章colophon(74b):itiSrilalitavistarebodhisatvannapraSanaparivarttonamaikadaSo[']dhyayah

〃11〃［文はYの字］

第12章colophon(77b):iti§malitavistarelipis瓶bhigamanaparivarttonamadvadaSo[']曲yayah"

12〃［文はYの字］

第13章colophon(82a):iti<<lalitavistare>>gram珈曲akrSisamdarSanaparivarttonamatrayodaSo

{']曲yayahsamaptah"[文はXの字］

第14章colophon(93b):iti<<Slilalitavistare>>SUpakalasarvavidyasamdarSanayaSo曲arastrrat-

nasamagamaparivartto嘘【nacaturdaSo['ldhyayahsamaptaり〃［文はXの字］

第15章colophon(104a):ity<<1nalitavistare>>antaPpurabh加肋odhisattvaniskramanasamco-

danaparivarttonamapamdaSo[']dhyayahsamaptaM[文はXの字］

第16章colophon(108a):iti<<Srilalitavistare>>svapnaparivarttonama5aQIhdaSo[']dhyayaP

samaptaM[文はXの字］

第17章colophon(116a):iti<<Srnalitavistare>>jirUarogigatasudarSanaratiragavigh諏皿ongma

saptadaSo[']dhyayaM[文はXの字］

第18章colophon(123a):iti<<SIilalitavistare>>pravrajyabhigamanaprarthanabhisambodhano

namaSladaSo[']dhyayah"[文はXの字］

第19章colophon(129b):iti<<Mlalitavistare>>niryamnUjfiasamprarthanapaxivarttonamonav-

血§atitammo[1曲yayah"[文はXの字］

第20章colophon(136a):ity<<SrTlalitavistare>>antahpuravalokanabhinilkramanotsahaparivartto

namavimSatitamo[']曲yayahsamaptaM[文はXの字］

第21章colophon(151b):itiSmalitavistarepurabhiniSkramapaparivarttonamaikavimSatitamo

[']曲yayaM[文はzの字］
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第22章colophon(165b):iti<<Smalitavistare>>chandakamvarttanasarvantahpurikaSokavm-

odanakathakasvargabhirohanapaxivarttonamadvav血§adtamno[']dhyayahsamaptah"[文はXの字］

第23章colopllm(172b):iti<<Smalitavistare>>m曲晦itapovratasamdarSanaparivarttonamatray-

ovimSatitamno['ldhyayahsamaptah"[文はXの字］

第24章colophon(177b):iti<<MlalitavistaIme>>bodhisatvanvegaJabhibo曲maparivarttonama

CturV血sadtamo[']dhyayahsamaptah"[文はXの字］

第25章colophon(184b):iti<<Smalitavistare>>maga曲adhipatibimbisaran卯圃bmsamgatiparivartto

namapamcavimSatitaIno[']dhyayaPsamaptah"[文はXの字］

第26章colophon(193a):itiSrnalitavistaravadaneduSkaravratacaryyaparivarttonamaWhav-

血§atitammo[']dhyayah"26"[文はYの字］

第27章colophon(199b):髄息mantavistaravadanebodmstvvratabhipalanas噸圃bho-

jangharapaparivarttonamasaptavimSatitamo[']dhyayah"27"[文はYの字］

第28章colophon(208a):itiSmalitavistaravadanebodhisatvabodhimaUjagamanaparivartto

n伽臨画vims醜tamo[']dhyayah"28"[文はYの字］

第29章colophon(216b):itiSmalitavistarebodhimamesarvalokap可肋匝gamanam血豆vynllapari-

varttonamaikonatrimSattamor]dhyﾖyaj"29"[文はYの字］

第30章coloph"(241b):ilimlalitavistaremardhargagaparivarttonamatrimSatitamo['ldhyayaり

samaptaM30"[文はYの字］

第31章colophon(249a):itiSmalitavistaresambo曲皿aparivarttonamaikatrimSa(!)tamo[']dhyayaj

〃31〃［文はYの字］

第32章colop伽n(257b):idlalitavistaresaIpstavaparivarttonamadvatrimSatmno[']曲yayap

samaptaM32"[文はYの字］

第33章coloPhon(277a):itiSrrtrapu5abhallikavapiksamghasamagamapalivarttonamatraya(!)-

trilnSatitamo[']dhyayaM33"[文はYの字］

第34章colophon(284a):iti§malitavismre'曲ye9ap即arivarttonamacamstrimSatamo['ldhyayah

samaptaM34"[文はYの字］

第35章colophon(298a):itilalitavistare曲annacakrapravarttanaparivarttonamapanca-

trilnSa(!)tamo[']dhyayah"35"[文はYの字］

第36章colophon(301b):itilalitavistarebuddhajanmamahayanasntrabhaSagaSravapadipupya-

maSamsaparivarttonama9altrimSo[']dhyayaP"36"[文はYの字］

第37章colophon(303b):iti§】malitavistaresugatajamnaram屈vad5nnm副町屈maSokabodhi-

caryavratadharagaparivarttonamasaPtatrixpSo'dhyayahsamaptah"37"[文はYの字］

以上の全章のコロフォンの記述により、Srnalitavis伽aまたはTalitavis伽aは後から付

けられた作品名であることが確認できた。作品名をPadya-Lalitavistaraと記す章は皆無
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である。本来の作品名は第1章～3章のWAMか、第5章に記されるbuddhajamnavadana

であろう。第37章の作品名はYの字なので、単純にそれらと同列には扱えない。

第3節第二の改変の試み:TJAMにおける枠物語の改変

枠物語(fifamestory)の形式を有することは、avadnnam副ｮ文献の一つの特徴であ

る。枠物語となる話は、作品の最初と最後におかれ、個々の独立性の高い説話を多数並

べて構成されるavad5nam躯のような文献において、全話を束ねる役割をする。ネパー

ルにおいて作られたavadZnam砿文献の多くにはUpaguptaの枠物語が用いられている。

Upaguptaの枠物語は、仏教僧である阿羅漢Up卿ptaが或る時にASoka王を首座とする

者たちに説法を請われ、王を対告者として或る法話を説いたという常套的な文から成

り、実質的な内容となる説話的な法話が始まる前に、導入部として置かれる短い輪郭物

語である。この枠物語は古くはインド撰述の梵文仏教説話集Avad加agatakaの第lOO章

Samgitipで使われ始めているが、ネワールの文化において、Avadnnagatakaを韻文で再

話したいくつかのavadnnam加文献が作られるようになったため、その枠物語の形式

が「Avadnnagataka系列」のavadnnam躯文献で使われ、また更に、それ以外の梵文説

話文献にも広く流用されるようになって、ネパール撰述の梵文説話文献のジャンルで好

んで用いられる枠物語になった。

TTAMの各章の冒頭は、このUpag叩taの枠物語で始まっている。しかしTJAMの第1

章と最終章には、Upaguptaの枠物語のほかに、その前に、もう一つ別の枠物語が置か

れている。それはJaya航の枠物語である。このJaya§面の枠物語は、ネパール撰述の文

献だけに見られる独特のものであり、Svayambhnpuranaをはじめ、限られた数の文献だ

けに見られる。このJayas面の枠物語は16世紀末～17世紀初めころから使われ始めた形

式であると推測される(5)。

TJAM第1章におけるJayaSrrの枠物語は、Bodhimanjapa(あるいはBodhima"a)とい

う名の寺でJaya§面という名の師が、一番弟子のJmas,T(この一番弟子の名前は他作品では

変動することが多い）の請いに応じて、聴衆に「仏の出生アヴアダーナ」bud曲ajanma-

vad加aの説法を開始する、という内容のものである(6)。その仏伝アヴァダーナの説法は

5．前掲論文、（203)-(204)頁を参照。

6.Jaya航の枠物語を有するどの作品でも、Bo曲血apja(pa)という説法の場所の名とJayaM

という説法師の名前は、ほぼ変わらないで用いられる。このJaya航の枠物語はもともと

Svayambmpurapaの作品の形成の過程で発生した可能性が学者によって指摘されている。インド

伝来の説話を再話するためであったら、Jaya航の枠物語は不要であり、UPaguptaの枠物語があれ

ばそれで法話の導入部として十分であるが、しかしSvayambmpurmaは中核部がネパールの土着

の伝説から出来た作品であるから、インドからの文献伝承を主張でき談そのためUpguptaの枠
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かってUpagupta長老がASoka王が語ったものに由来するが故に、第1章ではJaya緬枠

物語の後に、さらにUpagupta枠物語が置かれるわけである。Jaya§面の枠物語の舞台で

あるBodhimaﾘja(pa)寺は恐らくネパールのLalitpurに位置する寺と推測されるが、Up-

agupta枠物語の舞台は古代インドのアショーカ王の時代の王都Palaliputraである。

このようにTJAM第1章にはJaya§面とUpaguptaの二つの枠物語が並んでおり、前者

は中世ネパールにおけるこの法話の説法の因縁を語り、後者はそれ以前の、古代インド

における同じ法話の説法の因縁を語るものである。この枠物語の二重性の必要は、

TJAMの法話（仏伝）の種本がインド起源の梵語の仏伝であって、それらの種本を再話

する文献として'IJAMがネパールで成立したことによるものである。

さて興味深いことに、TJAM第1章の最後の所をA写本で読むと、この枠物語の部分

を改変しようとする試みが、写字生xによる最初の筆写より後に、恐らく別のペンを

使う手（恐らくXとは別人の手?）によってA写本の上でなされたことに気づく。しかも

その手による、A写本の上でなされた字句変更の試みは、第1章だけでなく他の章でも

一貫した態度で連続的になされているのである。

A写本におけるその改変の手跡を丁寧に見てみると、次の様に理解できる。TJAMの

テクストがXの手によっていったん書き上げられて出来た後に、同じA写本において

第二の手が、各章のUpaguptaの枠物語にかかわる箇所に関して、固有名詞だけを変え

ることで、Upaguptaの枠物語を別の形に変更しようとした。しかしA写本ではそれだ

けでは終わらず、その写字生（第二の手）が変更したものを、また別の写字生（第三の

手）が更に修正した（恐らく元の形に戻そうとしたようだ）。このように再修正が入り、

やや込み入っているので、A写本はそれらの手が入った箇所で少し読みづらくなってし

まっている。

これらの改変の作業はほぼ一貫した態度で全体に及ぶものであるが、特に第1章につ

いてこの改変を詳しく説明してみよう。A写本の第1章のテクストにも複数の人による

物語とは別に、ネパールにおける精神的な権威としてのJaya随の枠物語を作る必要が出て来たの

ではないか。そしてその枠物語を使ったSvayambhnpur"aが流行したため、同時に二つの枠物語

を併用することが広まり、本来Upaguptaの枠組で十分であったはずのインド説話の再話文献に

も、或る時代から両方の枠物語を併用する現象が出て来たと考えられる。このJaya舗の枠物語に

ついては、Gupakgramavymhaを研究したMAJumAR(1948)や、ASok5v2dnn9m湖やVicitraratmm51"

を研究した岩本裕(1967)も注意を払っているが、分からないままであった。近年TATELMAN(1996)

はJayaSITの枠物語の中の固有名詞を、ネパールの史的資料と結びつけて、この枠物語の成立地域

と年代を推測した。彼によってこの枠物語は古都LalitpurのBodhimanja(pa)Viharaと繋がる可能

性が指摘された。Jaya繭の枠物語はネパールの高僧によってインド伝来の法話が再話された因縁

を語るための話と理解できる。
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書込みがあるので、そのテクストの変更の歴史を説明するためには、3種類の「手」

を（恐らく3人の写字生を）筆跡によって区別し、次の様に3段階に分けて考えることが必

要であると思われる。まず最初の「手」が（つまり上述の写字生xが）第1章の全文を書

き終えた。これが第1段階となる。この最初の「手」を第1の写字生と呼ぼう。彼力書い

た字が第1章のほとんどを占めている。その後、第1の写字生が写本をいったん全部書き

終えてからどれほどかの時間の経過の後に、そのA写本の上で、章末の締め括りの枠

物語の箇所において、第2の「手」がその第1の写字生(x)が書いた文のあちこちを変

更を試みた。この第2の「手」による字句の変更が第2段階となる。この第2の「手」の

書く字は、使った筆記用具は少し違う感じがするが、第1の写字生の字と微妙に似てい

る。もしかすると第2の「手」の字は数年後の、別のペンを使った第1の写字生の字であ

る可能性も捨てきれない。第1と第2の両者は数年ほどの時間を隔てた同一人物であるの

かもしれないが、しかし私は第2の「手」は写字生Yの筆跡にも似ていると感じるの

で、一応両者を区別し、第2の写字生という表現を使うのが無難であると思う。

この第2の写字生は、写本の余白や行間に字句を書くこともあるが、第1の写字生力書

いた字に重ねて字を書いてしまうこと（上書き）も平気でする。そのように上書きした

場合は、地の文にあった元の字が見えなくなってしまっている。そしてそれらの、別の

ペンをもって書かれた第2の写字生の書いた箇所は、更にしばしば全く別の字を書く第3

の写字生によって再変更が施されている。この、第3の写字生による再変更の書込みが

第3段階となる。第3の写字生の書込みの筆跡は、第1や第2の字と全く違って、感じとし

ては写字生Zの筆跡に似ている。

このようにA写本では第1の写字生の筆写の後に、第2と第3の写字生による書込みが

あったことを注意しながら、以下にA写本の第1章の末尾の箇所がどうなっているのか

を具体的に見てみよう。

A写本で、まず第1の写字生Xは次の様に第196詩節を書いた：

evamSastr屈皿nmdrenasamakhyatamsvajatakam/

sampratamtatyatinadi"mSrutammayatathocyate"196

（訳：以上のように、師である牟尼の王（=仏）によってご自分の本生話(svajataka)

が語られましたが、今それを私（＝ウパグプタ）は教示され聞いたとおりにお話しまし

た。［196]）

その後、第2の写字生はその文を部分的に変更し、本文に削除記号をつけながら余白

に新しい読みを書いて、次の様な文に変えた：

evammamapurakrtyamsammsamsvajatakam/

sampratamtatmayapyevamsam豆肋yatamtath量仙alu"196

（訳：以上のように、私のかつての所作である自分の本生話(svajataka)が、簡略に今

私によってそのようにそのままに語られました。［196]）
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この第196詩節では第3の写字生による再変更はない。第2の写字生によるこのような

第196詩節の字句変更の意図は、第195詩節まで語られた話を、ウパグプタが語った法話

ではなくして、釈尊自身力語った法話だけにすることであったことは明白である。この

ように第2の写字生は明らかにウパグプタから釈尊自身のみに話者を変更したい立場に

立っており、続く第197詩節以降も同じ立場で変更を行っている。

次の第197詩節においては、第2の写字生によって写本の本文に上書きするかたちでな

された変更が、第3の写字生（明白に第1や第2とは別人の筆跡）によって余白において再変

更され、恐らく最初にあったテクストの形に戻されている（ただしhypennetreになって

いるが）。その改変の流れをまとめると、第197詩節では次のような3段階のテクストの

変化がA写本上であったと考えられる：

［第1段階]197abの、Xによる本来の記述（ただし[]の箇所は読め談推測である):

tvamapi[camah囲呵atat]Srutvanumodyasadaram/

（訳：大王よ、あなたも敬いの心をもって、それを聞いて随喜し）

［第2段階]197abの、第2の写字生がXの字に上書きして変更したテクスト：

tvamapyanamaynyamsrutvanumodyasadaram/

（訳：アーナンダよ、あなたも敬いの心をもって、聞いて随喜し）

［第3段階]197abの、第3の写字生が余白に書いて再変更したテクスト：

tvamapicam血圃呵atatSrutvanumodyasadaram/

（訳：大王よ、あなたも敬いの心をもって、それを聞いて随喜し）

ここで示した第1段階のテクストは第2段階での字の上書きによって消されてしまって

いるので、推測でしかない（第1段階のテクストはもう見えないが、第3段階のものと同じか、

似たものであったろう）。第2の写字生の字句変更の意図は、第195詩節まで語られた法話

を、UpaguptaがASoka王に語った話ではなく、釈尊がAnandaに語った話にすることに

あった。しかし第3の写字生の目的は、第2の写字生が施したその勝手な変更を元のかた

ちに戻すことにあった。

これと同様に、第1章最後の第2帥詩節においても、第2の写字生が本来の第1の写字生

の字を見えなくするような形で上書きすることで変更を施しており、その上書きされた

箇所について、また更に第3の写字生が写本の余白で修正している。第3の写字生は明ら

かに本来の立場に戻そうとした。

［第1段階］第2帥詩節の、本来のテクストの記述（推測）：

itiSastr[opagupte]nasamadiStammSamyate/

【懇oka】匝amukhasarvetathetyuktvaprabodhit曲〃200

（訳：以上のように師であるウパグプタによって説かれたことを聞いて、アショーカを

上首とする彼らすべての者たちは、「そういたします」と言い、覚知を得ました。）

［第2段階］第2側詩節の、第2の写字生が本文に上書きして変更したテクスト：

itiSastramumndrenasamadi"amniSamyate/
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珈andapramukhasarvetathetyuktvaprabodhitah/

（訳：以上のように師である牟尼の王（=釈尊）によって説かれたことを聞いて、アー

ナンダを上首とする彼らすべての者たちは、「そういたします」と言い、覚知を得まし

た。）

［第3段階］第200詩節の、第3の写字生が写本余白に書いて変更したテクスト：

iti§恥mpaguptenasamadi5!amniSamyate/

誼⑪kapramukhasarvetathetyuktvaInfabodhi鋤〃200

（訳：以上のように師であるウパグプタによって説かれたことを聞いて、アショーカを

上首とする彼らすべての者たちは、「そういたします」と言い、覚知を得ました。）

以上に見られるような、第1章の法話の枠物語を「UpaguptaがASoka王に」の形か

ら、「釈尊がAnandaに」の形に変更しようとする第2の写字生の作業は、第2章以降の

章においてもまた、継続的になされている。例えば、第2章第1詩節のpadaaの冒頭の、

athanando(さてアーナンダは）の加andoの文字は、第2の写字生によって上書きされ

た字であって、第1の写字生の本来の字ではない（もとはathaSokoであったろう）。そ

の加andoの箇所は更に第3の写字生によって余白にs0k0と記されており、athaSokO

（さてアショーカは）と再度テクストが変更されて元通りになったことがわかる。

このような、A写本の内部で起こった第2の写字生と第3の写字生との、全く立場が違

う書込みは、A写本を読みにくくし、そのおかげでA写本から後代に作られた他の新

しい写本にもテクストに甚だしい混乱を生じさせている。

私はこの校定においては第1・第3の写字生の立場でテクストを一貫させる態度を取っ

た。本来、第1章の冒頭に置かれた二つの枠物語から考えると、第1・第3の写字生の立

場でなければ不自然だからである。

ネパールにおける聖者JayaSrrの説法は、遡れば、インドのUpaguptaの説法に基づい

ている。しかしUpaguptaの説法も、それを遡れば、釈尊が入nandaに対して行った金口

直説の説法に基づいている。つまりこの作品の伝承の歴史については次の様に、3段階

があったとネパールの仏教徒たちに理解されていたであろう。

第1の説法と伝承：インドで釈尊の在世中に、釈尊がAnandaに法話を語り、それは

UPagupta長老に到るまで百年間伝承された。

第2の説法と伝承：インドで釈尊の滅後百年に、UpaguptaがASoka王にその法話を語

り、それはネパールまで伝承された。

第3の説法と伝承：ネパールでJaya§面が弟子たちにその法話を語った。

このような3段階の説法と伝承の理解に基づき、TJAMが作られたが、ネパールで或

る時代に、この作品を仏説としてよりいっそう権威づけるために、金口直説たることが

強調されるべきであると考えられるようになって、第2の写経生のようなテクスト改変

の態度が出て来たと思われる。Upaguptaが伝えた第2段階を省略して、法話の出所とし
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てUpaguptaよりも釈尊が優先されるべきであると考え、第2の写経生はUpaguptaを釈

尊に替え、ASma王を仏弟子Anandaに替えた。第2の写字生の改変は、この法話のテク

スト全体の聖性を高めんがためのものであった。しかし第2の写経生は、第1章の二つの

枠物語の後に更にきちんと釈尊の枠物語を語る詩節を創作することなく、小手先の固有

名詞の変更だけをして、目的を達成しようとした。そのようにUpagupta等の固有名詞

の箇所だけを変えただけであるので、読み返して章を全体的に見てみると、第1章の話

の流れが不自然になってしまった。章の最後になって唐突に対告者としてAnandaが出

てくるのは変である。そのため、第3の写経生は彼の改変をキャンセルして、元の形に

戻そうとしたのである。

第4節TJAM第1章の梵文と和訳

さて以下にTJAM第1章の校定梵文テクストを挙吠次いでその全訳を挙げたい。

略号A=NGWPA123/S[amsofTTAM,=BauDV51(87)]

B=NGWPBlOO/2[amsofWAM,=BSPca266(3-14)]

H=HoKAzoNo'sLalitavistaraedition,1994

L=LEMANNIsLalitavistaraedition,1902

（テクスト中の［］の数字はA写本、｛｝の数字はB写本の葉を示し、例えば[1b]はAの第1葉の

裏面であることを示すbまた本章は特にWalitavistaraと密接に関係するため、テクストでは各詩節

の右側に＝という「類似」を意味する記号を使って、Lefmann(略号L)と外薗幸-(略号H)

の出版本の参照すべき箇所を示した。またテクスト内の注意すべき名詞を太字にした。）

Tatlnagatajanm盃Ⅷd加aⅢ豆l盃

1T皿§itabmv剛屈Ⅷt恩raUaSarValokal)lliSambodhanal)Mnandana

[1b]{lb}omnamahSrrramatrayayasarvabuddhabodhisattvebhyonamah"

yobhagavanmahabud曲血paSyanpatisadajagat/

jayantuSasananyasyasarvalokeSusarvad且〃1

yﾖ§IMajiiamahadevrbhadra§madgu叩akaIT/

saddhannasadhanotsahamdattvalokansadavam"2

yejagad曲annabhartarobodmsattvajinatmaj"/

tesarvesarvalok珈圃mbhadramkurvantusarvad颪〃3

triratnaSaranasmomallabuddhanubhavatah/

vak;yﾖmtrijagacchasmrbuddhajanmavadanakam"4

tatsantoyemahasattvamsambuddhag叩alalasah/
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tesrveSmddhayabhaktya§mudhvambodhisadhanam"5

tadyatharhanmahabhijfiojay鵡鋤sugatatmajah/

viharebodmna"akllyevijallarasasamghikah"6

tadaikasamayetatrajayasrilsajagaddhite/

saddhannamsamupakhyatumsabhasanesamagray鉱〃7

tadd"vasamghikasarvejinaSriPramu肋amuda/

tatsaddharmasudhampatumupacaranprasad瓶h〃8

tatllasantomahasattvabodhisattvahSubharthinah/

saddhannasadhanotsah"samayayuりpraharSi鋤〃9

§ravakabhik9avo'Illantoyatayobrahmacarinah/

yoginaScailakaScapitath珈yecapyupasakah"10

bhi晦叩yo{2a}brahmacaripyocailikaScapyupasikah/

evamanye'pilokaScabrahmaﾘ豆騨ayo'pica"11

rajanorajapu閥§cavaiSyﾖ§camanmojanah/

amaty魂§re§伽nobhrtyayoddhrsainyadmpaapi"12

§ilpmovamjaScapisarthavahamahajan"/

paurajanapadagramyastath加yadeSavaSinah"13

sarvetesamupagatyasamlik¥yatamjayaSriyam/

sabhasanasamasmamprapatvasamupacaran"14

tatrasarve!pitelokahsamupetyasamadarat/

yathavidhisamabhyarcyasaiijalayaりprapemre"15

tataりpradak9imkrtyaparivrtyasamanta[2altaP/

puraskrtyasamudvik5yadharmamSrotumupaSrayan"16

tansarvansamupasmandMvaso!Illanmahamatih/

aryasatyamsamarabhyasaddharmamsamupadiSat"17

tatsaddhannmm血mPrtvasarvelokahprabodmtah/

saddharmasadhanotsahamsamprapyabhinanandire"18

tatahsarve'pilokaste§館hanasyamahamuneh/

伽ddhajanmavadanamcasamSrotumabmle9ire"19

tanevam{2b}vafichinod"vajinaSrmsamahamatm/

samutthayapurogatvapranatvatamjayaSIiyam"20

udvahannmarasamgamjanubhyambhuvisamsthitam/

sanjalihsuprasannasyahsampaSyannevamabraVit"21

bhadantaSrotumicchantibuddhajamnasu肋屈§itam/

sarvaimesabhasrnastatsamadestumalllati"22

itisamprarthitetenajinaSriyasamikSyasai/
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jaya§施剛pmahavijnamsamamantryaivamadiSat"23

sadhuSmumahasattvayadiSrommsancchasi/

buddlnmanmavadana叩伽samvakgyamisamasatah"24

yathamegur叩圃diglamjayabhadrenasaddhiya/

tathamayasamakhyatamSrutvanumoditobhava"25

伽hasarve'pilOkaScayanmayatranu肋asitam/

tanmSamyanumoditvamasrdanmprabodhitaP"26

tadyathabmtmahmalo呵話okon卯麺hipan/

nagarepalaliPutIesaddhannasammacarakaP"27

tadaikasamayetatrasambuddhagupalalasah/

sambuddhajanmaSamkathyamsamSmtumabhyavanchta"28

tatahsampatr{3a}rajasagurumantripaurikah/

viharekumu曲amemahotsahaihmudacarat"29

tatrapraptalsabhnnndrod"v葱mantamyatimgurum/

upaguptamsamalokyapranatvasamupacarat"30

tatahpUjopacaraistamsamabhyarcyasasamghikam/

saijaliりぱ抑atimkrtvasampaSyannevamabravIt"31

bhadanm§rotumicchami[2b]sambodhijmnasadhanam/

伽ddl'ajanm風Ⅷ樋ramyattatsamadeStumarhati"32

itisammarthitamr司崩§rutvaso'rhanmahamatih/

upaguptonarendramtamsampaSyannevamadiSat"33

sadhuSmumah諏可ay飢順srutammayaguroh/

tathahamtemavak9yamisambuddllajanmasamlfatlnam"34

etadadiSyavijiiaisaupaguptomahamatih/

triratnasamsmarandhyatvatasthaukSanamsamahitah"35

tadasabdhinagasarvacacalaSadvidhamaln/

pu5parepuvahav豆圃vavuhSanaihsuSrtalah"36

vammdusnryataragcavirejireprasaditah/

diSahprasediresarvampemhpu9pav騨町aM37

suradundubhayoneduhgambhI{3b}raniPsvanaghanam/

mmtpatamSubhotsahampravartatasamantatah"38

etadbhadranim閲mdrstvasarves町adayah/

lokadharmamrtampammsancchantajpracerire"39

tatraSakradayodevabIallmadayomaharSayah/

sarvelokadhipaScapisabhrtyajanapaurik油〃40

yoginoyatayaScapitrrthikaScatapasvinah/
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hZllmap鋤k9atriyavaiSyarajapUtraScamantri9aM41

amatyaScajanabhrtyayoddhrsainyadhipaapi/

§ilpinovamjaScapisarthavaham曲可an魂〃42

grl'as曲鋤paurikaScanyegramyajanapadaapi/

nairgamajparvatryaScatathanyadegav誌mah"43

sarvetedhannasamkathyamSroukamahpramoditan/

viharekukkutaramesahasasamupacaran"44

sampraptastatratesarvedMvatamsugat加呵am/

sanghamadhyasanasmamprapatvasamupacaran"45

tatahsarve'pitelokastamarhantamsasanghikam/

yathakramamsamabhyaI℃yapraVemiresamadaram"46

tatampradakSiり政呼{4a}tyaparivrtyasaman剛ah／

tatsaddharmamrtampatumupatastiluPsamahitaM47

sarvamstansamupasrnand"v5[3also'rllanmasaditah/

tamnarendramsabhalok加sampaSyannevamadi§弧〃48

§mudhvamsakaralokaPsarveynyamsamadarat/

sambuddll"amnasamkathyammavak§面msamasatah"49

tadyathasaujagannathaljsambodmmhitaSayah/

bodhicaryavratamdhrtvapracacgrajagaddhite"50

tatahsambodhisambharampnrayitvayathakramam/

dagabhnmISvaronatilahsarvadhannadhipo'bhavat"51

tatrasadharmameghakhyabodhisattvalayaSritan/

SarV加buddhanbhajannityamsamacarafijagaddhite"52

bodhicaryamsamarabhyasaddharmamsamupadiSa[n]/

sarvamstansamaramllokanbodhimargenyayOjayat"53

evamsatrijagallokesaddharmamsa叫湘随§itum/

kankSamanahkalaulokanpaSyamstasthauvicarayan"54

tadatrabhntalelokahsarvepaficaka"yitaP/

asanmarag叩訂aktamsaddharmagupamhspm鋤〃55

tatsa瓶{4b}kSyamallabrahmamallasattvamtamiSvaram/

sametyasafijalirnatvaprarthayannevamadarat"56

bhagavanbhavatapmrvampra噸atamyathasada/

tath圃伽samayepraptesampnrayimmarhati"57

itisam匝目rthitamtenabrahmanasamahamatih/

§rutvabhnyahsamalokyamanasaivamvyacinmy飢〃58

batadhunamamokekalivrttihpravartate/
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tattatrakamadhatViSomarohiprabalrbhavet"59

mtastasyanaransarvevaSamg"kamac耐ﾘ山／

kle5ﾖbhim剛inodu噸§careyuhpatakeSvapi"60

dura兎yadurac訂adurmtrasangacarinaP/

saddharmapipratikSipyapracareyuyathecchay園〃61

tatahdmtaraktada§副mSalacarinah/
● ●

dujkhagmdahitatmanajpateyurnarakeSvapi"62

tatraiko!pimahabhijiiahSastasaddharmadeSakam/

bodmsattvomahasattvovidyatenaivakutracit"63

tasmatkastannaranm"h珈samaSvasyaprabodhayan/

triramaSaranesthapyabodmmargenya[3blyQjayet"64

tadahamsampratamjanmaasadyampasatkule/

bodhicaryavratamdhrtvapracareyam{5a}jagaddhite"65

tatogm誌ramamtyaktvapravrajitvava順§rame/

du9karamtapasamkrtvasarv加kutrthikanjayan"66

sarvanmaragaﾘ耐jitvasamprapyabodh加u伽mZm/

niPkleSoninnalatmaIhansambuddhapadamapnuyam"67

tatoyathapratijfiatampmayeyamtatha肋alu/

jagaddharmamayamkrtvasunirvanamsamapnuyam"68

itidhyatvaviniScityabodhisattvahsasanmatiP/

dhannameghabhuvaScyutvatuSitayamsamayayau"69

tatratamsamupayatamd"vasarvepramoditah/

bodhisattvamahasattvahpranatvaivambabha5ire"70

bhagavansvagatamkaccitkauSalambhavadaSrame/

samemsarvadatraivatisthatudhannamadiSan"71
●●

itisamprarthitamsarvairbodhisattvairmSamyasaj/

bodhisattvomahasattvastanpaSyannevamabravit"72

ayamyatrabhavanto'hamgantummamale'dhuna/

､卯ajanmasamasadyasambuddllapadamapnuyam"73

剛aりsarvatralokeSusaddhannamsamprakaSayan/

jagaddhannamayamkrtvasunirvﾖﾘamsamapnuyam"74

ityevamtatsamadi5!amSrutvatesugatatma{5b}jatl/

sarve'pitammahasattvampmrthayannevamanat池〃75

bhagavanbhavatasaldhamgan5yamomamale/

yavannasamayogantumtavadvijayatamiha"76

itisammarthitamsarvaiり§rutvasamahamatih/

- 1 16-

-LlO.15-18;H286.18-20.



tathetimatibhﾖSitvatatrasthatumsamaicchata"77

tatastamsthatumicchantammatvatesugat加呵鋤／

bodmsattvamallasattvahprabhyanandanprasad瓶り〃78

tatastetammahasattvamabm5ificyayathavidhi/

bhadrasaneprati"hapyasamabhyarcyabhajanmu曲〃79

tatobrahmadayaりsarvemunayahsamupagatah/

§akradayaqsurahsarvesarvalokadmpaapi"80

sarvegrah35ca伽蕊casvasvaparijananvitah/

samagatyatamalokyapraVatv3[4alradupacaran"81

te'pisarvesamabhyarcyatamvimanema，加如jite/

rama§anasamasmams&mstutva江abhajanmuda〃82

tatahsarve'pitedevadharmam:rotumsamantatah/

parivrtyatamalokyasamupatasthhekramat"83

tansarvansamupasm加samU"ya{6a}samahamatiり／

bodhicaryansamarabhyasaddhannamsamupadiSat"84

tatsaddharmamrtamPrtvasarvetesampramoditaP/

triratnabhajanamkartumprotsehireprabodhi鋤〃85

tato'psarog卸話capisagandharvahayananah/

sang耐myasamcaraihprabhajamstamjinatmajam"86

mryasangitinadebhyastebhyobuddhanubhavatah/

imahsamcodanagathaniScerustasyadaivikah"87

smarapupyaviSuddhatmanprajiiaratnaprabhakara/

vyakaragamtvayalabdhamdIPankarasyasatpura〃88

smaraninnalasambuddheyadd伽amarthivanchitam/

svadehamapisamdattamtvayapmajagaddnte"89

smarasuSrlabhadratmanSamathadamaksamavrata/
●

Viryadhyanavaraihprajmsamsadhitatvayapurﾖ〃90

smaranantamahatkrrteye'trtahsugatastvaya/

§raddhayanekakalpanisamsevitayathavidhi"91

tatsamayo'dhunapraptoyatratvayasammitah/

yathatvayapr呵甑tamtathatatparipUryatam"92

cyutvavrajamahnokedu9!akle§耐sndana/

sarve'pisamud政Santelokap訓豆stvadagatih"93

kalpako{6b}!isahasr"irantvapinatlptita/

tatprajfiamrtasa皿卯tastathalokanpratarpaya"94

kificapyasimahasattvahsaddharmag叩asamratilj/
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-L11.4-7;H288.9-12.

-L11.7-9;H288.13-14.

-Lll.10-11;H288(vs,)1

-L11.12-13;H288(vs.)2

-L11.14-15;H290(vs.)3

-Lll.16;H290(vs.)4ab.

=L11.17;H290(vs.)4cd.

-L11.18-19;H290(vs.)5.

-L11.20-21;H290(vs.)6



nakamarasikastasmaddhannammampravargaya"95

kificapisakaladevadhan鯛皿tamniPiyate/

naivatrpmvrajantyevammahyamapipravarSaya"96

kiiicapyapayasamlagnansattvanpaSyak卯珈idhe/

kificapisugatanpaSyadharmamrtapravar9inaM97

sarvelok"pi[4b]beyustedhannm皿伽nsamadarat/

<<te'pisarvemahasattvabhaveyurbodmcariVah">>98

tatsambodmmsamasadyadhannacakrampravartayet/

SrghramvisaIjasaddharmamsarvtrabhuvaneSyapi"99

kificasmntuSitetvacchrlPrabhaya§obhitamjagat/

剛hajambudhvajegatvadhaImaSriyapraSobhaya"100

lokahsarve'bmvanchantepatumdhannantammva/

tadaSubodhimasadyasarvatrasammavargaya"101

jitvamaragamnsarvamsm;hik師§capravadinah/

kle§ﾖgnit即瓶mllokanpramadayav"mSubhih"102

tvamtraidhamvicarajfiasarvakle9aturamjagat/

mvimok5amahau5adhailsvasthI{7a}krtyasukhIkmu"103

Wacarante'dhunasarvetrrthikaabmmanikah/

aSrutvasimhasamnndamnadantahkrosmkaiva"104

sambuddhasimhasamn5damnaditvasarvataScaran/

trasayatrrthikansarv醜§rg訓珈ivakeSarT"105

prajfiaramamahadIPamprajvalayasamantataj/

kle§則dhatamasamhatvadharmalokamprakaSaya"106

jitvamaransamasadyabodhimbuddhapadamlabha/

sarvetebhajanotsahamprapmmicchantimanavah"107

catvarolokapalastesambud曲ayajin圃加ane/

patramdammsancchantaPsamS!hantesam政§yahi"108

§akrobrahmacajatamtvamsamagrahrtumicchatah/

vyavalokayajagatlokambhavatsamdarSanotsukam"109

yatrajatomahacaryamsamcarayimmicchasi/

tadviSuddhakulampaSyasaddharmakarmasadhane"110

yatraivahimaharamamsamtiS!hateprabhasayan/

tatraivaMmahaccho肋ﾖbhajanamsamvirajate"111

evammatvamahasattvagatvaSubhntale'dhuna/

sarvadharmadmpobhntvadhannamrtampravar;aya"112

yathatvayamat加説amsadasarvegujanmasu/
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-L11.22-12.1;H290(vs.)7.

sL12.2-3;H290(vs.)8.

-L12.4;H292(vs.)9ab.

-L12.5;H292(vs.)9cd

-L12.6;H292(vs.)10ab.

=L12.7;H292(vs.)10cd.

=L12.10-13;H292(vss.)12-13.

-L12.14-15;H292(vs.)14.

-L12.16;H294(vs.)15ab.

=L12.17;H294(vs.)15cd.

-L12.18;H294(vs.)16ab.

-L12.19;H294(vs.)16cd

-L12.20;H294(vs.)17ab.

-L12.21;H294(vs.)17cd.

-L12.22-13.1;H294(vs.)18.

-L13.2;H294(vs.)19ab.

-L13.3;H294(vs.)19cd.



伽hatvamadhunasmrtvasampUrayimmarhati"113

evambahu{7b}prak諏誌camryasangitinisvan"/

tasyasamcodanagathamScemrbodhisadhane"114

tacchnl[5altvasarvadhannendrobodhisattvahpurakrtam/

mapidhanamanusmrtvasamlik9aivamvyacintayat"115

batadhunamamOkekalivrttihpracaryate/

mttatramanavahsarvebodhicary珈加tsav曲〃116

maracaryasamacaradurvrtticaripahSaihaP/

kle§abhimamnomndhahkamabhogati1alasah"117

saddhannadeSakahSastakaScinnavidyate'dhunﾖ／

sarvatratrrthikaevapracarantepravadinan"118

taddllannasamnatahsarveSmvantitatprabha9itam/

tenatemanUjahsarvebhavantibauddhanindak池〃119

tatrakah§muyaddharmambauddhamsambodmsﾖ曲anam/

tatkathambhntalegatvacarayeyamjagaddhite"120

athayathapratijiiatamsadhyetanakathamtatha/

ahoyatprapidhanammetatkathamviphalrbhavet"121

iticintasamakrantahrdayahsamallamatih/

SaInu肋ayatatogatvadhy珈圃gZramsamaSrayat"122

tatrasvasanaヨsrityasarvanbuddhananusmara{8a}n/

sambodmpralidhimdhrtvasamadmmvidadhesudhm"123

samadhidadhatastasyamahoSpISaviniPsrta/

buddh即usmrtisamjiianamaharaSminprasarita"124

so'vabhasyajagatsarvamSuddhavasasuralayam/

maheSvaramukhandevansarvaficasamabhasayat"125

tatastadragn血iryatagathajsamcodanaimah/

maheSvaramukhansarvandevanevamacodayat"126

yap§vetaketumsugatatmajo'sau

j甑鯛karo血malaSobhita伽圃／

bhadrarthabhrtsarvagupadhirajah

sambodmsattvojinarajakalpah"127

gatvamahmdrasyakuleviSuddha

配adyajanmatrig叩珈hakan/

sambodhicaryﾖvratamadadhanaS

carafijagadbhadrag叩耐habharta〃128

vihayarajyamvigaymscasarvan
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-L13.5;H294(vs.)20d.

-L13.4-5;H294(vs.)20a-c.

-L3.10-11;H270.21-22.

-L3.11-14;H270.22-25.

-L3.14-15;H270.25-27.

=L3.15-16;H270.27-28.



svay&mprav呵yavratamadadhanah/

即WavanetiVratapo'pisarvan

niljityatirthavratacaripaSca"129

maransasamghaficaturo!pijitva

bodhidrumedhyanasama随圃[5b]tma/

sambodmmasadyajagaddhitartham

bauddhaSriyamprapyabhavenmunmdraP"130

tatastriramanug叩anpmkaSya

saddhannacakrampalivartayansaり／

sambodhimarganupadiSya{8b}sarvaml

lokansudharmanucaranvidadhyat"131

evamsaSastatribhavadhinnthah
● ●

krtvajagaddhannamayamviSuddham/

sambuddhakaryamsakalamsamapya

sunirvrtaPsvalayamaviSecca"132

itipIabuddhasakalabhavantah

sambodhicaryapravik蕊ﾖrtham/

剛n9vetakemmmbhav3dmrajam

sametyabhakty豆§aranamvrajantu"133

tasyabmdhrtvapyanuSasanani

sambuddhadharmaplavikﾖ§anartham/

sambodhicaryavratamadadh珈魂

sarvatralokanabhicodayantu"134

itisamcodanagathahSrutvasarvepite'mangh/

tadbhasp騨画Su肋ady3§caviSmayamsamupayayuM135

batayambodhimasadyaSvetakemhkalavapi/

saddharmamsamupadiSyapracarayetsamantatah"136

tadvayamsahasagatvasatkrtyatammaheSvaram/

sarvalokamtarthe'trapra曲ayemasamadarat"137

ititesammatamkrtvasarvesaddhannavanchinah/

vyutthayatammahasattvamsampmrthitumupacaran"138

tatratesamupasrtyabodhisattvamtamadarat/

samabhyarcyabhivanditvaprarthayannevamanataM139

lilagavamstrijagannathasa{9a}rvadhannadhipaprabho/

yathatevanchitamsarvamtathasamsetsyatedhruvam"140

tadbhavanbhntalegatvakalavapijagaddhite/
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sukulejanmaasadhyasamdarSayamalladbhutam"141

tatobalye,pyadmyaSusarvavidyantaparagah/

jitvapravadmahsarvafijayaSriyamavapnuy池〃142

剛oⅦv3vivahitvabh町ﾖk珈圃manoramai/

yathavidmrantvapisamvrtimsampracaraya"143

tatastaramapahsarvastyaktvasambhoganijspmah/

sarvanparigrah叩§capiprav呵itvavanecaran"144

tapo'tidu5karamtaptvﾖ血ityasarvatapasan/

tatobodhidrumasr[6a]nodhyatvam諏珈viniXjayan"145

tatoninnalabhadratmasamadhinimtendliyatl/

samyagbodhimsamasadhyasambud曲apdamapnuhi"146

tatastvambhagavafichastasarvatraidhatukadhipaり／

saddharmamsamupadiSyapracalayasamantatah"147

yathamairjinaihsarvaihsaddhannamsampracaritam/

bhavanapitathadiSyasamcarayitumarhati"148

itisamprartmtamsarvaistaihSuddhavasakayikaih/

srutvasaSvetakemstattn{9b}"rbhntvadhyuvasavai"149

tadadhivasitammatvasarvetaiSvaradayah/

mahasammoditatmanaりsaddharmagupalalas魂〃150

bodhisattvamtamabhyarcyanatvasaiijalayomuda/

mdhapradak9imrtyaguddhavasamyayustatah"151

athasaubhagavanbhnyastatsamadheりsamutthitaり／

tatpravrttimupadeSmmsabhasanamsama§rayat"152

samJ"yatammahasattvamsabhama曲yasanaSritam/

bodhisattvamahasattvaPsarve!pisamupayayuj"153

tatratesamupasrtyasarvetamsugatatmajam/

natvasafijalayastatrasabhayamsamupaSrayan"154

tand"Vasamupasmanbodhisattvansasamghikan/

svetaketurmahatmasasampaSyannevamadiSat"155

bhavantatlSrnyatamsarvairyanmayatrasamucyate/

§rutvanumodanamkrtvasarveynyamprasidata"156

adyadhyanalayedhyatvasamstmtasyamamantike/

avabhasyasamayataUsarveSuddhalayaSri鋤〃157

ISvaraScandanaSceSonandahpra§加taci伽kah/

mamtahsunandanaScaSantaetanmu仙弛Su鋤〃158

asamkhyey且§cata{l0a}tsamghahsambuddhadharmalalasam/
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-L4.18-20;H274.10-13.

-L4.20-22;H274.13-15.

-L4.22-5.1;H274.15-16

-L5.2;H274.16-17

=L5.2-3;H274.17.

=L5.3;H274.17-18.
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-L6.1-2;H276.13-14.
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-L6.8-9;H276.21.

-L6．9-10;H276.21-22.

-L7.3-4;H278(vs.)7.

-L7.5-6;H278(vs.)8



samnbodhisadhaneme'trasamcodayimmaga鋤〃159

sarvetemamsamamlyarcyamarthayantijagaddhi[/

tathamayapratijiayameSitaSte呵訓ayam"160

tadahambhntalejanmalabdhvakulemahiPateh/

bodhicaryavrtamdhrtvasamvmimsampracarayan"161

河ya§ramampari[6bltyajyavanetaptvasudu¥karam/

jitvamaragaqansarvamstXrthakamScaduraSay伽〃162

bodmdrumamsamasrityasamadhinihitaSayah/

sambodhijiianamasadhyabhaveyamsugatahkalau"163

tatahsarvatraloke9usaddhannamsampracarayan/

samapyasaugatamk町amjm副ayamsamapnuyi伽〃164

ityahambmtalegatvapratijfiatampurayatha/

tathasarvamprasadhitvasamparayimmutsahe"165

tadbhavantaUsamadhayasarvesambodhimanasah/

triratnabhajanamkrtvasamcarantamsadasubhe"166

kalekalesamagatyamtramagupavaiichinam/

saddhannaSravanotsahamdammarhantisarvada〃167

耐§astrasamadiSIamniSamyatejinatmajah/

sarvetathetivijiiapyaprabhyanandanprabodhitah"168

{lOb}ta伽tecamahabhUfiabodmsattvaPprasaditah/

sarvetasmaisadabhadrasiddhaSisamdadurmuda〃169

bhagavanyatpa噸醐myathasambodhisadhane/

mthajagaddhitarthamtetatsarvamsidhyamdhruvam"170

du"stevilayamyantumara§camtmkaapi/

sarvesidhyanmkary"isarvtrapijagaddllite"171

IxahmaSakradayodevahsarvelokadhipaapi/

gahaScatarakahsid曲豆jsadhyavidyadharaapi"172

sarvematrg卸蕊capisagapaparivarikgh/

sadatesatsahayastebhntvarakSantusarvatah"173

sarveloka江asannastesaddhann町Ⅱtalalasah/

satlqtyaSraddhayabhaktyabhajanmgaranaSritah"174

sadasarvatratebhadras耐ukmisamanvitam/

jayasiddhimalnotsahambhavamnmpadravam"175

bodhicaryavratamdhrtvapragidhanamlqtamyatha/

sarvasattvahitarthe'pisamsiddhyetanasamSayai"176

itisatyamparijfiayasaddhannasamprakaSimm/
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buddha§齢ampadampraptumsamcarasvajagaddMte"177

itibhadrﾖsigamdattvasarvetesugatatmajah/

bodm[7a]sttvastam盃amSamnatvasvasvalayamyayuh"178

tato{lla}'saUcamahasattvahsarv加buddhananusmaran/

sambuddhajananaprepsurmudaivamsamaghoSayat"179

§vetaketurmahasattvojanma恥adyabhntale/

bodhicaryavmtamdhrtvasamvrtimsampracarayan"180

tapasa画pasansarvafijitvamar加santhik5n/

sambodh加珈amasadhyasam加ddhahsyatkalavapi"181

tatahsatrijagacchastasaIvadhannadhipojmah/

saddharmansamupakhyayaplacarayetsamantatah"182

tataりsatrijagannathahkrtva曲annamayamjagat/

samapyasautagatamkaryammrvrtaPsvalayamvrajet"183

itisatyamvac血§mtvasarvemdhatukaSritah/

lOkahsamabhinandantubhadra§能adg叩aptaye"184

ityevamtanmahanadamsarvatrabhuvane5vapi/

sara§mkamsamudbhasyaprasasarasamantatah"185

tatahsabdhinagabmmりpracacalapramoditah/

vavauvﾖⅦhsukhasparSahsudhirahSubhagandhabhrt"186

sarvamangalavadyaScasampraneduhsamantatah/

jyoti5mantaScasarve'piprabh5svaravirejire"187

diSaPprasediresarvamegha§ca{11b}sampras耐圃h/

sunirgho5amsamutsIjyapugpav窮極nyapatayan"188

evamanyacchubhakaramsarvadharmasukllapradam/

mnltpatammahotsahampravartatasamantataM189

tanniSamyasamalokyasarvelokabhavﾖsritah/

triratnadarSanotsahamsam画豆pmmprananandire"190

tatahsarve'pisambuddmpratyekasugataapi/

bodhisattva§casarvetamsud"yasamalokayan"191

brahmaSakradayodev"sarvelokadhipaapi/

saganﾖmatlkﾖ§capigPahahsarve'pitarakah"192

yogmoyatayagcapimunayaScatapasvinaj/

sarvevidyadharaPsiddhaarhantobrahmacaripah"193

tathanye'pimahabhijnasmratnag叩alalasah/

mahasattvamtamalokyasamrak¥itumsancchire"194

evamsarve'pilOkaSca[7bl5aqgatiprabhavaapi/
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sambuddhadarSanamkartumutsahantaりpracerire"195

eVam§astramunmdre9asamakllyatamsvajatakam/

sampratamtatyathadiWamSmtammayatathocyate"196

tvamapicamallarajata{12a}tSruW加umodyasadaram/

sravayasakalanlokanpracarayasamantatah"197

bhagantidamprasannayelmddhajanmasu肋恋itam/

§runva鮒§ravayantyatralokamScasammamodit""198

tesarvev伽alatmanobodhisattv曲§ubhendriyaり／

bhadraSITg叩asampattrrbhuktvayayurjinalayam"199

itiSastropaguptenasamadiglamniSamyate/

aSokapramukhasarvetathetyuktvaprabodhitZh"200

"tathagatajanmavadanamalayamtu9itabhuvanavatara9a-

sarvalokabhisambodhanabhinandanonamaprathamo'dhyayah"

Apparatuscriticus

20bsa]coIT.:sahAB.

23cmahavijnam]A:mahabhijiiamB.

24bsamcchasi]B:samiCchasiA.

33bmahamatiP]corr.:mahamatiA.

34dsamkatham]sicA.(m.c.fbrsamkathyam,28c)

39dsamicchantah]corr.:samiCchantahAB.

43cnairgam湖sicMs､Read*naigam魂？

49asakara]A:sakalaB.

52adharmameghakhyaA:曲armameghakhyeB.

53csarvamstan]corr.:saIv珈圃nA(marg.).

55dmhspm恩h]coIr.:nispIhahA.

59abatadhuna]A:tatod加圃B.

64a:tasmatkastan]A(marg.):tatkastanA:tasm加sastanB.

77asarvaih]corr.:sarvaisA.

89djagaddmte]A:jagaddhitaB.Cf・141b.

91aomahathrte]-｡mahatlartteB:｡bhahatlart[e]A.

98cdtepisarvemahasattvabhaveyurbo曲ic耐ﾘaP]A(marginalia,secondamanu)B.

108csamicchantah]coIT.:samrCchantaPA:samiCchanmhB.

lllbprabhasayan]corr.:prabhasayatAB.

134atasyabhidhrtvapy]sicAB.
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140cvanchitam]corr.:vMcitamA

143dsamvrtim]corr.:samvrttimA.

144bmhspihaり]corr.:mspIhahA.

153cmahasattvah]corr.:mahasattvaA.

159aasamkhyeyaS]B:asamkheyaSA.

161dsamvrtim]corr.:samvrttimA.

167bvanchinam]A:vanchinahB.

174aprasannaste]A:prasannastauB.

184csamabhinandantu]-samabhina[nldantuA:samabhinadanmB.

194dsa皿cchire]colT.:samiCchireA.

196ab§astramunindrepasamakhyatam]A(antecorr.):mamapurakrtya[m]samasat[o]A(post

corr.marginalia):mamapurakrtyamsamasataB.

196cdyathadi5卿nSrutammayatathocyate]A(antecorr.):mayapyevamsamakhyatamtatha

khaluA(postcorr.margmalia)B.

197abapicamah諏可atat]A(postcorr.marginalia)B(hypermeter!):apyanandaynyamA(ante

corr.;secondamanu!).Note・hA(antecorr.),lettersofoliginalscribearelostbyoverwritten

letters(secondamanu)ofapyanandaynyam.

197cSravaya]coIT.:SravayamAB.

200a§園stropaguptena]A(antecorr.;secondamanu!):§豆stramunindrenaA(postcorr.margina-

lia)B.Note.Lettersofstropaguptenaareoverwrittenletters(secondamanu).

200caSokapramukhalA(postcorr.marginalia):anandapramu仙豆A(antecolr.;secondamanu!):

aa(!)SokanandapramukhaB.Note.LettersofaSokaareoverwrittenletters(secondamanu).The

lettersoforigmalscribearelostbytheoverwrittenletters.

(Colophon:)"tathagatajanmavad加amalayam]A(antecoIr.):"itilalitavistaretathagatajanma-

vadnnam副圃yamA(postcorr.marg.)B.

TJAM第1章和訳（全訳）

オーム、吉祥なる三宝と一切の仏・菩薩に帰命すも

絶えず生類［の有様］を観ながら、護っておられる、偉大な仏である世尊のお教え

が、一切世界において、常に勝利しますように。［1］

幸と美とよき諸徳質の相をもつ方である、偉大な女神たる、吉祥プラジュニャー（仏

母般若波羅蜜）は、正法の達成に常に努力する人々を、常にお護りくださいますよう

に。［2］

生き物たちのために法を保持する者である、仏子たるすべての菩薩たちは、一切世界

に常に幸をもたらしますように。［3］
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三宝帰依に安立して、偉大な仏の威神力により、私は三界の師（釈尊）について

の『仏の出生アヴァダーナカ』(bud曲ajamnavadanaka)を［これより］語ります。[4]

それ故、仏の諸性質を求める、高貴な大士（菩薩）である全ての者は、信仰心によ

り、敬虚さをもって「菩提の達成」(bodhisa曲ana)[のこの法話］を聞きなさい。[5]

すなわち次の如くです。阿羅漢・大通智・仏子（菩薩）であるジヤヤシユ

リー(jayas面）は、ボーデイマンダ(bodhimama)という名の寺に、僧団と共に住され

ていました。［6］

その時或る時にかのジャヤシュリーはその場所で世間を益するため、正法を説かんと

して、集会場の座席に坐しました。［7］それを見て、ジナシユリー(jinas面）を［弟子

の］首座とするすべての僧団の者たちは、浄信を有して、彼の正法の甘露を飲むため、

悦んで［その座の許に］集まり来ました。［8］

同様に、浄行を願って正法の達成に熱心である、高貴な大士・菩薩たちも歓びなが

ら、やって来ました。［9］声聞たち・比丘たち・阿羅漢たち・出家行者たち・梵行者

たち・ヨーガ行者たち・白衣行者たちや、また他の者たち、在俗の信者（優婆塞）た

ち、［10］比丘尼たち、梵行尼たち、白衣尼たち、在俗の女信者（優婆夷）たちゃ、同

様にその他の人々、バラモンたちや仙人たち、［11］王たち、王子たち、ヴァイシャた

ち、大臣たち、高官たち、長者たち、家臣たち、将軍たち、[12]工匠たち、商人た

ち、隊商主たち、名士たち、都民・地方民・村民や、また他の地方に住する者たち、

[131－彼らすべての人々が集まり来て、集会場の座に坐るかのジャヤシュリーを見

て、お辞儀しながら、近づきました。［14］

彼らすべての人々は恭しくそこに集まってから、作法通りに敬意を示し、合掌し拝礼

をなしました。［15］それから右遼し、［彼らは彼を］ぐるりと囲僥し、［彼に］随い

つつ仰ぎ見ながら、法を聴聞しようと近坐しました。［16］

大慧あるかの阿羅漢は、それらすべての坐した者たちを見つめつつ、正法を［四］聖

諦に関してお説きになられました。［17］その正法の甘露を飲んで、すべての人々は覚

知し、また正法の達成への意欲を得て、歓喜しました。［18］

その後、それらすべての人々は、光輝に充ちた方（仏）たる偉大な牟尼（釈尊）につ

いての『仏の出生アヴアダーナ』(buddhajanmavadana)を聞きたいと望みました。【19]

彼らがそのように願っているのを見て、かの大慧ある［弟子］ジナシュリーは起ち上

がり、［師の］面前に行き、かのジャヤシュリーに向かって作礼してから、［20］清ら

かな容貌をもつ者は、偏担右肩し、地に膝をついて、合掌し、見つめつつ次の様に言い

ました。［21］

「尊師よ、集会場に坐るこれらすべての者たちは『仏の出生の善説語』(buddhajan-

masubhagita)を聞きたいと欲していますbそれ故、どうかそれをお説き下さい。」[22]

このようにそのジナシュリーに請われたかのジャヤシュリーは、大賢者である彼をみ

つめつつ話しかけて、次の様に説かれました。－[23］

－126－



よいことである（善哉）。大士よ、もしあなたが聞きたいと願うなら、聞きなさい。

かの『仏の出生アヴアダーナ』(bud曲ajamnavadana)を簡略に私は語りましょう。

[24］私が師である勝慧者ジヤヤバドラ(jayabhdra)から教示されたその通りに、私は

説きましょう。聞いて、随喜を得なさい。［25］同様に、みなの衆も、私がここで［師

説に］従って説くこと(anubhaSita)を聴聞して、覚知し、随喜して、浄信をもちなさ

い。［26］

すなわちかくの如くです。－かつて、大地の守護者・王中の王であるアショーカ王

が、正法の宣布者として、都城パータリプトラにいました。［27］

その時或る時に、其処で、仏の勝れた諸性質を熱望する彼は、『仏の出生の法

話』(sambuddhajanma-samkathya)を聴聞したいと欲しました。[28]

そこでかの王・人民の主（アショーカ）は、師長や大臣や都民たちを伴って、大きな

意欲をもって、クックターラーマ(kukku曲珈a)寺院に悦んで赴きました。[29]そこ

に到着すると、かの大地の王は、阿羅漢・出家行者・師ウパグプタ(upagupta)を見

て、作礼して、近づきました。［30］そして供養の品々をもって、彼と僧団の人々に敬

意を示し、合掌し拝んでから、見つめつつ次の様に言いました。［31］

「尊師よ、「菩提の知の達成」(sambodhijfi加asadhana)、「仏陀の誕生・降

下」(bud曲ajanmavatara)をどうかお説きください。」[32]

このように王が請うのを聞いて、かの阿羅漢・大慧者ウパグプタはその王を見つめ

て、次の様に教示しました。［33］

「よいことである（善哉）。大王よ、聞きなさい。私が師から聞いたとおりに、その

ままあなたに『仏の出生の法話』(sambuddhajanmasamkatha)をお話しましょ

う。」［34］

こう説いて、かの学識ある大慧者ウパグプタは三宝を億念しつつ、静慮して、瞬時に

精神を集中しました。［35］

その時、大地すべては海や山と共に、六種に震動しました。花粉を運ぶ、清涼な風が

穏やかに吹きました。［36］火と月と太陽と星々は清明に輝きました。あらゆる方角の

空間が澄んで明るくなり、花の雨が落ちました。［37］天鼓が響き、雲は深い音を出し

ました。災害のなさと幸福の歓びがあらゆる処に起こりました。［38］

そのめでたい前兆を見て、神々などすべての生類が、法という甘露を飲もうと願っ

て、やって来ました。［39］シャクラ（インドラ神）などの神々、ブラフマー神をはじ

めとする大仙たち、あらゆる世間主たち、その家臣や都民たち、［40］ヨーガ行者・出

家行者・外道師・苦行者たち、バラモン・クシャトリヤ・ヴァイシャたち、王子や大臣

たち、［41］高官・家臣・将軍たち、工匠・商人・隊商主・名士たち、［42］資産家た

ち、都民たちや他の、村民や地方民たち、町民や山の民、また他の地方居住民たち、

[431－それらすべての者たちは歓び、法話を聞かんと欲して、クックターラーマ寺院

にただちに集まって来ました。［44］
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そこに到着した彼らすべては僧団の中央の座に坐っているかの仏子［ウパグプタ］を

見て、拝礼をなし、近づきました。［45］それからそれらすべての生類は、礼法の順序

どおりに敬意を示し、恭しく［彼を］拝みました。［46］それから右還し、［彼を］くﾞ

るりと囲驍し、その正法の甘露を飲まんがため、心を集中して近坐しました。［47］

それらすべての坐した者たちを見て、心よるこぶかの阿羅漢（ウパグプタ）は、その

王（アショーカ）と集会場の衆を見つめながら、次の様に説きました。－[48］

よく注意を払って聞きなさい、あなた方、光輝くすべての方々よ・『仏の出生の法

話』(sambuddhajanmasamkathya)を私は簡略に語りましょう。[49]

すなわち、次のとおりですbかの世の守護者、悟りにむけて心を定めた者（菩薩、前

世の釈迦牟尼）は、菩提行の誓戒を堅持しつつ、生類の益のために活動していました。

[50］そして［菩薩道の］順序どおりに、悟りに［必要な］資糧を円満させて、十地の

王・守護主・一切法王となりました。［51］

その時彼はダルマメーガー（法雲）という名の［第十の］菩薩地にいて、あらゆる仏

たちを供養しつつ、また常に世の益のために活動しつつ、正法を菩提行に関して説法

し、天を含むあらゆる生類を、菩提道へと安立させました。［52-53］

このようにして彼は三界の生類に正法を説き明かさんと［適時を］待ちながら、カリ

期にいる人々 を見ながら、考慮しつつ居ました。［54］

その時、この地上においてはすべての生類が五濁に堕落し、魔の［悪い］性質を楽し

み、正法の［善い］性質を望みませんでした。［55］

そのことを見て、大梵天はかの大士・自在者（菩薩）の許に来て、合掌して拝み、丁

重に次の様にお願いしました。［56］

「世尊よ、あなた様がかつてされました誓いを、その通りに、適切な時が来た時に、

成し遂げてくださいますよう、お願い致します。」［57］

このようにその梵天力請うのを聞いて、かの大慧者はもう一度観察して、心中に次の

様に熟慮しました。［58］

「ああ、今、地上ではカリ期の所業が起こっている。そのため其処では欲界の王であ

る魔が支配力をふるっている。［59］それ故、すべての人間は彼に服従し、欲望のまま

に振舞っている。煩悩と慢心をもち、堕落して、罪悪をなしている。［60］悪心をいだ

き、悪行をなし、悪友と交わり、正法の徳を拒絶して、窓に振舞っている。［61］そし

て彼らは罪行を楽しみ、十不善業をなしたため、苦しみの火に焼かれて、地獄に堕ちて

いる。［62］

かしこ（地上）には、大智者・師・正法を説く者・菩薩・大士が、たった一人も、ど

こにも存在しない。［63］それ故、一体誰がかれら痴迷の人々を鼓舞し、諭して、三宝

という依り処にいることを得させ、菩提道に安立せしめるだろうか。［64］

そこで、私は今や、王家のよい家系に誕生し、菩提行の誓戒を保ちながら、世の益の

ために活動することにしよう。［65］その後に、私は家住期を捨てて、出家し、森の庵
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において、［余人が］なしがたい苦行をなし、あらゆる悪い外道師たちを降伏せしめ、

[66］あらゆる魔の群に打ち勝ち、最高の悟りに達して、煩悩のない清らかな心の者、

阿羅漢となって、仏の位に私は達しよう。［67］そしてかつて［私が］誓いをした、そ

の通りに完遂して、世を［正しい］法から成るもの（曲annamaya)に変えて、完全な浬

藥を私は得よう。」［68］

このように熟考し決断して、善慧者であるかの菩薩は、ダルマメーガー（法雲）

の［第十］地から死没して、トウシタ天（兜率天）に［転生して］行きました。[691

其処で、［生まれ］来た彼(7)を見て、すべての菩薩・大士たちは歓び、拝礼をなし

て、次の様に語りました。［70］

「世尊よ、よくいらっしゃいました。望むらくは、［ここでの］あなたの住まいに幸

いがあらんことを。どうか法を説かれながら、いつまでもここに留まって下さ

い。」［71］

このようにすべての菩薩・大士たちが請うのを聞いて、かの菩薩・大士は彼らを見つ

めながら次の様に言いました。［72］

「あなた方よ。私がここに来たのは、今地上に降りるためなのですも王家に誕生し、

仏の位を得ます。［73］そしてあらゆる生類に正法を説き明かし、世を［正しい］法か

ら成るものに変えて、完全な浬樂に私は至ろうと思いますb」【74］

以上のように彼が説くのを聞いて、それらの仏子すべては、その大士を拝しながら次

の様に請いました。［75］

「世尊よ、あなた様と一緒に、私たちも地上に行きましょう。出発の時が来るまで

は、どうかここを統治してください。」［76］

このようにすべての者たちが請うのを聞いて、かの大慧者は「わかりました」と答

え、そこに留まろうと欲しました。［77］

するとかれら仏子たち、菩薩・大士たちは、彼が留まろうと欲したと考えて、心が晴

れやかになり、歓喜しました。［78］その後、彼らはその大士を礼式どおりに灌頂し、

王座に立たせて、悦んで常に恭敬し、信奉しました。［79］

その後、梵天をはじめとする一切の牟尼たちが［彼の許に］やって来ました。また

シヤクラ（インドラ）などのあらゆる神々、すべての世界支配者たち、［801すべて

の［九］曜、星々（星宿）たちもそれぞれの譽属を連れてやって来て、彼を見て拝礼

し、遠くから近づきました。【81]彼ら（諸天）すべては、宝玉に飾られた天車(v加匪

na)の上で彼を恭敬し、宝石の座に坐る彼を讃嘆しつつ、悦んで信奉しました。[82]

それから彼ら神々は法を聴聞せんとして、［彼を］ぐるりと囲続して、彼を見つめなが

ら整然と並んで、近坐しました。［83］

7．後の第127詩節から、菩薩はこの時Svetakem(浄瞳）という名であることが判明する。
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それらすべての坐した者たちを見て、かの大慧者は菩提行に関する正法の説法を行い

ました。［84］その正法の甘露を飲んで、かれらすべては歓喜し、覚知を得て、三宝を

奉事せんと意欲しました。［85］

そして天女たち、ガンダルヴァ（天の楽師）たち、馬面(hayanana)たちは合奏・舞

踏の振舞をもって、かの仏子を奉事しました。［86］

［その時］諸仏の威神力によって、トゥールヤ楽器の合奏の音から、彼への勧発の偏

頌が神々 しく次の様に現れました。［87］

「思い出せ、福徳によって心情ぎ者よ、智慧の宝石よ、光輝を作り出す者よ。汝がか

つてデイーパンカラ（燃燈仏）のよき予言を得たことを。［88］

思い出せ、汚れなき知性を有する者よ。汝がかつて前世に、乞う者たちに望む布施を

与え、自分の身体までも、世を益するために与えたことを。［89］

思い出せ、よき戒徳の者よ、麗しい心の者よ、寂止と自制と忍耐の誓戒を堅持する者

よ。汝がかつて前世に、すぐ譲れた精進と禅定により、般若（智慧）を成就したことを。

[90］

思い出せ、無限の偉大な名声をもつ者よ。汝が信仰心により過去の善逝たちに多くの

劫の間、丁重に仕えたことを。［91］

今や、汝が待っていたその時が到来した。汝が誓いをしたとおりに、それを完遂せ

よ。［92］

罪と煩悩という敵を滅ぼす者よ。下生して、地上世界へ行くがよい。すべての世間主

（護世神）たちが汝の到来を待っている。［93］

［たとえ］百億劫の間、楽しんだとしても、飽き足りることは無い。［汝は］般若と

いう甘露によって満腹した者として、同様に生類を満腹させよ。［94］

また更に、汝は正法の性質を楽しむ大士であり、愛欲を楽しむ者ではない。それ故、

［下生して］法の雨を降らせよ。【95］

また更に、すべての神々は［汝の］法の甘露を飲んでいるが、それでも飲み飽きるこ

とがない。［しかし］同様に地上にも［法雨を］降らせよ。［96］

また更に、憐感の宝蔵よ、悪趣に堕ちている有情たちを見よ。また更に、法の甘露を

雨降らせている善逝たちを見よ。［97］

すべての生類は汝の法の甘露を熱心に飲むであろう。＜彼らすべては菩提行をなす大

士となるであろう。＞[98］

それ故に悟りに達して、法輪を転ぜよ。すみやかに正法［の雨］をあらゆる世界に注

げる［99］

また更に、このトウシタ天において、生類は汝の威徳の光線によって、光輝くものと

なった。同様に、閻浮提に行って、法の威光をもって輝かせよ。［'00］

あらゆる生類は汝の法の甘露を飲まんと欲する。それ故、速やかに悟りに達して、一

切処に雨降らせよ。［101］
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魔の群と、あらゆる外道師たち・説教者たちに勝利して、煩悩の火に焼かれている生

類を、徳行の光線(v騨珈§u)をもって清涼たらしめよ。[102]

三界の審判者よ。汝は一切煩悩に病んだ生類を、三解脱門という大薬により、健康

にさせ、安楽にさせよ。[103]

今や［地上では］あらゆる傲慢な外道師たちが横行している。まるで獅子の炮嘩を聞

かずに吠えているジャッカルどものように。［104］

仏という獅子の炮嘩を響かせて、一切処に遊歩し、すべての外道師たちを恐れさせ

よ。獅子がジャッカルを恐れさせるが如く。［105】

智慧（般若）という宝石で出来た、偉大な灯明を燃え立たせて、あまねく照らし示

せ。煩悩の闇を打ち破って、法の光明を輝かせよ。［106］

魔どもに勝利して、悟りを、仏の位を得よ。すべての人間は汝を信奉することの歓び

を得ようと欲する。［107］

あれら四人の護世天たちは、悟った仏子のために鉢を与えんと欲しつつ、待ってい

る。［108］

シャクラ（インドラ）と梵天は誕生した汝を抱持せんと願っている。汝に会いたいと

切望している生類たちを観察せよ。【109］

正法の行為の達成の時に汝が偉大な行をなさんと欲してその生まれる所となる、清ら

かな家系を観察せよ。［110］

偉大な宝石があって［周囲を］照らしている場所、そこのみに、偉大な美しさをもつ

光輝があって、器(bhajana)力輝くのだ。[111]

このように理解し、大士よ、すぐ､に今地上に行き、一切法王となって、法雨を降ら

せ･［112］

あらゆる生においていつも汝は誓いをしてきたが、その通りに今や汝は思い出して、

完遂されよ。」［113］

－以上のように、トウールヤ楽器の合奏中の多種多様な音が、彼を勧発する偏頌と

して、悟りの達成のために現れました。［114】

それを聞いて、一切法王たる菩薩は前生でなした誓願(pragi曲珈a)を思い出し、

［下界を］観察しつつ思惟しました。[115]

「ああ、現在地上世界ではカリ期の所業がなされ、それ故其処ではあらゆる人間が菩

提行を欲しない。[116]魔どもの行為に等しい行為をなす者、罪行をなす者、詐る

者、煩悩と高慢を有する者、痴迷の者、欲望の享楽を欲する者たちである。[117]今

や正法を教える師は、皆無である。至る処で外道師ばかりが説教者として横行してい

る。［118］それ故、法に思いを寄せる者たちは皆、彼らの説法を聴聞している。その

せいで彼らすべての人間たちは仏教徒(bauddha)を非難する者となっている。[119]

其処では一体誰が諸仏の教法を、悟りの達成を聴聞できるだろうか。そのため私はど

のように地に下生して、世の益のために行じるべきだろうか。［120］［わが］誓いが
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その通りにどうして達成できないことがあろうか。ああ、私の誓願がいかに空しくなり

えようか。」[121]

と、思案に占められた心で、かの大慧者はそこから起ち上がり、禅定堂に行きまし

た。［122】そこで自らの座席に坐り、あらゆる仏たちを億念しながら、悟りの誓願を

持しつつ、賢者は三昧に入定しました。［'23］

彼が三昧に入っている間、［彼の］偉大な頂髻から、諸仏憶念智の大光明が発せられ

て拡がりました。［124］それは一切の有情世界、浄居天の住まいを照らし、大自在天

を頭目とする神々 すべてを照らしました。[125]

そしてその光明から、次のような勧発の偏頌が現れて、大自在天を頭目とするすべて

の神々 を勧発しました。[126]

「かの仏子、シュヴェータケートゥ(6vetakem浄瞳）は、智の宝庫．無垢なる輝ける

者．気高い目的を懐く者・一切の徳質の王・仏にも等しい菩薩であり、[127]

下生して王家の清らかな家系に入り、［義務として］人生の三種の目的を行いつつ、

菩提行の誓戒を堅持し、生類たちの幸と［よき］徳質という目的の保護者として行為し

つつ、［128】

王権とあらゆる［感覚的享楽の］領域を捨て、自ら出家の誓戒を保ち、森で激しい苦

行をなし、外道の誓戒行者たちを打ち負かし、［,29］

四［軍］から成る群なす悪魔どもに勝ち、菩提樹の下で禅定に集中し、悟りに達し

て、世の利益のために仏としての栄光を得て、牟尼の王となるであろう。［,30］

その後彼は三宝に適合した［法］を宣説して、正しい法輪を転じ、悟りへの道を説き

示し、あらゆる生類をすばらしい法に随従する者にするであろう。[131]

このようにしてかの師・三界の守護主は、世界を法から成る、清らかなものに変え、

あらゆる仏の仕事を成し遂げてから、浬藥し、自らの住まいへと入るであろう。[132]

汝らすべての者はこのように理解し、菩提行の顕説のため、かの三界の王たる［菩

薩］シュヴェータケートゥに親近して、熱誠をもって帰依せよ。［,33］

彼の教えを堅持し、正法の開顕のため、菩提行の誓戒を保ちつつ、あらゆる場所で生

類を鼓舞勧発せよ。」［'34］

以上の勧発の偏頌を聞き、その光明に触れて安楽などを有した神々は、驚袴しまし

た。［135］

「ああ、カリ期であっても、このシュヴェータケートゥは悟りに達し、正法を説き示

して、それを世界中に普及させるであろう。［136］それ故、私たちはすぐに行って、大

自在者である彼を供養し、一切の生類の益のために、丁重にそれについてお願いしよ

う。」［137］

と、このように正法を欲する彼らすべては相談して同意し、出発してかの大士に懇請

するために近づきました。［'38］そこに到着して、彼らはかの菩薩に丁重に敬意を示し

て、挨拶の礼をなし、お辞儀して次の様にお願いしました。［,39］
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「世尊､三界の守護者よ、一切法王、主よ、あなた様が欲されるように、一切はその

通りに間違いなく成就されるでありましょう。［'40］

それ故、あなた様は地上に降りて、カリ期であっても、世の益のため、高貴な家系に

生まれて、大いなる奇跡を示して下さい。［'41］それから［あなた様は］幼童期におい

ても、学習してたちまち一切の学問の通達者になり、あらゆる説教者を打ち負かして、

勝利の栄光を得ることでしょう。［142］その後、青年となって結婚し、定則に従い、

美しく愛らしい妻たちと楽しみながら、世俗の行い(samvrti)を現ぜしめてください。

[143］その後、享楽を厭って、それらすべての美女たちやあらゆる所有物を捨てて、出

家して森を遊行され、［144］なしがたい苦行をされて、あらゆる苦行者たちに勝ち、そ

の後、菩提樹に坐して禅定をなし、魔どもを打ち負かして、［145］その後、［煩悩の］

汚れのない高貴な心で、三昧において感官を制御し、正等覚を達成し、仏の位を得てく

ださい｡[146]

その後、あなた様は世尊・師・三界すべての王として、正法を説き示し、全世界に弘

めてください。［147］過去のあらゆる仏たちによって正法が弘められた如く、あなた様

も同様に教えられて、お弘めになってください。」［148］

このように彼らすべての浄居天たちが懇請するのを聞き、かのシュヴェータケートウ

はそれを沈黙によって承諾しました。［149］

「これが承諾された」と考えて、正法の徳質を熱望するそれらすべての自在天をはじ

めとする［神々］は、大いに歓喜しました。[1501悦んで、かの菩薩に敬意を示し、

作礼し合掌して、三度右篭して、そこから浄居天に戻りました。[151]

さてかの世尊は次に、その三昧から出定すると、その事の報せを説くために、集会場

の座につきました。［152］

集会場の中央の座についたかの大士を見て、すべての菩薩・大士たちは集まり来まし

た。［153］其処に集まり来て、彼らすべての者たちはかの仏子に作礼し合掌して、その

集会場に坐りました。[154]

近坐した彼ら菩薩たちと僧団の者たちを見て、かの大慧者シュヴェータケートゥは見

つめつつ［彼らに］次の様に説きました。［155］

「あなた方よ。ここで私によって語られることを、全員でお聞き下さい。それを聞か

れて、あなた方すべてが随喜され、心の澄明を得ますように。【156］

今日、禅定堂において瞑想をしながら居る私のもとに、輝きを放ちながら、すべての

浄居天たちがやって来ました。［157］［彼らは］イーシュヴァラ、チャンダナ、イー

シャ、ナンダプラシャーンタ・チッタカ、マヒタ、スダンダナ、シャーンタ、ならび

にかれらを頭目とする神々たちです。[158]無数のそれらの［浄居天の］衆は、仏の教

えを熱望しており、悟りの達成のため、私を勧発するためにここにやって来たのです。

[159]彼らすべては私を敬い、世の益のために懇請しました。私はその通りに承諾して

約束し、彼らを自らの住まいに送りました。［160］
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それ故、私は［これから］地上において王の家系に生を得て、菩提行の誓戒を堅持し

つつ、世俗の行い(samvrti)を現ぜしめて、[161]王家の生活期を捨てて、森でなし

がたい苦行をし、魔の群とあらゆる悪心の外道師たちに打ち勝ち、【162］菩提樹に坐

して、心を三昧に没入させ、悟りの智慧に達して、私はカリ期における善逝（仏）にな

りましょう。［163］そして世間すべてに正法を普及させ、仏の仕事を完遂させて、私は

仏の住まいに到りましょう。［164］このように、私は地上に降りて、かって誓った通

りに、すべて達成して、［誓いを］満たそうと意欲していますb[165]

それ故、あなた方は皆、心集中して、悟りに心を向け、三宝を信奉し、常に浄行をな

して下さい。［166］［あなた方は］時々 、三宝の徳質を熱望する者たちのところに来

て、［彼らに］正法を聴聞する歓びを絶えず与えて下さい。」［167］

このように師が説かれたのを聞いて、かの仏子たちは皆、「わかりました」と返事

し、覚知し、喜び同意しました。［168］

その後、彼ら大通智の菩薩たちすべては心の澄明なるを得て、悦んで彼のために常な

る幸いの成就の祈願をしました。［169］

「世尊よ、あなた様が悟りの成就に関して誓われたこと、そのすべてが、世の益のた

めにその通りに確実に成就いたしますよう、お祈りいたします。［170］彼ら堕落者た

ち、魔どもや外道師たちは消滅に向かいますように。世の益のために、あらゆる者がな

すべき仕事を常にどこでも成就しますように。【171］ブラフマーとシャクラ（インド

ラ）をはじめとする神々、あらゆる世間主（護世神）たち、［九］曜、星々（星宿）た

ち、シッダたち、サーディヤたち、ヴィドゥヤ－ダラたち、［172］すべての母神の群、

［巻属の］群に囲繧された者たち、彼らが常にあなた様の善き助力者となって、常にど

こでもお護りしますように。［173］すべての生類は浄信をいだき、正法の甘露を熱望

し、帰依して、あなた様を信心により恭敬し、誠信をもって尊崇しますように。［174］

常にあらゆる場所で、あなた様には幸と美とよき名声を伴った、災い無き、勝利の達成

の大きな歓びがありますように。［175］菩提行の誓いを堅持しつつ、なされた誓願がそ

のとおりに、一切有情の益のために、滞りなく成就しますように。［176】以上を「本

当のことである」と承知されて、正法を説き明かすため、世を益するため、仏という栄

光の達成を得んがため、行動なさってください。」[177]

以上のような祝祷を、彼らすべての仏子・菩薩たちは与えて、自在者の［具現］身た

る彼を拝して、自らの住まいに戻ってゆきました。［178］

その後、かの大士（シュヴェータケートゥ）は、すべての仏たちを億念しながら、仏と

しての誕生を望んで、悦んで次の様に大声を発しました。［179］

「大士シュヴェータケートゥは地上に誕生し、菩提行の誓戒を堅持しつつ、世俗の行

い(samvrti)を現ぜしめ、[180]苦行によってあらゆる苦行者たち、魔と外道師たち

を打ち負かし、仏の智慧を達成して、カリ期であっても、仏となりましょう。［181］そ

してその者は三界師・一切法王・勝者（仏）として正法を説いて、全世界に普及せしめ
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ましよう。［182］そしてその者は三界の守護者として、世間を法から成るものに変え、

仏としてのなすべき仕事を完遂して、浬藥し、自らの住まいに赴きましょう。［183】以

上の［わが］真実語を聞いて、すべての三界に住む生類は、幸と美とよき徳質の獲得の

ために歓喜しますように。」［184］

と、このように［発された］その大声は、光明を伴って、輝き照らしながら、あらゆ

る世界に普く拡がりました。［185］

すると海と山を含む大地が歓喜して震動しました。触れて快い、好い薫りのする穏や

かな風が吹きました。［186］あらゆるめでたい楽の音が至る処に鳴り渡りました。あ

らゆる発光する［諸天体］が光り輝きました。［187］あらゆる方角の空間が澄みわた

りました。拡がった雲は好い音を発しつつ、花の雨を降らせました。[188]同様に、

その他の美しい様相をもつ、一切法の安楽を与える、災いなき、大歓喜をともなう状態

があらゆる所で起こりました。［189］

それを聞き、目で見て、［輪廻の］生存にいるあらゆる生類は、三宝に出会う歓びを

得ようと［望み］、歓喜（信受）しました。[190]そして、すべての仏たちや辞支仏た

ち、あらゆる菩薩たちも、すぐ翻れた視力（天眼）をもって彼を眺めました。［191］ブラ

フマーやシャクラ（インドラ）をはじめとする神々、あらゆる世間主たち、［巻属の］

群を有する者たち、［八］母神たち、［九］曜、あらゆる星々（星宿）たち、ヨーガ行

者、出家行者、牟尼、苦行者たち、すべてのヴィドゥヤ一ダラたち、シッダたち、阿羅

漢たち、梵行者たち、また同様に、その他の大通智を有する者たち、三宝の徳性を熱望

する者たちは、かの大士を眺めて、守護しようと欲しました。［192-194］六道に属する

すべての生類は、仏と会うことを待ち望みつつ、［正しく］振舞いました。［195］

以上のように、師である牟尼の王（仏）によって、ご自分の本生話(svajataka)が語

られましたが、今それを、私（ウパグプタ）は教示され聞いたとおりにお話しました。

[196]大王よ、あなたも敬いの心をもって、それを聞いて、随喜し、あらゆる生類に聞

かせて、至る処に普及させなさい。［197］

浄信をいだいて『仏の出生の善説語』(buddhajanmasubhaSita)を説く者たち、聞い

て歓喜してこの世界で［他に］聞かせる者たちは、すべて汚れない心の、清らかな感官

の菩薩たちであり、幸と美と［よき］徳質の達成を享受しつつ、仏の住まい（極楽）に

赴くであろう。－[198-199］

以上のように師であるウパグプタに説かれたことを聞いて、アショーカを上首とする

彼らすべての者たちは、「そういたします」と言い、覚知を得ました。［200］

以上、『如来出生アヴァダーナ・マーラー』における、「トゥシタ天の住まいからの

降下を一切生類が知らしめられ歓喜した」という名の第1章。
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第二部

醜く生まれついたヴィルーバが仏に救われた話

-SMRAM第34章とAⅧd剛afatalm第切章一

SⅣ眼AM第34章『ヴイルーパ(vnpa醜異な姿）・アヴアダーナ』は、AvS97話『ヴイ

ルーパ』(Vimpah)を韻文で再話することで作られた梵文作品である。

SMRAM第34章は、ネパールの別の説話集成写本Ramavadanatattvaの中にも同じ章名

で存在し、内容は同じであるが（章の最後のコロフォンに記された説話集成の作品名だけが

違う）、Ramavadanatattvaの写本をローマ字転写した高畠寛我のRatnamalavadana出版

本（1954年）では、その章は本の第32章にあたる（359-368頁）。ただし高畠が用いた

Ramavadnnatattvaの京大写本(A'写本;Goshima･Noguchi87)ではその章は作品の第20章

となっている。

今回のSWAM第34章の校定にあたっては、これまで私が『南アジア古典学』の誌

上で行ったSMRAMの第16章や17章や33章の校定と同様に、次の三つの資料を使用して

校定テクストを作成した:(1)Sh服AM写本、(2)Ramavadanatattvaの写本N(=NGMPP

E1343/4)、(3)高畠出版本(Ramavad加atattva京大写本A'に基づくローマ字転写、略号

別.）。本章においても(1)のSMRAM写本がテクストの底本としての役割を果たして、

(3)の高畠が発表したローマ字テクストを大きく改良するのに役立った。高畠本の読み

はEd.という略号でA卯aramscriticusに示した。(2)の写本Nは誤りが多く、校定に役

立たない読みがほとんどであるため、徒に無意味な異読を増やすことを避けて、Appa-

ramscriticusにおいてすべての異読を報告することはせず、読みの伝承を確認したい箇

所においてのみ報告するに留めた。

SMRAMの本章の種本たるAv§第97話『ヴイルーパ』(Vimpah)は、漢訳撰集百縁

経では巻十、諸縁品第十の(97）「醜晒比丘縁」にあたる（大正蔵第倦、253頁中～254頁

上）。

第1節SMRAM第34章Vimp豆Ⅷ曲naの梵文と訳

以下にSMRAM第34章『ヴイルーパ･アヴァダーナ』の校定梵文テクストを挙砿続

いて和訳(vv.15-192)を挙げる。

34Virnpavadana

Ed.(=TAKAHATA1954),pp､359-368;N(=NGMPPE1343/4)245b6-253a9;

Ms.(=SWAM)252b8-260a7
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atha§okomaharajahkrtaiijalipulomuda/

upaguptamyat叩natva【253alprarthayaccaivamadar説〃l

bhadantaSrotumicchamipunaranyatsu肋asitam/

tadyathagumnadi¥tamtathade5!umcame!Illati"2

itisammarthitamr司掘§rutv3so'rhansudhrryatih/

tamaSokammah諏可amsamalokyaivamadiSat"3

sadhuSmumaharajayathamegur叩oditam/

tathahamte!travak5yamitavadharmapraWddhaye"4

tadyathaivampuraikasminsamayesamuniSvarah/

bhagavansajagacchastﾖ曲annarajastathagataり〃5

sawajfiap§歌yasimho!IhafichravastyabahiraSrame/

jetodygnevihare'snnvijaharasasamghikah"6

tadatatrasabhamadhyesim且sanesumandite/

sarvasattvahitarthenadhannamadeStumaSrayat"7

tatratebMkSavahsarvebmk9upyo'pisamagatah/

yatinaScailakaScaivamupasakaupasikai"8

vratinobodhisattv園§casambodmgulalalasaU/

nirgranthastirthikaScapitapasaScamahar5ayah"9

brahmaSakradayodevalokap訓風mahanddhik5h/

daityayak"cagandharvahkinnaraScapirak5asah"10

siddhavidyadharﾖ§capinagaScagarujaapi/

sadhyagrahahsa伽話cavasavaScapsarogaﾘﾖM11

brahmamhkSamy3§capin卯ﾖ呵akumarakah/

vaiSyaScamanmo'matyallSre5伽naScamahajan魂〃12

grhasthavamjaりsarthavahnfca曲anino'pica/

§ilpinahpaurikaScapij加apadﾖ§canaigamah"13

gramyahkarvalikﾖ§capisaddharmaSravaparthinan/

sarvetesamupagatyaviharesamupaviSan"14

tatratamSITghanam""sarvetesamprasaditah/

natvapradakSimkrtyapuratahsamupacaran"15

tatrasarve'pitelokahsamabhyarcyayathakramam/

tammunmdrarnpranatvaivadhannamSrotumupaSrayan"16

tatahsabhagavandMvatansarvansamupﾖ§ritan/

bodhicaryamsamarabhyasaddharmamsamupadiSat"17

tatsaddharmamrtamPrtvasarvetemdaSadayah/
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lokahsatyamitijfiatvaprabhyanandanprabod随恒h"18

tasmnnavasaretatraSravastyampaurikog"/

asmmaha曲加ahSmnanchrmopamomahajanah"19

sa*svakUlasamam*vamamsvakmadhannacarinim/

k珈直mbharyamsamaniyasamyagvynheyathavidhi"20

tatahsakamasamraktallsukamnyatayasalla/

yathecchayasukhambhuhvarememtyampramoditaM21

tatastasyagIllasthasyayathakamamprabhufijatan/

samayesasatTbharyagarbmtabhnt鯲訪gika〃22

tatahsasamaye'sUtadarakamdurbhagakrtim/

durvarnamdmt永諏amvimpamvikrt豆§rayam"23

drstvatamdgrakamm圃圃bhinnaSay3vi9ﾖditah/

kimid声説maienapidhigmamitivyacintayat"24

mtaりsajanaka"rutvatamjatamvikrt3§rayam/

vimpamdurbhagakaramityevamsamacin町at"25

ahokimprakrtampmpamjanm加ta[254a]repuramaya/

yenayamdmbhag歌aIovirnpojayatesutaP"26

tadatrakimmayopayamkartavyamnapimanyate/

dmgmamyenasutejatelaijayamesukhamhrtam"27

tathapikimkari5yamidaivanmejayatehyayam/

tadvimpo'piputm'yampalaniyomayatmajaP"28

itibhartroditamSmtvasabharyapyevamabravit/

yadabhyamprakrtampapamtatphalambhUjyatekhalu"29

yadabhavinatadbhogyambhavicennatadanyatha/

sarvatrabhavinobhogyambhufijatesarvajantavah"30

tadatrahamimambalampalayeyamprayamatah/

ityuktvasavibhinnasyanmtasthaupralaiji垣〃31

tamvmpamsutamjatammyasajanako'pica/

laijavidmacitto!bhnnnirutsahoviSaditah"32

hamayakimkrtampapammanyatenabhavantare/

yato'yamdarakojatovimpodurbhagakrtih"33

tathapikimkari5yamidaivannojayatehyayam/

daivabhogyamprabhoktavyamsarvairapihijanmbhiM34

avaSyambhavinobhaVabhavantisarvadehinam/

tadayamsvatmajobalahpalaniyastayamaya〃35

itidhyatvapitaso'thad"vatasyaSiSormukham/
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laijay豆matibmmﾖsyastasthaudaivanucmtayan"36

tatoj繭肋samahnyakrtvajatimahamsaca/

pitasyanamavikhyatamkumtetisamabraVit"37

tatastejiatayaisarvesamskrtva*sannatamtatha/

tamgIhasthamsamamantryapuraevamupadiSan"38

grhapatevnpo'yamputroyattavajayate/

taSIn弧肋avatunamnayamprasiddhobalakobhuvi"39

[254altatahsnehadvirnpo!saum油ayatnenapalitaり／

kramatpu5!oviv!ddho'bhnddhradasthamivapankajam"40

tatoyadakumaratvampraptansavikrtﾖ§rayam/

svarnpamdarpapedMvavm)olajjito'bhavat"41

tatojehlTyamano'sauvimpaPparimomtah/

papacintapamatmamanasaivamvyacintayat"42

hamayakimkrtampapamyenahamduritakrtiP/

kimmamanenakayenamrtyumme'travaramdhruvam"43

kimkarigyevmpo!hamkvayasyamidurakrtih/

kimmamanenajiVenakevalam血りkhabhogi鯛〃44

tadatrahamgrhamtyaktvavanodyanesama§rayan/

sambuddhamsugatamdhyatvamrtyumgaccheyamuktaye"45

avaSyamevasarve"mjantm帥marapambhave/

tanmamedigvirnpe'smngamejrVite!sprh且〃46

yadyatrahamciramjIVTmnditoduhkhamapnuyam/

tadbuddhamsugatamdhyatvati5Iheyaprmamuktaye"47

tatsambuddhamjinamdhyatvamrto'hamyadisampratam/

伽pupyaihpam加服sugatimgaccheyasarvathﾖ〃48

yebud曲amsugatamsmrtvagacchantimrtyumatmana/

durgatimtenagacchantisamyantyevasukhavat伽〃49

tasmattesudhiyahsantaPtyaktvap即恩kulamgIilam/

sambuddhasmaranamdhyatvatiSIhantimljanevane"50

伽hahamtatsamalokyasambuddhamSaraVamgatah/

samadhayasadasmrtvavaseyavijanevane"51

ityevammanasadhyatvavimpahsaprasannadhih/

sasampadamgmamtyaktvajimodyanamsama§rayat"52

tatrodyaneviviktesapamakuirmsamaSrayan/

bhagavantamanusmrtvatasthaudhyanasamahitah"53

tadasabhagavafichastatamvirnpamtathasthitam/
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viSUdd順§ayamalokyasamuddlla伽msamaicchata"54

tatajsabhagavannathobhikSusamghasamanvitah/

tatrodyanevimpamtampaSyanbhasvanupacarat"55

tatprabhaparisp"o!sauvimpahsatsu仙珈vitaり／

vismtastamsamayatamsasamghikamapaSyata"56

tammunindramsamalokyavimpahsavmohitah/

jehlTyamanautthayaparayitumtato!carat"57

tatrasabhagavand"vavnpamtamparayitam/

sahasarddhyadiSomaIgenirudhyabhyadhyatiSIhata"58

tathammdhyamanaりsavmpastenaSasma/

parayitumprayamenanaSasakakathamcana"59

tatahsaparikhinnatmavimpolaijitaSayaU/

pamakutiSamalmastasthaubmodivandhavat"60

tatrasabhagav珈d卿vanilmamlaijayasane/

samnirodhasamapattimsamadhimvidadhetada〃61

tatahsabhagavaiichastatatsamadhehsamutthitah/

svayamvimpamatmanamninnayavikrta§rayam"62

bhQjanapmmamadayaSaravammmmayamtatah/

§anaistasyavimpasyapamakulyantike'carat"63

tatratamsamupayatamvirnpamvikrt豆§rayam/

savirnpaりsamalokyaharSitaevamabravTt"64

svagatambhohsahayaimkutragantumihagatah/

ti5!hatravamsadavasevatsyavahesu肋珈vitau"65

ititenoditamSrutvabhagavansavirnpadhdK/

tvam[255b]dra"umihayamiproktvetisamupaSrayat"66

tatrasthitaりkathamkrtvabhagavansavimpikaP/

dadautasmaivimpayasurasamrtabhqjanam"67

tatpradattamprabhuktvannamsavirnpajpramoditah/

tatk5apatparipu"ngobabhnvapmitendriyaり〃68

tatahsabhagavaiichastad"vatamsampramoditam/

svampepasthitastatravyarajatsamprabhasayan"69

tamsaumyambhadrampangams蛇hanamSubhitendriyam/

savmpahsamalokyavismtaScaivamabraVit"70

ahokathambhavatyevamabhirnpatarobhavan/

kasyapu9yavipakattadvaktumarhatimepuraM71

itisamm耐随tetenabhagavansamunISvaraj/
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bodhayitumvimpamtamsamalokyaivamadiSat"72

mahavidyastimesadhosambodhisﾖ曲anotama/

cittaprasadasa刺ﾖtajananyakhya*mallabal豆〃73

tasyaevaprabhavenabhavamyahamSubhendriyah/

samamabhadrarnpangahsarvasattvamanoharah"74

ityadiSyamumndrahsabhagavamstatraSubhasane/

saddharmamsamupade"umsamﾖ§rayatprabhasayan"75

tatastesanghikahsarvesaumyarnp魂§ubhendriyah/

parivrtyamunmdramtampuraskrtyopatasthire"76

tansarvansamupasmansaumyarnpafichubhendriyan/

d卿vatamsugatammatvababhnvavismay加vitah"77

allo*bllagyammayalbdhammahatpupyamihadhuna/

yanmamarthemunmdro'yamsasamghikaupagatah"78

nnnamatramunmdro'yammatkannaparicoditah/

sad曲armamsamupade9!umsasamghaPlqPayagatah"79

tadahamasyamunmdrasyaSraddhayﾖ§aralamgtah/

satkrtyasaugatamdhannamSrotumarhesamahitah"80

ityevammanasadhyatvavirnpaりsapramoditaj/

upetyasafijalirnatvatammunmdramupagrayat"81

tad圃伽yavimpasyabuddhapuﾘyanubhavatall/

lak9mmpradmabhnttatradivyabhogapradayinr"82

tadasoibhndvimpo'pidivyabmrnpasundaraり／

pariSuddhatrikayo'pisadg叩圃rt価§ubh叩§ikaM83

tatapso'tiprasamatmad"vaitanmahadadbhutam/

muda瞳syamunehpadauvavandesakrtafijalih"84

tatautthayammnathambhagavantamsasamghikam/

samalokyaprasannatmaplgrthayatsasamadar説〃85

bhagavanbhavatogastaりk卯團d邸imasadatah/

pradurbhntatramelak9mirbhava伽catisundaraj〃86

tadetanmahadaScaryamd"vamerocatemanah/

bhavatamSaraneshtvacarimmsamvaramsadヨ〃87

tadatrabhagavannathakmayabauddha5asane/

anvahrtyaSubhedharmeniyoktummamsamarhati"88

§raddhayahamjagannathabhavatamSaranamgatah/

pravrajyasamvaramdhrtvacari¥ye'trasamahitall"89

ititatsamprarthitamSrutvabhagavansamuniSvara叩／
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tasyaSuddhaSayamalokyasamamantryaivamadiSat"90

yadivanchastitevatsacalitumsaugatamvlatam/

pitⅢ可緬msamasadyaWagacchadasyatetada〃91

ityadiglammlmmdrepaSmtvasapratiharSitah/

mud恩伽yamunehpadaumapatvaivatato'carat"92

tatrasasvagJilegatvapadaupimikrtanjaliP/

prapatvﾖpurataりsh[256bltvapravadadevamadarat"93

tatodyanevnpo!hamitilaijavi93ditai/

pamaku!yamsamasmodhyatvavasamiyogivat"94

tatrasabhagavanbuddhahsasamghaりsvayamagatah/

bodhayitvamrtambhqjyamdadatisamupayavit"95

taddattamamrtambhuktvabhav圃加sundarakrtill/

lakgmiScapisamud肋面圃mamaivamjayateSubham"96

etatsarvammunmdrasyak卯圃dniprasadtaP/

nanyathalmvijiiayaprasIdasugatesada〃97

evametanmahaccitramdMvZmesamprasaditam/

manoidya§asanebauddhecarimmrocatevratam"98

etatsamprarthanamkartumihahampragatomuda/

tadatrakrpayﾖ伽atada叫繭mpradehime"99

etatpupyavibhagenatvamcapisugatimvrajeh/

ta伽casarvadasaukhyambhuktvayayajmalayam"100

itimatvaplasIdatramakumSvamano'nyatha/

§raddhayanugrahamkrtvatadan吋瓶mmademme"101

itisammarthitamSmtvasagm狐haPsavismayaj/

p瓶伽nsvamajamdMvasuciradevamabraVrt"102

ahohibhagyavanputrapupyavaficho'sisampratam/

yato!saukIpayopetyabuddhastvamabhirakSati"103

tatte'stiyadivaiichatracarimmsaugatamvratam/

tambuddhamSarapamgatvavratamcarasam2Ⅷtah"104

itipitroditamSrutvﾖsavmpaPprasadimP/

padanpitrohpragatvaivasahasapracaradgm説〃105

tatojetaSramegatvasavimpahpramoditah/

padautasyamunernatvaprarthayedevamadar説〃106

bhagavannathasarvajiialabdh珈噸ahsamagatam/

tadbhav加krpa[257alyamahyamsamvaramdammarhati"107

itisammarthitetenabhagavamstasyamastake/

－142－

[=Ed.90]

[=Ed.91]

[=Ed.92]

[=Ed.93]

[=Ed､94]

【＝別.95］

【=Ed.96]

[=Ed.97]

[=Ed.98]

[=Ed､99]

[=Ed.1M]

[=Ed､1]

[=Ed､2]

[=Ed.3]

[=Ed.4]

[＝別.5］

[=Ed.6]

[=Ed.71



savyahastenasamspMvaSasanetamsamagra航〃108

tatramavrajitaり堀stravirnpomu"ito'pisam/

khikkhilYPatla*hasto*'bhncCiVaramavrtobabhau"109

tatahsabhik9ur曲呵fiahsamyamrvijitendriyah/

matvasamsarasamskaragatmkSaJavighatinm/

bhittvavidyaga叩珈bodhipakgadharme5umodyatan"110

tataPsadharamVidyasamadhi血atoyatih/

sarvakleSaganafijitvas歌頭darhattvamaptav加〃111

samsaralabhasatkaraniPspIhomrmalaSayah/

pariSuddhatrikayaScamrvikalponiranjanah"112

sadevasuralok剛amapitraidhamcarinam/

manyaりpUjyo'bhivandyo'bhndbrahmacMsayogadh血〃113

tadatebhikSavaりsarved"vatamyatimuttamam/

visntastammummnatvapapracchustatpurakrtam"114

bhagavannarhatanenakimkarmapralqtampura/

yenayamduritakarovmpojayate'dhuna"115

yaccayambhagavaiichastarbhavatasamprasaditaP/

lak9mVanabhimpaScabhavatisadg叩汀atah"116

yaccayam§園sanebauddheSraddhayﾖ§aranamgamり／

sahasakleSasamghamijitvMlattvamsamaptavan"117

tadasyasarvavrttantamyadanenapurakrtam/

suvistaramsamakhyayasarvannahparibodhaya"118

ititairbhik5ubmhsarvaiりprarthitesamuniSvarah/

sarvamstansamghikanbmk9面nsamalokyaivamadiSat"119

§mutabhikSavahsarveyadanenapurakrtam/

tatsarvamkarmavakSyamsarvalokaprabodhane"120

tadyathabhntpurabuddhahpuSyabhidhastathagatah[257b]/

sarvajio'rhafijagacchastadharmarajomunrSvarall"121

sabhagavaiijagannathahkrtvabhadramsamantatah/

sarvatrasaugatamdhannamupade"umupacarat"122

evamsarvatralokeSusasamghikahsamarajit/

pmvottaradiSobhagerajadh珈加upaSrayat"123

tatrasabhagavanchastasarvasattvamtarthabhrt/

adimadhyantakalyapamaryadharmamupadigat"124

tatsaddharmammamPrtvasarvelokaPprabodhitah/

triratnabhajanamkrtvapracerireSubhesad豆〃125
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t町asabhagavanpu9yobuddlladMyasamantataり／

lokepaSyanmtamkartumdadarSadvaujmatmajau"126

ekap§歌yamunirnamamaitleyaScaparahsudhm/

tasmnkaleubhavetaubodhisattvaujinatmajau"127

maitreyasyasubuddhePsvasa皿atiりparipacita/

tasyaSasmgcavaineyahsattvanaparipaci鋤〃128

§歌yamunestuvaineyahparipakvanasamtatiP/

evamsasugatahpu5yod"vaivamsamacintayat"129

ahosﾖkyamunernasvasam旺仙paripacita/

tatsvasamtatip歌圃rthamcareyahamtadantike"130

itivicmtyapuSyahsatathagatapsasamghikah/

himavantamgirimgatvapracakramaprabhasayan"131

tatraratnaguhayamsapravi5yasamuniSvaraP/

tejodhatusamapannodhyatv圃伽thauSubhasane"132

tasmm§casamayet町a§歌yamuniPsasanmatiり／

phalamnlamsamahartumtadantikamupacarat"133

mtraratnaguhayamtampu9yamtathagatammunim/

suparyanka[258alsamasmamdhyanalmamprabhasitam"134

dv風耐mSallakSap話耐vyafijanaihparibh"itam/

ratnavalimivQijvalamSatasUryadhikaprabham"135

saumyamdivyathiktabhamsamantabhadrarnpilam/

suprasannamu肋圃mbhqjamdharmarajamsamaikSata"136

tatratamsugatamd"va§歌yamunihsamoditah/

sahasasaiijalirnaWapUjangairarcayanmuda〃137

tatahsaekapadenas伽tvasaptani§3mmuda/

safijalihpranatimkrtvamS伽agathayanaya〃138

nadivibhuviv颪順smmllokenavaiSrava叩訓aye

namarubhavanedivyesthanenadikSuvidikSuv3/

caratuvasudhamsPhmmkrtsnamsaparvatakananam

puru5av"abhasyatulyo!nyomahaSramaqahkutah"139

etayagathayasmtvatampu9yamsugatammunim/

sa§akyamunirutsahatsaptarammmudabhajat"140

tataPsaptadin加tesapu5yastathagatomudg/

pari5tutastamalokya§akyamummabh35ata"141

sadhusadhumahasattvatvamevamyatsamudyatah/

anenabalaVrryepasampannenadvijottama"142
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navakalpaPparavrttahsamstutyadyatathagatam/

kramatparantahpmyasambodmmsamavaPnuyah"143

ityadiSyammmdro'saupu9yodharmadmpojinaP/

parivrttomahes3khyaistatradhy珈諏ato'vasat"144

so'pi§歌yamunirbodhisattvodvijottamahsudhih/

tasyapu9yasyasadbhaktyﾖ§aralasthahsadalilajat"145

tatratasminshtebuddhedeVrguhamvasm/

tadguhayamprave5!um!sau[258b]naSa§歌akathamcana"146

tatahsativirnpak§豆vik"m§3durakmり／

bhntvntamsugatampuSyamdhy加ﾖmamabhipayat"147

tathasasucirep印ibhrgayitvapidurmatih/

kincittasyamuneScittamcarayimmSa§akana"148

tadasa§ankitakhinnavismayahatamanasa/

svarnpelaivatamdra"umplapatasamupacarat"149

tatratamsugatampu9yamtathagatammuniSvaram/

dvammSallakS抑盃耐vyafijanaihparimapjitam"150

sarvatikrantasaumyabhamSatasmryadhikaprabham/

§加tarnpamsubhadrmgamdlly珈甜namapaSyata"151

d"vaivasaprasadantrpupyatmayamsusiddh加珈／

itidhyatvasurnpenatadantikamupacarat"152

tatrasasaiijalirnatvapadautasyamunehpurah/

stmtvak5amarthanamkartumprarthayadevamana画〃153

bhagavannathasarvajiiayanmayaprakrtamtvayi/

伽kSamasvajagannathank9antidharmadmpo'sim"154

tadatrahamjagacchastarbhavat卸§araQamgata/

sarVadasamup"rityabhajeyaSraddhayamud恩〃155

yadatratesasamghasyayathavidmsamarcimm/

icchamyahamjagannathatadadhyu9itumarhati"156

ititenartmtepu¥yobhagavansamunrSvarah/

tamviSuddh風§ayamd"v罰樋"bmtva曲yuvasatat"157

tathadhivasitam§豆stramatvasabhyanumodita/

a§utadbhQjyasamagrrmsahasasamasadhayat"158

tatahsamuditopetyapnjangaistammuniEvaram[259al/

abhyarcyabhOjanairdivyaillsasamghamsamatoSayat"159

tatahsabhqjanante!piprapatvasafijalirmuda/

bhntvak9amapayitvacaprarthayadevamana極〃160
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bhagavannathasarvajiabhavatamSaraqeshta/

sadopastll珈amadhayabhajigyamisamahi塩〃161

tatk5amasvajagannathayanmayapakrtamvrtha/

prasIdatubhavanch丞樋sambuddhohiksamakarah"162

ititatharthitamSmtvapu9yaPsabhagavanmunih/

devatamtamsamalokyasaddhannamsamupadiSat"163

§muSvadevatedhannamihamutraSubhaptaye/

dhannenarakSitolokesarvatrapisukhrbhavet"164

tadadauSraddhayadhannamSrotavyamsaugatamvaram/

tatastriratnamabhyarcyadatavyamd加amarthine"165

tatahSuddhatrikayahsyacchud曲aSilahSubhagayam/

tatahsatyasamadh加ahsarvasattvaksamZkar曲〃166

sambodhisadhanodyogatsarvakleSanviniljayet/

tatodhyanasamadhisthahprajfialatnamavapnuy説〃167

tatsuratnanubhavenasarvam耐珈vmrjayan/

sarvasattvahi樋曲enasambuddhapadamapnuyat"168

evammatvatrasamsaresarvadasubhavanchibhih/

曲armamSmtvasadadanamprakartavyamythepsitam"169

tvamcapyevamsadasaukhyamyadiCchasiSubh剛vitam/

triratnabhajanamkrtvakumdanamyathepsitam"170

etatpupyamtusambodhipraptayepariﾘｮmaya/

etatpuWavipakenannnambodh加samapnuyah"171

ityadiWammum[259b]ndrelaSrutvasadevatamuda/

tathamipmtijfiayaprabhyanandatprabodhi樋〃172

tataisasugatahpu9yastathagatahsasamghikah/

ma仙圃sayansamu肋豆yasvaSramesamupaSrayat"173

eSahyayamvimpo'saudevatayaguhaSrita/

yu5mabhi#satyamevetimanya曲nnanyath屈仙alu"174

evammatvatrasamsaresarvadasukhavanchibhih/

triratnabhajanamkrtvacaritavyamSubhesad面〃175

§ubhasyakarma叩ahp目ke§ubhataivasad恩bhave／

krSpasyaduPkhataivamhim§ritasyapimSritam"176

abhUktamkgryatenaivakarmakvapikadacana/

yenaivayatkrtamkamlatenaivabhUjyatephalam"177

nagnibhirdahyatekarmaklidyatenapicodakaij/

§uSyatevayubhirnaivakgryatecanabmmsu"178
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nanyathapibhavennaivakarmakvapikathamcana/

yadyathaprakrtamkarmatattathaiva*phaleddhmvam"179

yadasaudevatatatraguhaSritad町丞aya/

vikrtmgavimp歌頭bhntvapu5yamvyabhISayat"180

etatpapavipakenapaiicajanma§湖nyapi/

vikrtangovnp歌Sobabmvayamlilavesad颪〃181

etatp即avimukto'yamvmpovikmlqtiり／

vibhramSyodurbhag歌激obhavatyatrapis加匝atam"182

yaccasaudevatapaSc説圃pasamtapitaSaya/

tasyapuSyasyabuddhasyaprasannaSaranamgatヨ〃183

sraddhayabhqjanairdivyaiPsatkrtyaprabhajanmuda/

etatp叩yavipakenalebhe'nantamsukhambhave"184

atra[260a]piSasanebauddheSraddhayasam叩恩gatah/

pravrajyasamvarapr即助s歌§颪darhattvamaptav加〃185

itiynyamparijmyacaradhvamsarvada§ubhe/

mtobodmmsamasadyasambuddhapadamapnuyuh"186

ityadiSiammunmdrepasarvetesamghikaapi/

§、Ⅳ加Umoditahsatyamityuktvaparimenire"187

itimegumﾘﾖdi"amSmtammayatrakathyate/

tvayapyevammaharajacaritavyamSubhesada〃188

prajaScapitatharajanbodhayitv園mayatnatah/

bodh加圃rgeprati"hapyapala町ahsadadar説〃189

tenatesarvadanityamsarvatrapiSubhambhavet/

kramadbodmmsamasadyasambuddhapadamapnuy鋤〃190

ititenalllatadi51amSmtvaSokahsabhnpatiP/

tatha伽ipratijfiayaprabhyanandatprabodmtah"191

§面stradiStammasannaidamapimanUjayevirnpavadanam

§mvantigravayantiplamuditamanasoyecapupyabmragam/

sarveteSITSametahsakalag叩adharahsatsu肋珈iprabhuktva
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sambud曲ebhaktiraktaisugtavaragrllesamprayantipramodam"192[=Ed.93]

"itivirnpavadanamsamaptam"34

Apparatuscriticus

ldprarthayac]Ms.N:prgrthayecEd.
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4cte!travak5yami]Ms.N:tepravak9yamiEd.

5csajagacchasta]Ms.:trijagacch丞圃N団．

6bchravastya]Ms.N:chravstya別．

13dnaigamah]Ms.:nairgamaPNEd.

14akarvalikaS]Ms.:karpalikaSNEd.

15bsamprasaditah]NEd.:samprasaditaMs.

15cprada"ip政rtva]Ms.N:pradakgiQmtyaB1.

19bSravastyam]Ms.N:息圃vasty苅別．

20a*svakulasamam*vamam(or*ramam?)]excom:svakulasamar(?v?)amamMs.:svaku-

lasam泣豆mam:NEd.

20dythavidhi]Ms.:ythavidhipNEd.

21dpramoditaり]Ms.N:pracoditaPEd.(asTAHAKATA'sconj.fbrA'):praboditahA'.

24bvi5aditah]corr.:viSaditaPMs.:vi¥editahNEd.

24cid毎豆tm"enapi]Ms.:rdrdatmajenapiN:id聰屈majenapiEd.

24dmamitivya･]Ms､別.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):mamativyaoA'N.

28bdaivan]Ms.N:daivatEd.

32dn加tsahovi"ditah]corr.:nirutsahavi5a曲ahMs.

35abhavinobhava]Ms.N:bhavinoEd.

35dpalanryastaya]Ms.:palaniyomayamN:palanIyotmayaEd.

36cpratibhinnasyas]Ms.Ed.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):pratibhinnasyasA'N.

37cvikhyatam]Ms.:vikhyateNEd.

38bsamSkrtva*sannatam]coIT.:samkitvasamatamMs.N団.Orread*prakrtva(or*wtra

krtva)＊sammatam？

38ctamgIila｡]-1angma｡Ms.:tadglha｡NEd.

40cdvivIddho'bhnddhrada･]Ms.:vivId曲abhnhradaoN:vivlddhabhndhrada｡Ed.

41atato]Ms.N:tadaEd.

46covirnpe]Ms.N:ovimpo別．

46djIVite'spIM]corr.:jTVitesprhaMs.NEd.

47dti5Iheya]Ms.N:tig!heyamEd.

48c｡pupyai#]Ms.:｡p叩yaりNEd.

50bpapakulam]Ms.:yayatkulamNEd.

51dvaseya]Ms.:vaseyamEd.Thetextof50d-52aislackinginN.

53bokuirm]-｡kummMs.:｡如耐mNEd.

54btamvmpamtatha]Ms.N:tamtathaEd.

54dsamaicchata]Ms.:samudyatahNEd.

58dniru曲yabhyadhyatiS!hata]Ms.:n加曲yabhyati5!htaEd.
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60atatahsa]Ms.N:saEd.

60cokutiSamalrnas]-｡kutliSamalinasMs.:｡kumSamaSrnasN:｡kuUisamaSmamsEd.

65abhoh]corr.:bhoMs.NEd.llsahayaihi]Ms.:sahayehiNEd.

65dsukhanvitaulMs.:su肋珈vitaNEd.

66dsamupaSrayat]Ms.:samupaSrayetNEd.

67bvirnpikah]Ms.:virnpadlUkNEd.

67dsurasamrta｡]Ms.Ed.(asTAHAKATA'sconj.fbrA'):sarasom血｡A':surasom血｡N.

68bpramodita口]Ms.:samoditahEd.

68cparipu§師go]Ms.Ed.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):paripu5師gaA'N.

70asaumyambhadra･]Ms.:saumyabhadra｡NEd.

71cp叩yavip歌副tad]=pugyavipa<<ka>>ttadN:p叩yavip歌珈tadEd.:punyavipatmdMs.

(metre!).

73d*mahabalalexcom:mahabalaMs.:mahebalahNEd.

78a*bhagyammaya]exconi:bhagyamayaMs.:bhagyamayaNEd.

82clak9mih]Ms.:lakSMNEd.

83dsadg叩圃rthIIMs.:sadg叩耐hiN:sadg叩arthoEd.

84bdrStvaitan]Ms.:dnaitanN:d"vaitatEd.

85atatau曲面ya]Ms.N:tatahut曲ayaEd.

86abhavato]corr.:bhavataMs.NEd.

86clak5mrr]Ms.:laksmTNEd.

86dcatisundarah]Ms.:yatisumdaramN:yatisumdarahEd.

88bbauddha§asane]Ms.N:buddhaSasaneEd.

94atatodyane]Ms.:tatrody珈eN:tatodyaneEd.

94ddhyatvalMs.N:dhyatvaEd.llyogivat]Ms.:yogavitNEd.

95cbhqjyam]Ms.N:bhogyamEd.

98aetanmahac]Ms.N:etatmahacEd.

100bsugatim]Ms.N:sugatimEd.

lOOdyaya]Ms.:yayajNEd.

103bp叩yavancho'silcorr.:p叩yavafichasiMs.:pupyavamchamiN:p叩yavanchabhiEd.

103dbuddhas]Ms.:bud曲aN:buddhatEd.

104avafichatra]Ms.:vanchatiNEd.

104cbuddhamSara9am]exconi:bud曲agaranamMs.NEd.

105cpadan]Ms.N:padauEd.

109apravrajitah]Ms.:savrajitalJNEd.
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109cdkhikkhiriPatra*hasto*'bhncCrVaralexconi:khnddmPatrabhr{{kta}}cCIVaraoMs.(me-

tre!):khikkhiripatrabhFcCiVarao団.:khikkhilrPatrabhI<<datra>>cCiVara｡N・CfRAM,TAKAHA-

TA(1984),p.140(XI9cd):mupditaりkhi9khilTPatrahasto'bmcCiVarav施血"．

110ebodhipakla]Ms.:bodhipakSeNEd.

113dyogadhrk]Ms.N:yogavitEd.

116abhagavanchastar]corr.:bhagavanchasta]Ms.:bhagavacchastaN:bhagavacchasta別．

120csarvam]Ms.N:sarvaihEd.

121atadyathabhnt]Ms.N:yathabhntEd.

124bhitarthabhrt]NEd.:hitabhrtMs.(metre!)

125blokahprabodhitah]Ms.N:lokahmabodhitaUEd.

126apu5yo]Ms.Ed.(asTAHAKATA'sconj.fbrA'):puSyaA'N.

127cubhavetau]Ms.N:ubhavetauEd.

128bparipacita]colT.(orparipakinr?):paripakitaMs.NEd.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):

parip豆瞳鋤A'.

133cphalammlamsamahartum]corr.:phalamUlasamahartumMs.NEd.

135civQjjvalam]Ms.(m.c.fbrivqjjvalam):ivqjvalamNEd.

137dp可訪gairarcayan]Ms.p可屈mgain51℃ayanNEd.

139bmarubhavane]Ed.(asTAHAKATA'sconj.fbrA')(cfAvS):manudbhavaneA'Ms.N.

139dmlyo'nyo]-mlyonyoMs.:mlyanyoNEd.

140aetaya]Ms.:etayoNEd.

140dmudabhajat]corr.:mudabhajanMs.NEd.

141bpuSyastathagato]Ms.:pugythagatoNEd.

141cpari抑伽]corr.:paristutasMs・NEd.

142dsampannena]Ms.NEd.(asTAHAKATA'sconj.fmA'):sapannenaA'.

144d'vasat]Ms.N:'bhasatEd.

147dabhr5ayat]Ms.N:abhTSapatEd.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):abhiSayanA'.

148bblmayitvapi]Ms.NA':bhrSapitvapiEd.(asTAHAKATA'sconj.fbrA').

150dparimamitam]Ms.NEd.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):parimanditahA'.

154cjagamathah]Ms.N:jagannathaEd.

155dbhajeya]Ms.N:bhajeyam別．

161dsamZ匝圃]Ms・別.(asTAHAKATA'sconj.fbrA'):samahitahA'N.

163attharthitam]Ms.:tayarthitamNEd.､

164crakSitoloke]Ms.:rakSitalokeNEd.

170ctriramabhajanamlMs.N:triramambhajanamEd.

174ceveti]Ms.剛.(asTAHAKATA'sconj・fOrA'):evaitiA'N.

176bSubhataiva]Ms.N:SubhataivamEd.
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ー

179abhaven]Ms.:bhaveN別．

179ckarma]Ms.N:karmamEd.

179d*phaled]excom:kuledMs・NEd.

180dvyabhiSayatlMs・NA':vyabhr5apat別.(asTAHAKATA'sconj.fmA').

182cvibhramSyo]-vibhransyoEd.(asTAHAKATA'sconj.fOrA'):vihrtsyoMs.NA'.

185darhattvamlMs.:arhatvamNEd.
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SMRAM第34章『ヴイルーバ（醜異な姿）・アヴアダーナ』Virnpavadana和訳

w.15-192

彼らすべてはそこにかの光輝に充ちた方（仏）を見て、心に歓びを得て、拝んで右遥

してから前方に進みました。［15］そこで彼らすべての生類は作法通りに敬意を示し、

かの牟尼の王（仏）を拝礼して、法を聞かんと近坐しました。［16］

するとかの世尊は近坐した彼らすべてを見つめつつ、菩提行に関する正法を説かれま

した。［17］

その正法の甘露を飲んで、神々をはじめとする彼らすべての生類は「それが真実であ

る」と知って、気づきを得て、歓喜しました。［18］

その頃、そのシュラーヴァスティー［の都城］（舎衛城）に市民として一人の資産家

がいました。クベーラ神の如く大資産をもち、栄光を有する名士でした。［19](#2）

彼は出自が自分の家系に等しい、自分の家の伝統法(svakuladharma)に従う、若い

美しい女を妻として要って、作法どおりに正しく結婚しました。［20](#3）

そして彼は愛を求める彼女と欲望に耽りました。欲するがままに快楽を味わい、歓喜

して絶えず楽しみました。［21］するとかの資産家が欲するがままに享楽するうちに、

時が来て、ほっそりした身体のかの善良な妻は妊娠しました。［22］

それから臨月が来て、彼女は息子を出産しましたが、その子は忌まわしい容姿で、醜

く、罪深い外見をもち、醜異な姿(vimpa)で、奇形の体をしていました。[23](#4)

その子を見た母親は、心引き裂かれ、絶望し、「こんな子供をどうしよう。なんと私

は惨めなことか」と考えました。［24］
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そしてかの父も、彼が異形の身体をもって生まれ、醜悪で、忌まわしい姿をしている

と聞いて、次のように考えました。［25］

『ああ、こんな不幸な姿をした、醜い息子が生まれるとは、私はかつて前世でどんな悪

い事をしたのか。［26］ここではいかなる、なすべき方策も私には考えられない。なん

と私は哀れなことか。息子が生まれて、恥ずかしさのため、幸福は私から奪われた。

[27］しかしながら、私は何をすべきだろうか。運命によって私にこの子が生まれた。
醜悪であっても、この子は息子として、私が守ってやらねばなるまい。」［28］

このように夫が言うのを聞いて、その妻も、次の様に言いました。－「私たち二人

が悪い事をした結果なのですから、その報いを受けましょう。［29］必然でないこと

は、味わうべきではありませんが、必然のことなら、そうなるしかありません。不可避

の［事がら］はどこにもあります。あらゆる生き物は［必然に］味わわねばならないこ

とを味わいますb[30]それ故、努力して私はこの赤ん坊を守ってやりましょう。」－

こう言って、傷心のその妻は恥じながら、おりました。[311

父もその生まれた醜い姿の息子をしげしげと見、差恥に引き裂かれた心で、気力を失

い、落胆に沈んでいました。［32］

「ああ、私が前生でどんな悪行をなしたのか、考えられぬ。そのため、この醜い、忌

まわしい姿をした赤ん坊が生まれたのだ。［33］しかしそうはいっても、私は何をなす

べきだろうか。運命によって私たちにこの子が生まれた。どんな生物でも、運命によっ

て享受すべく与えられたものは、味わわねばならない。［34］どうしようもなく、あら

ゆる生き物は不可避の事がらをもつ。それ故、息子であるこの赤ん坊を彼女と私とで

守ってゆかねばならない。」［35］

このようにその父は思い巡らして、その赤子の顔を見ながら、恥ずかしさのために顔

をしかめて、運命のことを沈思しながら、いました。［36］

その後、親族を呼び集めて、誕生祭を行い、父は言いました。「［人々に］呼ばれる

ための名前をこの子に付けて下さい。」［37](#5）

そこで彼ら親族たちすべては相談して、かの家長を呼んで、面前で次の様に命じまし

た。［38］

「家長よ、あなたに生まれたこの息子は醜い姿（ヴィルーパ）であるから、それ故、

この子供は［それを］名前として（『ヴイルーパ』という名で）地上で認定されるべきで

ある。」［39］

その後､母は愛情によりそのヴイルーパを苦労して守りました。まるで蓮池の中の蓮

のように、彼は養育されて次第に成長して、大きくなりました。［40](#6）

その後、彼が思春期に達した時、異形の身体をもつヴイルーパは自分の姿を鏡で見

て、恥ずかしさを感じました。［41］
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恥じつつ、かのヴイルーパは惑乱して、罪の意識に一杯になり、心で次の様に思いま

した。［42］

「ああ、私が［前生で］どんな悪行をしたため、罪深い姿になったのだろうか。こん

な私の身体に、何の用があろうか。私はここで死んでしまうのが一番よいに決まってい

る。［43］醜悪な私は何をすべきだろうか。醜い姿で、どこに行けばよいのだろう。単

に苦しみを味わうばかりの、私のこの生は無意味だ。［44］だからここで私は家を捨

て、園林に行って、［そこで］仏・善逝を思念しながら、私は死に赴こう、［生から

の］解放のために。［45］［輪廻の］生存において、あらゆる生き物にとって死は避け

られないことだ。それ故、私はこのような醜悪な今の身体において、生きることを欲し

ない。［46］もし私がこの世で長く生きても、非難され、苦しみを味わうだろう。それ

故、かの仏・善逝を瞑想しつつ、［園林で］生からの解放を待ちながら、いよう。

[47］もし今かの仏・勝者を瞑想しながら私が死ぬならば、その福徳によって充たされ

て、必ず善趣に行けるだろう。［48］自ら仏・善逝を億念しつつ死ぬ者たちは、悪趣に

は堕ち談スカーヴァティー（極楽）に行く。［49］それ故、彼ら賢明な善人たちは罪

悪に満ちた家庭［生活］を捨てて、仏への憶念という瞑想に耽りながら、無人の森に住

んでいる。［50］同様に、私もそのことを観じて、仏に帰依し、常に瞑想して［仏を］

億念しながら、無人の森に住もう。」[51]

このように心で考えて、かのヴィルーパは、清澄な思いをいだき、裕福な家を捨て

て、廃れた園林に行きました。［52］

寂れた地にあるその園林で、彼は木葉の小屋に住みつつ、世尊を億念しながら、瞑想

に集中して、過ごしました。［53］

その時、かの世尊・師（釈尊）はそのヴィルーパが浄らかな心でそのように過ごして

居るのを観察して、救済しようと欲しました。［54](#7）

そしてそのヴィルーパを見つめつつ、比丘僧団と一緒に、かの世尊・守護主は輝きな

がらその園林にやって来ました。［55］

その［仏の発する］光明に触れたかのヴィルーパは真の安らぎを得て、僧団を連れて

訪れ来たその方を驚樗して見ました。［56］

かの牟尼の王（仏）を見ると、そのヴイルーパは惑乱し、差恥を感じ、起ち上がっ

て、その人から逃げようと、あちらこちらへ走りました。［57］

其処で、かの世尊はそのヴィルーパが逃げるのを見て、すぐ愈さま神通によって［そ

の］方角の道で［逃げ口を］塞ぎつつ、加持しました（霊的支配力を行使しまし

た）。［58］

そのようにかの教令者［の神力］によって封じ込められたかのヴイルーパは、逃げよ

うと懸命に試みましたが、まったく出来ませんでした。［59］
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その後、消耗し切ったかのヴィルーパは、差恥の心をもって、木葉の小屋に伏せて、

まるでフクロウのごとく恐れつつ［その場に］居ました。［60］

そこでかの世尊は恥じた心で横たわっている彼を見て、その時滅尽定に入られまし

た。［61](#8）そしてかの世尊・師はその定から出られると、［尊師は］御自身を、異

形の身体をもつ醜い姿に化作しました（魔術的に変化させました）。［62］

そして食べ物を充たした土製の皿を手に持って、ゆっくりとヴィルーパの木葉の小屋

に行きました。［63］

其処で、彼に近づいて来た異形の身体をもつ醜悪なその人（仏）を、かのヴィルーパ

は見て、歓喜して、次の様に語りました。［64］

「よく来たね、友よ。おいで。どこに行こうとしてここに来たの。ここに留まったら

よい。我ら二人は楽しくこの家にずっと住もう。」［65］

このように彼が言うのを聞いて、かの醜悪な姿をもつ世尊は「お前に会うためにやっ

て来たんだよ」と答えて、近づきました。［66］

其処に留まって、醜い容姿のかの世尊は話をしながら、とても美味な甘露のような食

事をそのヴイルーパに与えました。［67](約）

そのヴィルーパは喜び、与えられたその食事を食べると、たちまち体の栄養状態がよ

くなり、感官は満足しました。［68］

するとかの世尊．師は悦ぶ彼を見て、その場で［本来の］自分の姿に戻り、光を放っ

て輝きました。[691(#10)

その光輝に充ちた方（仏）が見た目に快く、麗しい姿の身体をもち、感官も輝かしい

のをかのヴイルーパは見て驚樗し、次の様に言いました。［70］

「ああ、あなたはどのようにして、そのようにとても美しくなられたのですか○一体

何による福徳の異熟の結果ですか。私の前で、どうかお話し下さい。」［71］

このように彼に請われたかの世尊・牟尼の王は、そのヴィルーパを覚知させるため

に、見つめて次の様に教えました。［72］

「善き人よ、私には偉大な明呪（呪文・明知）がありますが、［それは］悟りを達成

させる最高のものであり、『心に浄信の生起を産出するもの』という名をもつ、大威力

のものですb[73]その威力により、私は輝かしい感官の、あらゆる点で麗しい姿の身

体をもつ、すべての有情から愛される者になったのです。」［74］

かの世尊．牟尼の王（仏）はそう教えると、其処で端厳な坐を組むと、光を発しつ

つ、正法を説き始めました。［75］

すると優美な姿をし清らかな感官をそなえたすべてのかの僧たちは、牟尼の王を取り

囲み、その［仏］に侍従して、傍に仕えました。［76］

それらの優美な姿をした清らかな感官の、傍に仕えるすべての［僧］たちを見て、

「この方は善逝（仏）だ」と彼は思い、驚樗しました。[771(#11)
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「ああ、私はここで今［何という］幸運・大福徳を得たのだろう。私のためにこの牟

尼の王が僧団の人たちを伴って、やって来られるとは。［78］この牟尼の王は恐らく、

私の業に促されて、慈悲をもって正法を説くために、僧たちを伴い、ここに来られたの

だろう。［79］それ故、私は信仰心をもつてかの牟尼の王に帰依し、敬重して、一心に

仏の教えを聞くべきである。」［80］

このように心中で熟慮し、歓喜したかのヴイルーパは［仏に］近づき、合掌し拝礼し

て、近坐しました。［81］

その時仏の功徳の威力の結果＼かのヴィルーパには神々しい享楽を与える『めでたい

美』(lakSⅧ）がその場で出現しました。[82](#12)その時かのヴイルーパは、神々 し

く美形で端正になり、三身清浄なる者●善い徳性を求める者･清らかな肢体の者となり

ました｡[83]

強い浄信の心をもつ彼はこの偉大な奇跡を見て、悦び、合掌して、かの牟尼（仏）に

接足作礼しました。［84］そして起き上がると、僧団の者たちを伴ったかの世尊．主を

見つめて、浄信をいだく彼は、丁重にお願いしました。［85］

「世尊、師よ、あなたの憐感の視線の恩恵により、私に『めでたい美』(lak§Ⅶ）が

現れました。私はとても美しくなりました。［86］それ故、この偉大な希有なる出来事

を見て、あなたという帰依処の許に居て、常に禁戒（戒律）を行じんことを私の心は望

みますb[871それ故、世尊、主よ、この場で憐れみをもって仏の教えに導引し、私を

清らかな法に繋ぎ止めて下さい。［881世界の保護者よ、信心をもって私はあなたに帰

依いたします。出家して、禁戒を保ち、一心に行をいたしま式」［89］

このように彼力請うのを聞いて、かの世尊・牟尼の王（釈尊）は浄らかな心性をもつ

彼を見て、語りかけて、次の様に教示しました。［90】

「いとしい子よ、もしあなたが仏の誓戒を行ぜんと欲するなら、父の許可を得て、

戻って来なさい。その時［出家戒を］与えよう。」［91］

このように牟尼の王に教示された彼は、聞いて歓喜し、かの牟尼に悦んで接足作礼す

ると、歩み去りました。［92］

彼はその自分の家に戻ると、合掌して父親に接足作礼し、面前に坐し、丁重に次の様

に語りました。［93］

『父よ、ヴィルーパです○私はかく差恥に絶望し、園林でヨーガ行者のように木葉の

小屋に坐して、瞑想して暮らしていました。［94］其処に、かの世尊・仏陀が僧団を

伴って、自ら来て下さいました。方便を知るお方は［私を］覚知させ、不死の甘露とい

う食べ物を与えてくれました。［95］かの方が与えて下さった不死の甘露を食べて、私

は美しい姿になりました。『めでたい美』(laksm)が現れ、このように私に幸福が生

じました。［96］このすべては牟尼の王（釈尊）の、憐感の視線の恩恵によるもので

すbそれ以外ではありません。このようにお知りになり、常に善逝に浄信をおもち下さ
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ぃ。［97］このように、この偉大な驚異を目撃して、浄信を得た私の心は今日、仏の教

えの許で誓戒を行ぜんと欲しています。［98］このことを請うために、私は今日、悦ん

でここに戻って来ました。それ故、父よ、憐感によりこの場で、私にその［出家の］ご

許可をお与え下さい。［99］その事の福徳の分け前により、あなたも［死後に］善趣に

行かれるでありましょう。其処で常に幸せを味わってから、仏の住まい（極楽）に行か

れるでしょう。［100］このようにご理解になり、浄信をおもち下さい。ここで別の考

えをなさってはいけません。信心により［私に］恩恵を施されて、その事のご許可を私

にお与えください。」［101］

このように［息子が］請うのを聞いて、かの家長は驚樗し、そのわが子を父として長

い間見つめてから、次の様に言いました。［102］

「ああ、息子よ、［お前は］幸せ者だ。今やお前は福徳を望む者となった。かの仏が

憐れみによって近づかれて、お前を守って下さったおかげだ。［103］それ故、もしお前

がこの世で仏教の誓戒を行ぜんと欲するなら、仏に帰依をなして、一心に誓戒を行じな

さい。」［104］

このように父が答えたのを聞いて、心悦ぶそのヴィルーパは、両親に接足作礼し、直

ちに家から出ました。［105］

そして喜悦するかのヴィルーパは牟尼の両足を拝み、丁重に次の様にお願いしまし

た。［106］

「世尊、主、一切智よ、［父の］許可を得て、戻ってまいりました。それ故、憐感に

よりあなた様は私に禁戒（律儀）をお与えくださいますように。」［107］

このように彼に請われて、世尊は彼の頭頂を左手で撫で、［仏の］教えに彼をおさめ

取りました。[108]そこでかのヴィルーパは師によって出家せしめられ、剃髪して、杖

と鉢を手に持ち、法衣を纏って、輝きました。[109]

そしてかの比丘は、自らを知る者・制御者・感官を克服した者として、輪廻の［すべ

ての］造り出された現象（行）の趣くところ（行路）を、刹那に破壊があるものとみな

し、無明の群を打ち砕きつつ、［三十七］菩提分法に努力しました。[110]そしてか

の出家は陀羅尼・明呪・三昧を楽しみ、あらゆる煩悩の群を克服し、作証して阿羅漢果

を得ました。[111]

［彼は］輪廻を得ることにも恭しく敬われることにも欲求をもた説清らかな心で、

清浄な三身を有し、無分別で無欲の者として、梵行者・ヨーガ行者として、三界に住ん

で行為する神々とアスラを含む生き物たちから敬意を示されるべき者、供養されるべき

者、礼拝されるべき者となりました。[112-113]

その時それらすべての比丘たちは最高の行者としての彼を見て、驚いて、かの牟尼に

拝礼し、彼の前世の行為を尋ねました。[114](#13)
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「世尊よ、かの阿羅漢はいかなる業を前世で作ったのでしょうか、そのせいで罪深い

姿をもつ醜い者として今世に生まれるとは。[115]そして世尊、師よ、あなた様のおか

げでこの方は浄信を得て、めでたい美をもつ者、美貌の者、善い諸性質を楽しむ者に

なったとは。［116］そしてこの方は信心をもって仏の教えに帰依し、直ちに煩悩の集

合体という敵に打ち勝ち、阿羅漢果を獲得したとは。［117］この方が前生で行為した

こと、そのすべての出来事を詳しくお話くださり、私たちすべてに覚知を得させて下さ

い。」[118]

このようにそれらすべての比丘たちに請われたかの牟尼の王（釈尊）は、それら僧団

の比丘たちすべてを眺めて、教示されました。一[119](#14）

聞きなさい、すべての比丘たちよ。この者が前生で作った、そのすべての業を語りま

しょう、すべての生類を諭すために。［120］

すなわち、かくの如くです。往古に、プシュヤという名の仏・如来・一切智・阿羅

漢・世間師・法王・牟尼の王がいました。【1211(#15)

かの世尊・世界の守護者は、至る処で幸福を作りつつ、諸仏の法を説くためにあらゆ

る場所を訪れました。［122］すべての他所におけると同様に、魔の勝利者たる彼

は［ある時］僧団の者たちを伴って、東北の方角の区域にある王都に滞在しました。

[123](#16）

其処でかの世尊・師・あらゆる有情に益をもたらす者は、最初も途中も終わりもすば

らしい、聖なる法を説かれました。［124］その正法の甘露を飲んで、すべての者たちは

覚知し、三宝に奉仕をなし、常に善行を行いました。［125］

その地においてかの世尊プシュヤは、益をなすために、仏眼によって世間の至る処を

観察した時、二人の仏子（菩薩）を見ました。[126](#17)

一人は釈迦牟尼（sakyamuni)という名の［賢者］、もう一人は弥勒(maitreya)とい

う賢者であり、その当時彼らは両方とも菩薩・仏子でした。[127]

聡明な者・弥勒の、『自らの相続』（心のあり方）は熟していましたが、その師（弥

勒）によって教化されるべき有情たち（弥勒の弟子たち）は熟していませんでした。

[128］釈迦牟尼の教化されるべき者たち（釈尊の弟子たち）は熟していましたが、［師

である釈迦牟尼の］相続（心のあり方）はそうではありませんでした。このようにかの

善逝プシュヤは見てとり、次の様に考えました。［129］

「ああ、釈迦牟尼の『自らの相続』は熟していない。彼の『自らの相続』を熟させる

ために、彼の近くで行をなそう。」［130］

このようにかのプシュヤ如来は思惟し、僧団の者たちを伴って、ヒマラヤの山に赴

き、輝きながら歩みました。［131](#18）

彼は其処の宝石の洞窟に入り、そしてかの牟尼の王は端厳な坐を組み、火界定に入っ

て、瞑想しつつ居りました。［132］
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その時、そこに気高い心をもつたかの釈迦牟尼が、果実や根を採るために、彼の近く

にやって来ました。［133](#19）

その宝石の洞窟において、三十二相八十種好によって飾られ、宝石の連なりのように

燦めいて、百の太陽にまさって輝いており、優美で、天を超える輝きをもち、どこから

見ても麗しい姿で、睡蓮のように清らかな容顔のおもちの法王、一結珈畉坐を組ん

で、瞑想に没頭して、輝いているかの如来・牟尼プシュヤを、［釈迦牟尼菩薩は］見ま

した。［134-136］

そこでかの［美しい姿の］善逝を見て、かの釈迦牟尼は歓喜し、直ちに合掌して拝

み、悦んで供養の品々 をもって崇拝しました。[137](#20)

そして彼は悦んで七夜の間一本足で立ち、合掌して拝礼しつつ、この掲頌をもって讃

えました(8)。［138](#21）

『［もし］山と林を有する広大な大地すべてをさまよい歩いたとしても、天空にも大

地にも、この世界にも、毘沙門天の住まいにも、天宮という神々しい場所にも、四方に

も四維にも、人間の最高者（仏）に等しい偉大な沙門が、他にどうして存在するでしょ

うか。』［139］

この偏頌をもつてかの善逝・牟尼プシュヤを讃えつつ、かの釈迦牟尼は感激をもって

七夜の間一心に崇拝しました。［140](#22）

そして七日が過ぎた時、讃えられたかのプシュヤ如来は悦びつつ、その釈迦牟尼を見

て、次の様に言いました。[141]

「みごと、みごとだ、大士よ。あなたがこのように努力したことは。再生族の最高者

よ、［あなたの］その申し分のない力と努力により、今日［あなたが］如来を讃えたこ

とで、［成仏までにかかる時間の］九劫が消えた（短縮された）。次第に［六］波羅蜜

を完全なものにして、あなたは悟りを得るであろう。」[142-143]

このようにかの牟尼の王・法王・勝者プシュヤは教えてから、偉大な者たちに囲まれ

て、其処で禅定を楽しみつつ、滞在されました。［144](#23）

最高の再生族の者（婆羅門）である賢者、かの釈迦牟尼菩薩も、強い信愛をもつてか

のプシュヤに帰依し、常に崇拝しました。[145]

其処に仏が居られる時、洞窟に住む一精霊がいましたが、その者はその洞窟に入るこ

とがどうしても出来ませんでした。［146](#24）

8．このhgrinT韻律からなる一偶頌はAvS97話に出るものとほぼ同じである(padadが少し違

う）。しかし大智度論巻四では次の簡潔な一煽頌をもって七日七夜讃えたとする：「天上天下無

如佛、十方世界亦無比、世界所有我壷見、一切無有如佛者」(TZ587cll-12)。
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そこでその者はひどく醜異な目をして（恐ろしげに目をつりあげて）、異形の体で、醜

悪な姿になって、禅定に耽るかの善逝プシュヤを威嚇しました。［147](#25）

そのようにして、悪い思いをもつその者が長い間威嚇したにもかかわらず；その牟尼

の心を全く動揺させることは出来ませんでした。［148](#26）

その時その［精霊］は、心は驚きに打たれ、不安になって意気消沈して、本来の姿を

もってその［仏］に会おうとして、拝礼して近づきました。［149］

そこでかの善逝・如来・牟尼の王プシュヤの、三十二相八十種好に飾られた姿、百の

太陽にまさって、あらゆるものを凌駕する快い輝きを放つ、麗しい肢体の、禅定に耽っ

ている寂静な姿を、見ました。［150-151］

その［精霊］は見るや否や、浄信をいだき、「この方は福徳に充ち、悉地をおもちの

方だ」と思慮して、美しい姿で、彼の近くに行きました。［152］

そこでその者は合掌し、その牟尼の両足を拝して、面前に立ち、堪忍を求めるため、

頭を下げて次の様に請いました。［153](#27）

「世尊、主、一切智よ、私があなた様に対して［先に］なしたことを堪忍なさってく

ださい。あなた様は実に世界の守護者であり、忍辱の法の王です。［154］それ故、世

間師よ、ここで私はあなた様に帰依いたしますb常に近侍し、信心をもって悦んで奉侍

いたします。［155］ここであなた様と僧団の者たちに、作法どおりに供養をしたいと

私は望みますので、世間師よ、そのことをご許可ください。」［156］

このように彼に請われて、かの世尊・牟尼の王プシュヤは、清浄な心をもつその者を

見て、沈黙をもってそれに同意されました。［157］

［願いの］とおりに師は認可されたと考え、彼は歓喜して、急いで直ちにそのための

食事すべてを用意し終えました。［158］そして悦ぶその者はかの牟尼の王の許に行

き、供養の品々をもって供養しつつ、神々しい食事によって仏と僧団を満足させまし

た。［159］そして食事が済んだ後で、悦ぶ彼は拝み合掌して、寛恕を請いつつ、お辞儀

して次の様にお願いしました。［160］

「世尊、主、一切智よ、私はあなた様に帰依しますb絶えず奉侍しつつ、一心に信奉

いたしますb[161]世界の守護者よ、私が悪しく罪をなしたことを堪忍なさってくださ

い。あなた様は忍辱を行う師・仏として、恩恵をお授けください。」［162］

このように請うのを聞いて、かの世尊・牟尼プシュヤはかの精霊(devata)を見つめ

て、正法を教示しました。［163］

「精霊よ、法を聴聞しなさい、この世とあの世で幸せを得るために。法によって護ら

れた者は、世間の一切処で安楽を得る者となるでしょう。[164]それ故、まず最初に

信心をもって諸仏の勝れた法を聴聞しなさい。それから三宝に奉仕しつつ、求める者に

布施を与えなさい。【165］すると清浄な三身を有する者、清浄な戒を有する者、清ら

かな心性をもつ者になりますbそれから真理に専心する者、あらゆる有情に忍辱をなす
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者となります。［166］悟りの達成のために努力することで、あらゆる煩悩に打ち克つで

しょう。それから禅定と三昧の中にあって、般若（悟りの智慧）という宝石を獲得する

でしょう。［167］そのすばらしい宝石の威力によって、あらゆる魔に勝ち、一切有情を

益するという目的により、仏の位を得ることでしょう。[168]このように理解し、こ

の輪廻界でつねに幸福を欲する者たちは、法を聴聞して、常に［人の］求めに応じて布

施をなすべきなのです。［169］あなたも同様に、もし幸せを伴った安楽を常に欲するな

ら、三宝を尊崇（供養）しつつ、［人の］求めに応じて布施をしなさい。[1701その福

徳を、悟りの達成に廻向しなさい。その福徳の異熟によって、あなたは悟りをきっと得

ることでしょう。」［171］

このように牟尼の王が教示されたのを聞いて、かの精霊は覚知し、「そのようにいた

します」と約束して、［その教えを］喜んで受け入れました。［172］

そしてかの善逝・如来プシュヤは僧団と共に起ち上がって、輝きながら自分の僧院へ

と戻られました。[173]

このヴィルーパは実にその洞窟に住する精霊だったのですもあなた方はそれが真実で

あると考えて、別様に考えてはなりません。［174](#28）

このように理解し、この輪廻界で常に幸福を欲する者たちは、三宝を尊崇（供養）し

ながら、絶えず浄行を行うべきです。[1751(#30)生存において、白浄の業が熟する時

は、常に白浄さ（幸せ）があり、黒い業には苦が、また同様に［白黒］入り混じった業

には入り混じった［苦楽］がありますb[176]享受されない業はどこにおいてもいつま

でも消滅することはありません。業を作った者によって、その果が享受されます。

[177]業は火によって焼かれず、水によって湿らず､風によって乾個らびず､地中でも

減しません。［178］業は、どこにおいても如何にしても、別様になることはありえま

せん。定めて、作られた業はその通りに結果するのですb[179]

その場所で洞窟に住するかの精霊(devata)は、悪心をいだいて、醜異な目をし

て（恐ろしげに目をつりあげて）、［醜悪な］異形の体になって、プシュヤを威嚇しまし

た。［180](#29）その罪の異熟により、五百生の間、この者は生存において常に異形の

体となり、醜異な目をもつ者となっていたのですb[181】この罪から解放されないこの

ヴイルーパは、異形の姿をもち、下落すべき忌まわしい容姿の者として、現世でこの地

に生じたのですb[182]

しかしかの精霊は後から、後悔に苦しんだ心をもち、かのプシュヤ仏に浄信をいだく

者となって、帰依しました｡,[183］そして信心をもって、悦んで神々しい食事をもって

恭敬し、供養しました。そのことの福徳の異熟によって、［今世の］生存において［こ

のヴイルーパは］尽きることがない幸せを得ました。［184］この地で信心をもって諸仏

の教えに近づき、出家して禁戒を授かり、作証して阿羅漢果を得ました。[185]
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このようにあなた方はよく認識して、つねに浄行をなしなさい。［そうすれば］後に

菩提に達して、仏の位を得るでしょう。［186］

このように牟尼の王（釈尊）力説かれたのを聞いて、それらすべての僧団の人々は随

喜し、「真実である」と言いつつ、全く同意しました。一[187](#31）

以上、師がお教えになったことを私（ウパグプタ）が聴聞したとおりに、私はここで

お話しました。大王よ、あなたもまたそのように常に浄行をなすべきで戎［188］

王よ、努力して民衆をもこのように覚知せしめ、悟りへの道に安立させ、いつも注意

して守護してください。［189］そのことによってあなたにはいつも絶えずどこにおいて

も幸せがあるでしょう。そして次第に菩提に達して、あなたは仏の位を得るでしょ

う。－[190］

以上のようにかの阿羅漢（ウパグプタ）が説かれたのを聞いて、かのアショーカ王は

覚知し、「そのようにいたします」と約束して、［その教えを］喜んで受け入れまし

た。[191]

もしこの師が教示したヴィルーパ･アヴァダーナを聞いて、浄信をいだく人々が、歓

びの心をもち、福徳を欲して、［他の人々にもそれを］聞かせてあげるならば、それら

の人々は皆、栄耀（繁栄）を得て、あらゆる善い性質を持して、真の幸福を味わい、仏

への尊崇を楽しみつつ、最勝の善逝の住まい（極楽）において、歓喜に至るであろう。

[192］

以上、『ヴイルーパ･アヴアダーナ』終わる。第34章。

第2節AⅧdma"ME2第97話Vimpa単とSMRAM第34章の比較

上の節でテクストの和訳を示したSMRAM第34章V価pavadanaの原話である、

AvadanaStaka(略号AvS)第97話Vimpaりの全訳を次に示し、その後に、それら二つの

テクストを対照させてみたい。なおAvsのこの話では、梵文とチベット訳のテクスト

の間に（特に#6の段落において）興味深い大きな伝承の相違が見られる。その点につ

いては脚注に記した。

アヴァダーナ･シャタカ第97話『ヴィルーパ』(Virapah)和訳

SPEYERed.,ii.173.1-178.5

＃1仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められた仏・世尊は高名で、大福徳に恵まれた者であり、衣服．施食・臥具坐
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具・病気治療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちの僧団とともに、シュ

ラーヴァスティーにあるジェータ林のアナータピンダダの園林に滞在しておりました。

＃2［バルガ(bharga)という国に(9)]或る一人の資産家がいました。富裕で、大資

産をもち、莫大な所有品を有して、毘沙門天［ほど］の財をそなえて、毘沙門天と富を

競うかのようでした。

＃3彼は相応しい家から妻を要りました。彼は彼女とともに戯れ、娯しみ、悦楽の行

為をしました。戯れ、娯しみ、悦楽の行為をしているうちに、彼の妻は子を孕みまし

た。

＃4彼女は八箇月か九箇月経つと出産しました。男の子が生まれましたが、生まれた

ばかりの子の全身は奇形に満ちていました。その男の子は醜く、醜悪であり、欠点とな

る身体的特徴を十八もそなえていました。彼の父母は彼の肢体すべてが醜く、醜悪で、

奇形の姿であるのを見てから、思いに沈んだままでした。

＃s彼が生まれると、誕生祭がなされ、名前が決められました。「子の名前は何がよ

いでしょうか。」親族たちはいいました。「この［子］は生まれたばかりで［すでに］

このような醜悪な姿をしていますから、子供の名はヴィルーパ（醜異な姿の者）がいい

でしょう。」（'0）

＃6やがて成長して大きくなった時、差恥によって彼はひどく縮こまってしまいまし

た。「どこか他所に私は行ってしまおう。どこに居ればいいだろうか」と考えて、とて

もさびれた或る廃園に去りました('1)。

9．この国名の箇所は、ネパールのAvS梵文写本ではなぜか記されてない。それはAvsの基幹写

本となるCambridgeAddl611写本で93b,l.8にあたる箇所であり、写本はそこで虫食い等のゆえ

に欠損しているわけではなく、'nathapinqasy証ｮme{{ya}}anyatamogrhapatirと記されている。写経

生がya文字（かpa文字）の上に削除記号を付していて、削除したその{{ya}}の箇所が、チベッ

ト訳を見るとyulbhargazhesbyabana「バルガbhargaという名の国に」となっている。そのため

私はここでそのチベット訳によって、ネパールの梵本には欠けている都市名を補った。なお

SMRAM第34章(Vnpavadana)ではシュラーヴアスティー（舎衛城）の市民として一人の資産家

がいたことになっているが、これはAv§のその写本伝承の欠損に起因して、ネパールで勝手に

補って出来た伝承とみなすべきであろう。

10.Avgチベット訳ではこの梵文の#5の段落が存在しない。

11.梵文Av§とチベット訳では、この#6の段落（家出の場面）がかなり違っている。チベット

訳を訳すと、次の如くである：「その後、彼は次第に成長して大きくなると、醜さの故に、父母

によって家から追い出されました。彼はどこへ行っても、行く先々で嫌悪されるため、多くの

人々によって追い払われました。彼は、動物たちによってすら、彼［ら］における美しさの故

に、軽蔑されるほどでしたから、まして人間によってどうして軽蔑されないことがありましょう

か。彼は都城の内から追い出されて、或るさびれた園林に住みました。彼はときどき果実や根を

見つけて、食べました。時々、果実や根が見つからない時は、草や花や葉っぱを糧食としまし
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＃7その時、尊師は大弟子たちに囲僥されて、荒れ果てた廃園に行きました。彼は尊

師を見るととても恥じ入ってあちらこちらと逃げ回り始めました。すると尊師の神通に

より加持された（霊的支配力を行使された）彼は逃げ回ることができなくなりました。

＃8すると尊師は弟子たちとともに、滅尽定に入られました。そして滅尽定から再び

出られると、［尊師は］御自身を醜悪な姿へと化作しました（魔術的に変化させまし

た）。そして化作を終えてから、食べ物を充たした皿を手にもち、近づいて来た醜悪な

者（尊師）を見て、彼（ヴィルーパ）は歓喜に満ちて、話しかけました。『友よ、おい

で。［あなたは］どこから来たの。［ここにずっと］居なさい。我らは二人で仲良く一

緒に住もう。』

＃9そして尊師は彼に食べ物を与えました。［食べ物により］感官は満足しました。

#10すると尊師は自らの［元の］姿をもって御自分を示されました。するとヴイ

ルーパは仏・尊師を見て、言いました。『あなたは今、とても美しくなりました。［そ

た。すると、尊師はヴイルーパを教化する時が来たのを見て、四大弟子に告げました6『比丘た

ちよ、来なさい。ヴイルーパを調伏します』と。」(denasganggitshedemthargyischerskyespa

de'itshemsdugpa'iphyirphamagnyiskyiskhynnasbkraddo"degangdanggangdusongbadedang

deryangyid血皿'ongba'iphyirskyebomangposbskraddo"dedud'gro'iskyegnassuskyespa'isrog

chagsmamskyiskyangdelagzibrjidkyisbmyasparbyednamirgyurpamamskyisltacismoste/de

grongkhyergyinangnasbkradnasskyedmostshaldmgyagcigm'dugste/desres'ga'm'brasbudang

rtsabamyednazabarbyeddo"res'ga''brasbudangrtsabamarnyednamrtswadang/metogdang/lo

madaggis'tshobarbyeddo"denasbcomldan'daskyis皿sdugpagdulba'iduslababpargzigsnas

nyanthoschenpobzhilabka'stsalpa/dgeslongdagtshurshogshigdangnsdugpagdullo/)－以

上のチベット訳の伝承を見ると、ヴイルーパが家を出た理由が、両親による追放となっており、

その点でヴィルーパが自発的に家出したとする梵文の伝承と一致しない。またチベット訳の伝承

では、まっすぐ謬に廃園に向かったのではなく、あちこちを祐僅って人から追い払われたあげく、

最後に廃園にたどり着いたことになる。チベット訳の伝承の方が、ヴイルーパが次第に人生に追

い詰められてゆく形になっているので、ヴィルーパの人生における困窮・悲惨の度合をより一層

高めようという編集者の意図が働いた伝承であるといえる。しかし簡素な梵文の伝承の方がチ

ベット訳の伝承より古いとは言い切れない。漢訳『撰集百縁経』（大正No.200)の相当する文

(T4,253b21-28)はチベット訳の伝承とよく一致し、その段落記述の伝承の古さを支持するから

である：「年漸長大。父母厭患｡騒令遠棄。乃至畜生。見此醜晒。尚懐怖濯。何況人類。又於一

時。詣林樹間。採取花果。以自存活。飛鳥走獣。有見之者。無不怖畏。絶迩此林。無敢住者。爾

時世尊。常以慈悲。書夜六時。観察衆生。誰應可度輔往度之。知彼醜晒善根已熟化度時到。佛告

比丘。我等今者。皆當往詣山林中化彼醜晒」(T4,253b21-28)。チベット訳の上記の段落は、

Avgのチベット訳の伝承が局所的にはネパールの梵文よりも漢訳に近い伝承を有することを示

す、ほぼ決定的な証拠となる。また梵文ではこの段落＃6の全文がネパールの基幹写本

(CambridgeAddl611の93b)では葉の余白に記されていることも気になる。紙の狭い余白に書

き込む都合から、テクストが簡略化されて記された可能性もあるからである。
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れは］いかなる行いの威力によるものなのですか』。世尊は答えました。「私には『心

に浄信(prasada信仰）を生じさせるもの』という明呪(vidya)があり('2)、これはその

威力ですも」

＃1lすると彼は尊師に対して、心に浄信を起こしました。また彼らアーラヤ［の瞑

想の境地］に入った('3)偉大な比丘たちに対しても［浄信を起こしました］。

＃12すると彼に『めでたい美』(lakgmm)が出現しました。出家して、阿羅漢果を

見証しました（自ら見て知りました）。

＃13［この出来事について］疑念を生じた比丘たちは、すべての疑念をはらす者で

ある仏・尊師に質問しました。「尊師よ、いったいヴイルーパによっていかなる［前世

の］行いがなされたために、彼は醜く、醜悪になり、十八の欠点となる外見的特徴をそ

なえ、しかも出家して阿羅漢果を見証したのでしょうか。」

#14世尊は答えられました。「比丘たちよ、まさしくヴィルーパは、以前の他の幾

多の生において業を作り積み重ねました。得られた資糧（材料）を有する［業］は、諸

条件が熟すると怒涛のように押し寄せてきて、避けることは出来ません。ヴイルーパが

作り積み重ねた業を、［本人以外の］他の誰が享受しうるでしょうか。比丘たちよ、作

られ積み重ねられた業は、［自分の］外にある地界でも、水界でも、火界でも、風界で

も、熟すことはありません。［自分という］取著された［五］穂・［十八］界・［十

二］処においてのみ、作られた業は熟すのです、善い［業］であろうと、悪い［業］で
あろうと。

［韻文：］百コーティ劫たっても、業は滅びることはない。

［条件が］すべて集まり揃って、適した時を得た時、

［業は］生類に必ず果報をもたらす。

#15比丘たちよ、むかし、過去の時において、プシュヤという、全きさとりを開い

た人が世に出られました。明知と行ないとを具えた人、善逝、世間を知った人、調御さ

るべき人を御す無上の人、神々 と人間との師、ブッダ世尊でした。

＃16ある時、かの［仏］はある王都の近隣に滞在されていました。

＃17全きさとりを開いた人プシュヤは思念されました。その時に［彼の］近くにい

る二人の菩薩を観察しました。尊師・釈迦牟尼（シャーキャムニ）と弥勒（マイトレー

12.本当はそんな明呪(vidya)つまり魔法の呪文は無いが、これは方便であり、その方便の目的

は「心に［仏への］信仰を(prasZda)生じさせる」ことである。仏が明知(vidy5)を有すること
は本当である。

13.梵文の副aya-samapann珈目mをチベット訳は'gogpa'isnyomsparzhugspa「滅尽定に入っ
た」と訳す6
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ヤ）でした。弥勒の、『自らの相続』（心のありかた）は熟しているのに、師によって

教化されるべき者たち（弥勒の弟子たち）は熟していませんでした。釈迦牟尼の､『自

らの相続』は熟していませんでしたが、師によって教化されるべき者たち（釈尊の弟子

たち）は熟していました。

＃18その時、全きさとりを開いた人プシュヤは、菩薩たる釈迦牟尼の相続を成熟さ

せるために、ヒマラヤの山に登り、宝石の洞窟に入って、結珈畉坐をして火界定（火炎

を放つ禅定）に入りました。

#19その時、菩薩たる釈迦牟尼は果実と根［を探す］ために、ヒマラヤの山に登り

ました。彼（釈迦牟尼）はあちこちを衝僅っているうちに、全きさとりを開いた人プ

シュヤを見ました。偉大な人物がもつ三十二相に飾られ、八十の副次的な特徴（種好）

で身体が輝き、［全身から発する］一尋の光で飾られており、千個の太陽にまさる光輝

をもち、動く宝石の山のように、どこから見ても美しい［姿］でした。

＃2o見るやいなや、彼は一本の足で［立ったまま］七昼夜、［次の］一つの詩節を

もって讃歎しつづける、一心に集中した状態に没入しました。

#21[韻文:]

［もし人が］山と林を有する広大な大地すべてをさまよい歩いたとしても、

天空にも大地にも、この世界にも、毘沙門天の住まいにも、

天宮という神々しい場所にも、四方にも四維にも、

人間の最高者よ、あなたに等しい偉大な沙門は他に存在しません。

＃22その時、全きさとりを開いた人プシュヤは、菩薩たる釈迦牟尼の相続が熟した

のを見て、『みごと』（善哉）という言葉を与えました。

「みごと、みごとだ、尊い人よ、

［韻文：］最高の再生族の者（婆羅門）よ、

［あなたの］その申し分のない力と努力によって、

今日［あなたが］全き人を讃えたことによって、

［成仏までにかかる時間の］九劫が消えた（短縮された）（14)」と。

＃23その後、世尊（プシュヤ仏）は偉大な精霊（デーヴァター、地上の住処神）たちに

囲まれて、その洞窟に居られました。

＃24其処で洞窟に住む精霊は、卑小さの故に、［彼が住む］その洞窟の内奥に入れ

ませんでした。

14釈迦牟尼菩薩の成仏までにかかる時間の九劫が短縮されたことに関して、大智度論巻四T25

87b24-c25と巻四十T25350a3-8等に記述がある。和訳として平川彰(1987)『釈尊の過去世物

語』、筑摩書房、33-35頁。また書誌学的情報についてはLAMoTIE,MppS,p.253,notelを参照。
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＃2Sすると［彼は］醜悪に目をつりあげ（怖い目つきになって）、尊き師を威嚇しま

した。

＃26とても長い間威嚇しましたが、尊き師に害をはたらくことは出来なかったの

で、精霊は［プシュヤ仏に］浄信を得ました。「この仙人は美しく輝いている。誓戒を

成就させている」と［考えて］。

＃27そこでその［精霊］は尊い外見を化作して（魔法的に作り）、尊き師の両足に鮠

拝して、赦しを乞い、食べ物をさしあげました。－

＃28尊師（釈尊）は［話を締め括って］言われました。『比丘たちよ、あなたがた

はどう思いますか。その時、その過去世に洞窟に住むその精霊であった者こそ、この

ヴィルーパなのですb

＃29彼は、その業が熟したことによって、輪廻において無量の苦しみを味わいまし

た。今［のこの生］においても、その［業］によって、醜悪となったのですbその後、

彼は心に浄信を起こしましたが、そのことによって、彼から『忌まわしい醜

さ』(alaksm)がなくなり、『めでたい美』(laksM)が出現し、そして出家し、阿羅

漢果を見証した（みずから見て知った）のです。

＃3Oこのように、比丘たちよ、完全に黒い行為（業）には完全に黒い果報が熟し、

完全に白い［行為］には完全に白い果報が熟し、［白黒］混じり合った［行為］に

は［白黒］混じり合った［果報］が［熟するのです］。それ故に、比丘たちよ、完全に

黒い行為と［白黒］混じり合った［行為］を避けて、完全に白い行為だけをなすように

努力しなさい。このようにあなた方は学びなさい。－

＃3lこのように尊師は説かれました。感激したかれら比丘たちは、尊師の説かれた

言葉を喜んで受け入れました。

以上がAv§第97話Vimpaの全訳である。訳にある＃番号は、Avsのテクストを私が

切り分けて付けたparagraphnumberであり、対照の便宜のためにテクストを細かく分割

した上で付けた番号である。SMRAMはAvs再話文献であるから、Av§に付したその＃

番号を使って、以下にAv§第97話とSMRAM第34章（略号S34)の内容的対応を示す対

照表を挙げたい。Av§の＃番号の後に、その箇所のSPEYm本の巻・頁・行と段落冒頭

の語を（例えばii.173.2-6buddhobhagavanのように）示し、その次に＝を挟んでその段

落に内容的に関係するS34の該当箇所をversenumberで挙げる（例えば=S34w.5-18の

ように）。また記号の○はAvS97の内容がS34の詩形改稿において膨張している箇所

を示すb◎は異常に膨張している箇所を示すb

#lii.173.2-6buddhobhagavan=S34vv.5-180

#2ii.173.6-7anyatamogrhapatir=S34v.19

#3ii､173.7-9tenasadrSat=S34vv､20-22
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榊ii.173.9-174.1sastanam=S34vv､23-360

#Sii.174.1-3tasyajatau=S34vv､37-39

#6ii・174.4-5yadamah加=S34w､40-530

#7ii.174.5-7thabhagavan=S34vv､54-60

#8ii､174.7-lOtatobhagavan=S34vv.61-66

#9ii.174.10-lltato'syabhagavata=S34vv､67-68

#lOii.174.11-175.2tatobhagavata=S34vv､69-76

#llii､175.2-3tatastenabhagavata=S34vv.77-81

#12ii.175.3-4tato'syalak§1曲=S34vv.82-1130

#13ii.175.5-7bhikgavahsamSaya-=S34vv.114-118

#14ii.175.7-13bhagav伽ヨha=S34vv・119-120

#15ii.175.14-15b加即町vam=S34vv.121-122

#16ii､176.1soiparela=S34vv､123-125

#17ii.176.1-4athapu.yah=S34vv.126-130

#18ii.176.4-6athapuWa叩=S34vv.131-132

#19ii.176.6-9tasmimSca=S34vv.133-136

#20ii.176.9-10sahadarSanac=S34v.137

#21ii､176.11-14nadivibhuvi=S34vv.138-139

#22ii.177.1-4athapuSyah=S34w.140-143

#23ii.177.5tatobhagavm=S34w.144-145

#24ii・177.5-6tatraguhanivasinI=S34v・146

#25ii.177.6-7tatovikrtanayana=S34v､147

#26ii.177.7-8yadasuciramapi=S34vv.148-152

#27ii.177.8-9tatahsaudaram=S34w.153-1730

#28ii.177.10-llbhagav珈屈ha=S34v.174

#29ii.177.11-178.ltasyakarmaQo=S34vv.180-186

#30ii､178.1-4itihibhiksava=S34vv.175-179

#31ii.178.5idamavocad=S34v・187

以上の両者の対照から、S34は、その最初と末尾にある話の『枠』の部分(vv.1-4,

188-192）を除いて、Av§第97話『ヴイルーパ』の原話を種本として、話をかなり忠実に

展開していること、また局所的に話を膨らませる場合にも、Av§の話の構造そのものを

崩さないように配慮しながら再話していること力確認される。

ここで、上記の表において○（小膨張）と。（大膨張）の印をつけた三つの膨張箇所

について、説明しよう。
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A浦の#1にあたる、S34の小膨張箇所w､5-18:釈尊が或る時舎衛城の祇園精舎で集

まった生類に説法をなされた。内容的にAvsの冒頭の段落に相当する。S34はSMRAM

の他章と同様、聴聞に集まった聴衆の構成を細かく記述する。

Av§の#4にあたる、S34の小膨張箇所wE23-36:生まれた赤ん坊（ヴイルーパ）の醜

い姿を見て、父母が失望したことをAv§はこの#4の箇所で語るが、S34はその時の父と

母の苦悩する心情について、より踏み込んで、生き生きと述べている。

Av§の#6にあたる、S34の小膨張箇所w､40-53:S34は成長したヴイルーパが自分の

醜さを鏡で見て、罪の意識を懐き、生に切望し、どのような決意で家を出て廃園に行っ

たかが、ヴイルーパ自身の心の動きとして、詳しく述べている。このような登場人物の

内面の動的な描写はAv§には無い。

Av§の#12にあたる、S34の大膨張箇所W､82.113:Avsがこの#12の箇所でごく大

まかに説いているのは、ヴイルーパに「めでたい美」(laksm)が出現したこと．出家

したこと・阿羅漢果を獲得したこと、という三つの出来事であるが、S34はその三つの

出来事のうちの二番目の、ヴィルーパが出家したという出来事を特に大きく膨らませ

た。如何にヴイルーパが出家したかが、vv.87-109において具体的に詳しく述べられ

る。ヴイルーパが実家に戻って父に出家の許可を求める、という新しい要素が入れたこ

とが、ここでの話の膨張の主因である。

Av§の#27にあたる、S34の小膨張箇所W､153-173:精霊(devata)がプシュヤ仏に

食物をさしあげて供養したというAv§の短い記述を、S34はより具体的に、その経過に

ついて表現している。精霊は仏を含む僧団を食事に招待することの許可を仏にもらい、

食事を準備し、僧団をもてなし、食事後に仏から正法を教示してもらった。ここには食

事供養後の説法という、原話のAv§には無い要素が見られる。
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第三部

頭頂に宝石をつけて生まれたバドマークシヤの話

-SMRAM第3S章とAvad剛aSataka第価章一

SⅣ眼AM第3璋『パドマークシヤ(padmakga蓮の眼をもつ者）アヴァダーナ』は、AvS

第66話『パドマークシヤ』(Padmaksap)を韻文で再話した梵文作品である。この第34

章は、SMRAMのみが有する章であり、ネパールの別の説話集成写本Ramavadanatattva

には含まれない章なので、高畠寛我のRatnamalavad加a出版本(1954年）にもこの章に

あたるテクストは無い。

このSMRAM第35章の種本であるAv§第66話『パドマークシヤ』(PadmakSah)は、

漢訳の撰集百縁経では巻七、現化品第七の(66）「頂上有寶蓋縁」にあたる（大正蔵第4

巻、236頁中～下）。なおAv§にはこの第66話とよく類似する話として、第69話『スール

ヤ』SUryahがある。

第1節SMRAM第35章Padm歌骨屈vadanaの梵文と訳

以下にまずSMRAM第35章『パドマークシヤ･アヴアダーナ』の校定梵文テクストを

挙吠続いて和訳(vv.13-201)を挙げる。

35Padmaksavad加a

Ms.(=SWAM)260a7-267b8

athaSokomahiPalaPsafijaliScapramoditah/●

upaguptamyatimnatvaprarthayadevamadar説〃l

bhadantaSrotumicchamipunaranyatsubh"itam/●

tadyathagumnadi5!amtathade"umcame'rhati"2● ●●0 ● ● ●

itisamprarthitamr可甑§rutvaso[260b]!rhanmahamatih/●

upaguptonarendramtamsamalokyaivamabravIt"3● ●

SnluSﾖ曲umallarajayathamegurugoditam/
〆

●●
●

tathatrahampravakSyﾖ皿tavap叩yavivIddhaye"4●

tadyathasojagacchasta甑kyamunista曲agataj/

sarvajfiahsugatonathodharmarajomunrSvaraP"5
‘■■■● －”

●

ekasmmsamayetatrapurahkapilavastunah/●
●
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uparapyemahodyanenyagrodhakhyejinaSrame"6

saKvasattvahi樋曲esaprabhasayansabhaSritaP/

saddharmadeSanamka伽mvijaharasasanghikan〃7

tadatebhikSavansarvebhikguqyaScailakaapi/

bodhisattvamahabhijmupasakaupasik曲〃8

ya町oyoginaScapitapasaScamahargayah/

mthikabrahm卸圃§camnirgranthabrahmacari9曲〃9

tridaSalokapalagcayakgagandharvakinnarah/

siddhavidyadha面§capinagendragaru"api/

daityendrarak9asa§capitathanye'pimaharddhi""10

r可珈ahkSatriyablmpastatharajakumarakah/

vaiSyaScamantrmo'maty鋤sreWhinajpaurikaapi"11

gIilasthaUsarthavahaScavamja"ilpino'pica/

gramyajanapa曲§capitatha*karva!ikaapi"12

evamanye'pilo随§casaddharmaSravanaisinah/

sarvetesamupagatyanyagrodhaparimapjite/

jinaSmmemahodyanepradrakSustammuniSvaram"13

d剛vatemuditahsarveprapatvasamupagatah/

yathakramamsamabhya【℃yak鯛可alipulamuda/

natvapmdakSimqtvasa肋圃[261a]ntikamupaSrayan"14

tatastam§唾hanamdrstvasarvetemudi圃息ayah/

tatsaddhannamrtampatumupatasthuhsamahitah"15

tatahsabhagavand"vasarvamstansamupash園n/

bodhicaryamsamaralilyadideSadharmamuttamam"16

tatsaddharmamrtamPrtvasarvetesamprabodhitah/

sarvasattvahitarthayabodmcittampralebhire"17

tasmmScasamayetatrapulekapilavastum/

asrCchakyomahadravyaadhyahprajfiovicakSapah"18

tasyaputrom小asattvomapadmasamekSanah/

divyendrannaramabmbaddhoWISahpraSobhitah"19

padmakgonamavijfio!bhncchraddhobhad画§ayaPsudhiP/

madanabl血atodhnahSuddhaSIIovicaksanah"20

abhirnpahsubhadrangodarSaniyomanoharaP/

karulikodayaluSca曲armakamomtarthabhrt"21

sasadasvagIiledanamdadauyathepsitammuda/

klTdasthanesthitogacchanremedattvayatharthitam"22

－170－



yatrayatrapideSesapadmakSo'bhyacaIadraman/

tatratatrasadevaihsalokaijsampmjito'bhav鉱〃23

evamkmaratogacchannekasnndivasepunaり／

bahirgatvasapadmakSodadarSataijinagramam"24

tadd"vasamudatatradraStumtatsaugata§ramam/

sahasasamsarandnratpradrak5ittammuniSvaIam"25

sabhamadhyasanasrtamsarvalokapuraskrtam/

dvatrimSallak9amSItivyafijanaparibhnSitam"26

vyamaprabhabhibhasvantamSatasUryadhikaprabham/

saumyam§血tendriyamkamyamsamantabhadlarnpikam"27

d"vasamuditonatvasampaSyans麺mpasa[261b]ran/

krtanjaliputasta伽蕊stuhpuraupaSrayat"28

tataりsabhagavamstasyad"vaSayamviSodmtam/

aryasatyamsamarabhyasaddharmamsamupadiSat"29

tatsaddharmamrtamPitvapadmakSaりsaprabodhitah/

samsarakleSasamtrastastriramagarana§ritah"30
● ● ●

satkayad"ibmmdhramv”satiSikharodgatam/

bhittvajiianasin豆§rotaapattiphalamaptavm〃31

tamhsadnasatyastatsaddharmagupalalasah/

safijalistammummnatvapravrajyamsamayacata"32

bhagavannathasarvajiabhavaddhannamrtamvaram/

Prtvatadamrtasvadaistrptimnabmabhamyallam"33

tadatraSasanebauddhebhavat加saraVamgatap/

triratnabhajanamkrtvaprecchamicalitumwatam"34

tadbhavansugatah§ﾖstamahyamsambodhivafichine/

kmayanugrahamkrtvapravrajyamdammarhati"35

itisamprarthitetenabhagavansajagadguruh/

samalokyakumarammmpadm歌§amevamadiSat"36

伽marayaditevafichahyastisambodmsamvare/

pimr珈加samasadyamagacchadapayamite"37

ityadiSIammunmdrepaSmtvasapratimoditaり／

safijalistammunimnatvasallasapracarattataり〃38

tatragrhesamasadyakumarahsaprasaditah/

pimhpadauprapatvaivasafijalirevamabraVrt"39

tatadyahamcaretatravihaI℃saugataSrame/

tatrasabhasanasmampaSyamtammuniSvaram"40
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tatsaddllarmamrtamcapiPrtvagacchansampratam/

tatsa[262alddhannarasatrptehpatumicchamyahampunal"41

tattasyajagatamsﾖsmrgatvahamSaraDammuda/

pravrajyasamvaramdhartumicchamsampratamkhalu"42

tadatramayitetatak卯且stibodhivanchine/

kmayanugrahamkartumtadanUjiamprademme"43

itisamparthitetenaSmtvﾖsajanakastada/

viyogaduhkhaSahkartaStamsutamevamabraVrt"44

§卯uputrahitamvak9yetacchrutvatrahitecara/

amtempitanaivayqjayetsvatm"amkvacit"45

tadatramentamvakyamSmtvagrheSubh剛vite/

yavadyuvasukhambhuktvadanamdattv且§ubhecara"46

yadavrddhatvesammaptetadasambuddha§asane/

§raddhayﾖ§ara9amgatvacaravratamsamahitah"47

伽hamevacanamSrutvasukhambhuktvagrhaSrame/

mratnabhajanamkrtvadanamkrtvaSubhecara"48

evamkrtesadatrapisasukhammangalambhavet/

paratrapisadabhadramkramadbodhimcalapsyasi"49

kimcatavatkumaroisiklmarasasukhotsavah/
● ● ●

krtakrtanabhijfio'pitatkathampravrajejsuta"50

prav町itobahildegemhsahayaScal℃hsada/

tatkathamtvamkumaro'pimhsangoniljanevasej〃51

pravrajyavratabhrdbmk9urmu"itaSCiVaravrtaり／

nityamparagmebhik"myacitvasanamahareり〃52

tatkathamtvammahadravyaり§歌yavamSabhinandanah/

mahasampatsanddho'pipravr"itumsamutsaheh"53

kathamcamu"itaり釦akamhaciVarapravrtaP/

nityampare帥ebhikSambhuktvﾖ§obhahsuduPkhitah"54

Srtav説atapakrantakheditoduhkhamapnuyaP/

tadakastesamasvasyatadduhkhaninivarayet"55

kathamSnnyegmecapibhnta[262blpretadhyuvasite/

ek引鉦mvasestatranivartasvatad*udyam説〃56

§Ina§醜ecakathambhntapretasamghadhivasite/

dagdhasvinnaSavakimaekahnivaserab肋〃57

剛hacaniljanemadhyedu5!acauradhyuvasite/

simhﾖdikrnrajantm恩malayemvasepkatham"58
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daivatrogabhibhntecak5utpipasasamakule/

kastehitopacareVasnehatsamupacarayet"59

du"vajantavo!SvagokukkUramahi"dayan/

tvambhinnave5amalokyaPrahareyurupadm恥〃60

伽hacabalakadu"mmmmats醜ﾘo!pica/

tvambhik5耐hamayatamd"vahanyuhpraroSit池〃61

evamcapramadavapid"vatvamatisundaram/

lobhayitvaprayatnenanayeyuhsvaveSebalat"62

pramadavaSagobhikgurnaparivr"nacagrhr/

kulacalapalibhraS!omaracaryarataScaret"63

tatahkle§ﾖbhisaktatmadustan伽vaSamgataP/

lokahitavahamkarmakrtvabhokmmsamutsahet"64
● ● ●

tatahpaparatonityamdurvrttinirataScaret/

dag歌uSalakannanikrtvanihSankitaScaret"65
●●

tatahsaduritasaktahkleSadag曲誕ayahkudhm/

triratnampratikgipyapracaredghorapatake"66

tatahsatiVrap即域haScirarogabhikheditan/

tiVradujkllabhibhrtommrtoyayadyamalayam"67

tatrayamo'pitamdMv5papi"hamduSkrtartam/

tatpapaSasanarthenanarakepl℃§ayeddrutam"68

tatrayeyamadn極stamvadhﾖlohadiSmkhalaiP/

bahudha塩jayitvaca[263a]prak5ipeyurhinarake"69

tatrasanarakegatvasvakarmasambhavanivai/

､ﾖnavidhaniduPkhanibhuktvﾖ肋edamavapnuyat"70

evamsadaivabhogyambhuktvaduhkhagmtapitah/

yavannak5Tyatekarmanarakegubhrametsada〃71

evametanmahadduhkhahetummatvatvamatmaja/

pravrajyacarapecittammakrthastannivartaya"72

yadyastitemanajputrasambuddhaSasanevrate/

triratnamsamupagrityadanamkuruyathecchaya"73

evamtesukrtamkarmamahatpuWamphaleddhruvam/

tenasadabhavebhadramihamutrabhaveddhruvam/

sarvatrasa伽肋珈yevabhuktvayayajjinalaye"74

tatrasasaugatamdhannamSrutvanityamupasthitah/

triratnabhajanamkrtvasaukhyambhuktvﾖ§ubhecaret"75

tatastasyasubhadrasyacittamkleSairnalipsyate/

－173－



tatahsasukrtrdhrrobodmsattvobhaveddhmvam"76

tataりsapracaret5aisuparan極sutatkramat/

maramjitva§ivambodhimprapyabuddhapadamlabhet"77

evammatvatrasamsal巳saddhannasukhasadhanam/

bodhicitamsamﾖ曲恩yabodhisattvavratamcara"78

mratnabhajanamkrtva§raddhayasamupasthitah/

yathabhiprgrthitamdravyamdattvadanavratecara"79

itimevacanamSrutvagrhebodhivratamcara/

pravrajyasadhanecittammakrthastannivartaya"80

itipitroditamSmtvapadmakSaりsaprabodhitaP/

tathetimativijhapyatathakartumsamaicchata"81

mtastathasapadmak9astriratnasamupashtaj/

yathasamprarthitamdana[263b]marthibhyajpradadaumuda〃82

tatpradanamahatkirtim§mvasarve'rtl血ojan"/

yathecchadravyasampraptyaitatrayayuhsamantatah"83

tatratesamupagatyapadm歌Samtamprad加ikam/

dnvaSirvacanamdattvayayacireyathecchaya〃84

tansarvanard血od"vapadmak9ahsapramoditam/

yathepsitapradanenatogayitvabhyanandayat"85

tatastekrpa叩苅sarvetaddattadravyato5itam/

tasmaijay誠§amdattvamudasvasvalayamyayuり〃86

tatrateyacakaPsarvebhuktvasaukhyamyathecchaya/

krtvartmbhyahprad珈珈isamcelireSubhesada〃87

evamsarvandaridransapadmakgahsatsukhanvitan/

krtvatadudbhavampupyamsambodhauparyaﾘﾖmayat"88

tatastatpunyabhavenatasyasaddhannalabhinah/

pravrajyacaraDo*tsahomanasisamajayata"89

tatahsapariSuddhatmapadmak5obhavanihspmah/

血vrtipadasampraptyaipravrajitumsamaicchata"90

tatastadvrataprotsahrpituragrepunargatah/

padaunatvasapadm歌§a巾safijalirevamabravIt"91

smutatamayahyatrayaddhitarthampravak5yate/

tacchrutvanugrallamkrtvaprasadamkurumaruSam"92

amtyamkhalusamsaramamtyamjrVitambhave/

anityakSa9asampaccasampattiScapicaficala〃93

kSanadhvamsiSamamcasarvamcakSaQabhaiguram/
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evamd"vehasambodmmicchansampratampitah"94

kimcapibhagavanbuddhahkleSamaravas話、加／

d"valokehitarthenacarati[264aldharmamupadiSan"95

sadanatiS!hatebuddhobodhicaryampra瓶§ayan/

sarvalokaichubesthapyanirvrtimsamavapnuy説〃96

sarvadatrabhavelokebuddhonotpatsyatekvacit/

kadacitsamayelokehitarthamhisamudbhavet"97

yadayamcapisambuddhansarvalokamtarthatah/

sarvatramangalamkrtvacaratedhanⅢ伽UpadiSan"98

tathasmakammtarthenasasamgho'yamihagatah/

ti9!hatibhasayamllokesaddharmamsamupadiSan"99

ayamcapisadanatrati"hedbodhimprakaSayan/

anyatrapicarennnnamnirvanamcagan5yati"100

yadanavidyatebUddhastadadharmamkauddiSet/

dhannabhavekutolokesubhadratakathambhavet"101

bhadrabhave'tralok3§casarvekles曲himZninah/

伽stahkrnr豆sayam"habhaveyuhpapac面ripai"102

tadakimjanmasamsaI℃曲armarthasadhanamvina/

varamtadabhavejanmapak5im鱈adijantugu"103

dhannarthamevasamsaremanugyejanmakaraJam/

mdatramanuSejanmalabdhvako'rthovratamvma〃104

vratammsaugatamSre9!hamyallokahitasadhanam/

tadahamtadvratambhadramprapmmiccha血s訂卯ratam"105

dhanyastesubhagabhadr"sambodhipadalabhinah/

yecarantivratambauddhamSud曲a§瓶jitendriy鋤〃106

dhanyasteipisubhagya§caSrutvayesaugatamvacaP/

sarnvaralnsatsu仙圃dhanamdhrtvacarantisarvada〃107
● ● ●

te'pidhanyaPsubhadrayetriratnaSaraPamgatah/

pravrajyasamvaramdhrtvacarantivnala§ay魂〃108

te'pidhanyamahananahSraddhayayesadada[264b]nat/

triratnabhajanamkrtvasamcaranteSubhesadﾖ〃109

yebuddhamSarapamkrtvacarantisaugatamvratam/

telokeSuM伽nkrtvasamprayayurjinalaye"110

yecadhannamsada§rutvasamcaranteSubhev"e/

durgatimtenagacchantisamprayantisu肋avatm〃111

yecapigraddhayanityamk諏加kurvantisanghike/
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te'pilokeSubhamkrtvasamyantisugatalaye"112

yepravrajyavratamdhrtvasamcarantesamahitah/

te'rhantovimalatmanonirvrtipadamapnuyuり〃113

ityevammunibhihproktamvidamvarai"rutammaya/

tato'trasaugatamdharmamdhartumicchatimemanah"114

tadevamahamicch豆mpravrajyavratammamam/

血vapapadalabhayatadan呵掘mprademme"115

*<e>tatpupyavibhagenatvamcapisadgatimvrajeh/

tatalkramacchivambodhimprapyabuddhatvamapnuy鋤〃116

itimatvatrasamsalesadabhadramyadiCchasi/

tadanUjfiampradattvamesaddhannecarasarvada〃117

itiputroditam*Sm<tva>sa§恩kyahparibodmtaり／

viyogaduhkhaSokartahkganamtasthavadhomukhah"118

tatajsajanakahsnehatparityaktumaSaknuv加／

galadaSrumukhod"vatamsutamabravICcirat"119

evamsatyamyathakllyatamtvayaputraSrutammaya/

剛hapimemanaりsnehattyaktumSaknotinatmajam"120

tenahamtadan噸加tepradatumnotsahesuta/

nanyathatrabmmantavyamyanmayatvamnamucyate"121

yadyevamicchaseputrasambuddha§ﾖsanevratam/

§raddhayasamupaSriyacarasatyasamahitaM122

itipitroditamSrutvapadmakSahsa[265a]pramoditah/

pitrohpadanpranatvaivasahasa血gantumaicchata"123

tamniryatumsa皿cchantamd"vamatavimomta/

sahasotthayatamputrampari9vaktumupacarat"124

tadasarudatoりpitroPpadmakSahsatvarastataP/

vigma§醜kaparitrastahsahas豆血yayaugm説〃125

tatahsasahasatatranyagrodharamaupacarat/

tatratam§塊hanamdMvamudito'ntikamup目§rayat"126

tatratamsamupayatamdMvasabhagavafijinah/

suprasannamu肋ambhOjamsamamantryaivamabraVit"127

ehivatsasudimastvamSraddhayatrasamagatah/

triratnaSaranamkrtv3vrammcarasamZhitah"128
●● ● ● ●

ityuktvatammunmdrastammmdmisavyenapmina/
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samsp"vasamghikebauddhesamagrahrtmasadayan"129

ehrtyuktvamumndreVaSirahspMahsaSud曲adhm/

safijalistasyanathasyapadayornyapatatmuda〃130

剛a脱hayasaprajii血§蛇hanamtammuniSvaram/

praVatvasaiijaliりpaSyamstasthauvratasamlihaya〃131

tatastasyajagacchastuPk卯ad"prasaditai/

mupjito'bhntsapadmak"patrabh1℃civaravrtaり〃132

tadasasavi3uddhangahpariSuddhatrima"alah/

sarvavidyagaﾘambhittvapraptavidyaviSaradah"133

samadhidhZramVidyaghalamanahsamudyatap／

sarvakleSagap湖jitvas恥弧arhattvamaptav訓〃134

m助saniIjitakleSonirvikalpo血afijanaり／

samsaraviratoyogrbabhnvabmhmavidyatih"135

sadevasu[265b]ralok珈圃mtraidhamkamvasinam/

manyaPpUjyo!bhivandyaScabhik5urarhannabhntsud肋〃136

tatahsabhikSuratmajiiolOk珈圃mhitakamyaya/

khikkhi叩atramadayabhik9ﾖrthamnagare'carat"137

evamcaransapadm歌§ahpurammavabhasitam/

svaSirqjendramabhaillkrtvababhramasarvatah"138

tatratambhikSumayatamSiromapivirajitam/

d鰯vasarve'pitelokavisntaevamabruvan"139

ahobhik9oryaterasyaSiroma血virajate/

tatkimarthamayambhik"myacitumbhramatepure"140

nnnamayamsaragahsyannatvarhanniljitendriyaり／

yaccmrahsthendraramabhairbhasayaficaratepure"141

kimarthamayam"hyo'pibhikgarthamcaratepure/

yasyastyevammahadmtnamvafichitarthadhikapradam"142

nnnamatramahad曲etuyadayammaPim加api/

mavrajitoyatir*bhntvabhikS耐hamalatepule"143

evamtaiりpaurikaihsarvaihproktamSrutvasaatmavit/

lajjayativi9almtmaparisamkocito'carat"144

tataiso'rhanyatirbhikSurpadmak9olajjitaSayah/

nyagrodhamamitaramesahasasamupacarat"145

tatratam§蝿hanamd"vapadmak9ahsakmfijalill/
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purogatanpranatvaivamvyajfiapayatsamadrtaP"146

lilagavannathasarvajiiavijanitemⅢ話ayam/

yadidammeSiroratnamlajjayaibhavate'dhu順〃147

tadidammeSimratnamantarhitamyathabhavet/

tathabhavanjagacchastakartumarhatisarvath面〃148

ititatprarthitamSrutvabhagavansamunmdraP/

padmakSamtammahavijnamsamalokyaivamadiSat"149

idambha[266aldramaharatnamtavakannasamudbhavam/

sahajamtannagakyetahyantardhapayitumkvacit"150

apitvevamkari5y恩myacchraddhaevasajjan"/

drakWanmams畑hsthamtenaivadu"yathajanah"151

ityuktvasajagacchastayathatasyachiromanim/

saijanairevataddMamdurjanairnatathakarot"152

evamkrtammunmdrepad"vasasuprasannadhih/

saiijalistammunmnatvavijiiapyapracarattaml]"153

tato!sau'rhanmahabhijfiaりpadm歌§血yatiratmavit/

purelokahitarthenabllikgarthampracalattatha〃154

tatastasyatadalokyasarvetesamghikaapi/

visntastammummnatvapapraccmstatpurakrtam"155

bhagavankmpuranenapadmakSenakrtamvrSam/

yadayampadmapa伽歌gahSiromanipraSobhitah"156

yaccayamSasanebauddheSraddhayasamupagatah/

pravrajyarllttvamasadyabrahmacmbhavatyapi"157

bhagavanyatpuro'nenasukrtamkannasadhitam/

etatsarvamsamakllyayasarvannaりparibodhaya"158

itisammrtmtesarvairbhikSubhihsamunISvarah/

tansarvansamghikanbhik5nndnvaivamsamupadi§弧〃159

§mutabhik9avo'nenayatkannaprakrtampura/

tatsarvamsampravak9yamⅦSmaccittabhibodhane"160

tadyathabh可jagacchastavipaSymamasarvavit/

tathagatomunindro'rhandhannarajovinayakaj"161

bhagav即saijagallokahitamkurvansasamghikaり／

bandhumatrpuropantevijaharajinaSrame"162

tatrasabhagavanchastabodmcary町mak園§ayan/
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sarvalokahitarthenasaddhannamsamupadiSat[266b]"163

tatsaddhamlantamPitvasarvelokahmabod賊鋤／

triratnabhajanamkrtvababhnVabodmc耐叩ah"164

tadaitatpupyabhavenatatrasarvatramangalam/

曲面kammahotsahamkrtayugaivabhavat"165

tatahsabhagavaiich丞圃sarvamllokaiic加bhanvitan/

krtvabodhauprati"hapyapari血vrtimayayau"166

mlvrtamtammunimmatvaban曲um伽sanaradhipan/

taddehamal℃ayitvagmsatkaramvidhinavyadh説〃167

tatastaddhatumadayagarbhesuratnasamyutam/

mdhayavidhinastUpamratnamayamakarayat"168

tatahtatsaugatamsmpamprati§伽pyayathavidhi/

satkaraihsarvadabhyarcyamahotsahairmudabhajat"169

tatrastmpetathanyeipilok鋤§uddhalavomuda/

satkrtyavidmnabhyarcyamahotsallaiPprabhejire"170

tatsukrtavipakenasarvetevimalagayah/

sadgatisukhasampIaptayayuScantejinalaye"171

taSInm§casamayetatrasarthavahahSubhanvitah/

ramadViPatsuratn珈igmyapratyagato'bhavat"172

tatratamsaugatamsmpamdnvasasarthahmmuda/

indramammaharatnamvar9asthalyamnyabandhayat"173

tadmdrannaramabhaihsarvadiSo'vabhasitall/
● ●

babhurimahsubhadraligamavastrav"iva"174

tatahsasuprasannatmasarthavahahsahotsavaih/

mapadmaiりsamabhyarcyatamsmpamsamaSobhayat"175

tataisamuditastatrapraVatvasafijalirmuda/

tambuddhamsugatamsmrtvamanasaivamvyabhavayat[267a]"176

yadetatsUkrtepupyamtenghamidrSamjmam/

samaragyed"namsadg叩anamsyamsulabdhavan"177

itievammanasadhrtvaprapidhanamsasarthabhrt/

natvapradak5imkrtyaprabhajatsarvadada曲〃178

mdayahsarthavaho'bhntpadmakSo'yamnacaparall/

yatstnpesatkrtamtenatenayamsusamlddh加珈〃179

yattenasaugatesmpemaViratnammdhapitam/
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tenasyajayatemUrdhnisvindramamahamaQih"180

yaccamotpalaistenastmpepnjakrtamuda/

tenasamjayate'trayammotpaladalekgaqaP"181

yaccastapemudatenapraVidh即amkrtatada/

tathatraSasanebauddhepravrajyarhanbhavatyayam"182

evamyatprakrtamkarmayathayenayadnlaya/

tathatasyavipakehiphalamtenaivabhUjyate"183

abhuktamkSIyatenaivakannakvapikadacana/

､加yathapibhavetkarmayatkrtamtatphalamdhruvam"184

nagnibhirdahyatekarmaklidyatenajalairapi/

§ugyatenanilaiScapikSryatenapibhnngu"185

yathakrtamkannanitathasarvmisarvataり／

samaglimprapyakalemphalantisarvadehinam"186

§ubhasyakannalahpakeSubhataivasadabhavet/

papasyaduりkhataivasyanmsritasyapinSritam"187

evammatvatrasamsalesadasubhasu肋圃rtmbmh/
● ● ●

triratnabhajanf叩krtvacaritavyamSubhesad3〃188

mratnabhajanodbhntampulyammahacchubharthadam/

aprameyamasamkhyeyamsambodmpadasadhanam"189

evamv加圃yak孵り町ivihayamSrit加yapi/

§ubh加yevasadakrtvatriratnambhajatadarat"190

[267blye'pimtyamsamadhayasamcaritva§ubhesada/

triratnesatkrtimkrtvaprabhajantisamadarat"191

durgatimte<*na>gacchantisadatesadgatimgatah/

§ubhasaddharmasaukhyanibhuktvayayurjinalaye"192

tatrajinaprasadenasambodmsadhanodyam/

trividhambodhimasadyanirvrtipadamapnuyuh"193

ityevambhikgavomatvayadiCchathasa曲§ubham/

triratnaSaranamkrtvacaradhvamsarvada§ubhe"194
●● ● ●

e伽p叩y珈ubhavenapariSuddhammapjalah/

samyaksambodhimasadyasambuddhapadamapsyatha"195

ityadi"ammunmdrepaSrutvasarvesabhajan"/

tetathetyanumodivatathacaranprabodhitah"196

itimegumpadiS!amSmtammayatathocyate/
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tvamapyevamtriratnanibhajaSubhecarannlpa"197

majaScapitatharajanbodhayitvaprayatnataj/

bodh伽ﾖrgeprati"hapyapalayasvasadadar説〃198

tathatemangalamnityamsarvatrapibhaveddhruvam/

kramadbodhimsamasadyasambuddhapadamapnuy魂〃199

ititenarhatadi51amSmtvaSokahsabhnpatih/

tatlletyabhyanumoditvaprabhyanandatsaparSadah"200

padm歌§asyavadanamjinagaditamidamSraddhayayeprasannah

§mvantiSravayantipramuditamanasayecapunyabhiragaj/

tesarvesadgup"hyahsakalahitakarahsa伽仙珈iprabhUktva

bodhijfi剛ﾖdhirajajinavaranilayesamprayantipramodam"201

"itipadm歌頭vadanamsamaptam"35"

ApparatUscriticus

3asamprarthitam]corr.:samprarthiteMs.

12d*karva!ikalexconi:karpa!ikaMs.Cf.BHSD,s.v.karvaiika.

23b!bhyacaradraman]corr.:bhyacaranramanMs.

26d｡vyafijanapari｡]corr.:｡vyafijaparioMs.

27aoabhibhasvantam]sicMs.Read･証ibh面svan伽､？

54bokan!hacrVara｡]sicMs.Cfkantha(f､,=Tib.tshembu)inSa〃〃α"'@叩"〃z廊肋(KERN&

NANnoed.),272.2.

56dtad*udyamat]exconi:taduttadyamatMs.

64dbhokmmlcorr.:bhaktumMs.

65bdurvm｡]colr.:durvrti｡Ms.

67asatiVrapapiSIhaS]-sotiVrapapigihaSMs.(postcorr.marg):sotipapi"hagMs.(antecorr.).

68bdu5kmratam]coIT.:du肱噸ratamMs.

69aprakgipeyurlcorr.:WakSepayurMs.

82cddanamarthibhyah]coIT.:d加a皿､a曲ibhyahMs.

89cocarano*tsaho]exconi:ocarallots即amMs.

90bonihsprhah]coIT.:onisprhahMs.

95ddharmamlcrr.:dha[264a]dharmamMs.

99cbhasayamllcorr.:bhasayalMs.

110cloke5uhitam]corr.:loke<su>hitamMs.
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116a*etatpuWa]excom:tatpuﾘyaMs.(metre!)

118a*Srutva]exconi:SruMs.

130bSirahsp騨幽sa]corr.:SirahspMasaMs.

130dpadayor]colT.:padayoMs.

132ajagacchasmh]corr.:gajacchasmhMs.

141bnmjitendriyaり]corr.:niljindxiyahMs.

141cchirahsthendra｡]coIr.:chirosthendra｡Ms.

142cyasyastyevam]corr.:yasyastyaivamMs.

143c*bmtvalexcom:bhntvarMs.

144claijay耐｡]excom:laijayabhi｡Ms.

146dvyajnapayatsamadiitaり】coIT.:vyajiapayasamadritahMs.

149dsamalokyaivamlcorr.:samalokyaimMs.

152btasya息加maﾘ血]coIr.:tasyacchiromammMs.

156cpadmapattrakgaり]corr.:padmapatrakSehMs.

170blok魂息ud曲訓avolcorr.:lokoSraddhalavoMs.

171cdpraptayayuS]corr,:pr即曲yayuSMs.

173dvar5asthalyam]corr.:var"sthalyamMs.

174cbabhurimaP]coIr.:babhuramahMs.

177dsyam]corr.:syanMs.

192ate<*na>gacchanti]exconi:tegacchantiMs.

SMRAM第35章『パドマークシヤ・アヴアダーナ』Padm屈噸vadana和訳
w.13-201

同様に他の人々も正法を聞かんと欲して、ニアグローダ樹に飾られた仏の修行場であ

る大園林に集まり来て、かの牟尼の王（仏）を見ました。［13］

見て、彼らすべては歓び、お辞儀して近づきました。作法通りに敬意を示し、合掌し

拝礼してから、右篭して、集会場の隅に坐りました。［14］そしてかの光輝に充ちた方

（仏）を見て、彼らすべては歓喜した心で、その正法の甘露を飲まんと心を集中し、近

坐しました。［15］

するとかの世尊は、近坐するかれらすべてを見つつ、菩提行に関する最高の法を説か

れました。[16]その正法の甘露を飲んで、彼らすべては覚知を得て、あらゆる有情の

福利のために菩提心を獲得しました。［17］
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その頃、かの都城カピラヴァストウには或る一人の釈迦族の者がいました。大財をも

ち、富裕で、知恵深く、聡明な人でした。［18](#2）

彼の息子は偉大な者（大士）であり、青い蓮に似た両目を［生まれつき］もち、頭頂

部に神々 しいサファイアの宝珠が［生まれつき］付いていて、光輝いていました｡[19］
(#3）

［彼は］パドマークシャ（蓮の眼をもつ者）という名前で、信仰心篤く、仁徳の心を

もち、頭がよく、布施を喜び、心堅固で、清らかな戒を保ち、賢明でした。［20](#4）

すく､れた容貌ときれいな四肢をもち、見目よく魅力的で、憐れみ深く同情心あり、利他

を望む者でした。［21］

彼は常に自分の家で存分に、自ら進んで布施をしましたし、出かけて遊興の地にいて

も、求められるままに布施をして喜びました。［22］かのパドマークシャが愉しみつつ

赴くあらゆる場所で、神々 を含む生類たちは彼を奉事しました。［23］

そのように遊興を愉しみつつ出かけていたかのパドマークシャはある日、再び外出し

て、かの勝者（仏）の精舎を見ました。［24](#5）

それを眺めて、彼は悦び、その仏教徒の寺院を見ようと欲し、そこにすぐさま行く

と、遠くからかの牟尼の王（仏）を見ました。［25］集会場の中央の座に坐り、すべて

の人々の首座にいて、三十二相八十種好に飾られた［身体で］、一尋の光明によって輝

き、百の太陽を超える光明を発し、見目麗しく、鎮めた感官をもち、美しく、あらゆる

面ですばらしい姿の方（仏）を［彼は］見ました。［26-27］

見て、彼は立ち上がり、お辞儀し、見つめながら近づき、そこで合掌して、師（仏）

の前に坐りました。［28](#6）

するとかの世尊は心性浄らかな彼を見て、四諦に関する正法を説かれました。［29］

(#7）

その正法の甘露を飲んで、かのパFマークシャはよく理解し、輪廻の苦悩を恐怖し、

三宝に帰依しました。［30］二十の峰々によって高い『有身見』の山を、智慧の剣に

よって断ち切り、『流れに乗った境地』の果（預流果）を証得しました。［31］

すると真理を観た彼は、その正法の徳性を欲して、合掌してかの牟尼を拝し、出家す

ることを願い出ました。［32](#8）

「世尊、主、一切智よ、あなた様のすぐ、れた法の甘露を飲み、私はその甘露の美味に

飽きることがありません。［33］それ故この仏の教えにおいて、あなた様に帰依いたし

ますb三宝に奉仕し、誓戒を行ぜんと私は欲しますb[34]それ故、善逝・師であるあ

なた様は、慈悲をもって菩提を欲する私に恩恵をたまわり、出家の法をお与えください

ますように。」［35］

このように彼に請われて、かの世尊・世間師はその青年パドマークシャを見て、次の

様に言いました。［36］
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「若者よ、もし悟りの律儀(sambodhisamvara)をあなたが欲するなら、父の許可を

もらってから、戻って来なさい。［出家律が］あなたに与えられるようにしましょ

う。」［37］

このように牟尼の王（仏）が教示されたことを聞いて、彼は歓喜し、かの牟尼に合掌

し拝礼して、ただちにそこから去りました。［38］

かの家に着くと、心悦ぶその青年は、父に接足作礼し、合掌して、次の様に言いまし

た。［39］

「父よ、今日私は仏教徒の修行場である、かの僧院に行きました。そこで集会場の座

にお坐りになっているかの牟尼の王を見ました。[401かの方の正法の甘露を飲んで、

今戻って来ました。その正法の美味を飲み足りないので、私はさらに飲みたいと思いま

す。［41］それ故、今私はかの世間師に悦んで帰依をなし、出家の禁戒を受持したいと

望んでいます。［42］それ故、父よ、ご助力くださるほどに私に憐感をあなたがお持ち

でしたら、悟りを欲する私にここでその［出家の］許可を下さい。」［43］

このように彼が請うのを聞いて、かの父はその時別離の苦しみと恐れに悩み、その息

子に次の様に語りました。［44］

「聞きなさい、息子よ、［お前の］益を私は語ろう。それを聞いて、ここで益のため

に行動しなさい。なぜなら父親というものは自分の子を決して害には導かないものだ。

[45］だから私の有益な言葉を聞き、この幸福が具わった家庭で、若い間は安楽を享受

しつつ、布施をして、善行をしなさい。［46］お前は年老いた時に、信心をもって仏の

教えに帰依し、一心に誓戒を行じなさい。［47］今この私の言葉を聞いて、［お前は］

家住期において安楽を享受しつつ、三宝を信奉し、布施をしながら、善行をしなさい。

[48］このようにするなら、［お前には］常にこの世界でも、安楽を伴った幸いがある

だろう。またあの世でも常に幸があって、お前は次第に悟りを獲得することだろう。

[49］

しかもお前はまだ未熟な若者（童真）であって、遊戯や美味や快楽を喜び、事の良し

悪しが分からないのに、それでどうしてお前が出家できるだろうか、息子よ。［50］も

し出家すれば、お前は異国で友達もなくいつも坊僅うだろう。お前は未熟な若者なの

に、どうやって交際なく無人の地に暮らせようか。[51]お前は、出家の誓戒をもつ比

丘として剃髪し、［三］衣を纏い、いつも他人の家で施食を乞いながら、食物をもらう

だろう。［52］お前はどうして大財をもち、釈迦族の［わが］家系の息子であり、大い

に成功し、富裕なのに、出家することをあえて欲するのか。【53］［お前は］剃髪し、

麻の濫槙の衣を纏って、いつも他人の家で施しを食べて、見映え悪く、苦しむだろう。

[54］［お前は］冷たい風や熱気に襲われて疲れ、苦しみを得るだろう。その時誰がお

前を元気づけて、その苦悩を退けてくれるのか。［55］［お前は］どうして化け物や餓

鬼が棲む無人の家に独り住むことができよう。そのような試みをやめるがよい。［56］

［お前は］どうして化け物や餓鬼の群が棲む墓地、焼かれて汗をかく死体に充満した所
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で、恐れずに独り住むことができようか。［57］同様に、［お前は］どうして悪漢や盗

賊力積む無人の地の真ん中に、ライオンなどの檸猛な獣の住まい［の地］に、住むこと

ができよう。［58］運命によって、お前が病気に罹り、飢えと渇きに充ちた状態の時

に、お前に誰が、役立つ世話をもって、愛情深く看病してくれるのか。［59］或いはま

た、馬や牛や犬や水牛などの悪い生き物が、ぼろぼろの外見をもつお前を見て、襲いか

かって攻撃するのではないか。［60］同様に、悪くて愚かで意地汚い子供らが、お前が

乞食のためにやって来るのを見て、怒って攻撃するのではないか。［61］同様にまた、

若い女たちがお前がとても美形なのを見て、誘惑し、なんとか力づくで自分の家に引き

込もうとするのではないか。［62］女に服従してしまった比丘は、もはや遊行者でもな

く、無家住者でもなく、家の良俗を破壊する者、魔の所行を楽しむ者として、振舞うだ

ろう。［63］そして煩悩に執した者は、悪友たちの言うがままになり、世間に害をもた

らす行いをして、享楽しようとするだろう。［64］そして罪悪を喜び、悪行を楽しむ者

としていつも行動し、十不善業道の行為をなしつつ、畏れなく振舞うだろう。［65］そ

して悪しき行為に愛着し、煩悩に焼かれた心をもつ愚か者として、三宝をないがしろに

して、恐ろしい罪の生活をするだろう。［66］そしてその極悪人は久しく病んで苦悩

し、恐ろしい苦しみを得て、死んでヤマ（閻魔）の住まいに赴くだろう。［67］其処で

ヤマはその者が極悪人で［生前に］悪行を楽しんでいたのを見て、その罪を罰するため

に必ず地獄に行かせるだろう。［68］其処でヤマの使いである処刑人たちは、鉄などの

鎖で多数回、彼を打ちすえて、地獄に投げ落とすだろう。［69］其処で彼は地獄に堕ち

て、自分の業から生じた様々な種類の苦しみを味わい、苦悩を得るだろう。【70］この

ように絶えず［業果の］味わうべきものを味わいつつ、苦しみの火に焼かれて、業が尽

きない限り、いつまでも諸地獄を坊裡うことになるだろう。[71]

このように、息子よ、それが大変な苦の原因になることを理解して、お前は出家行に

思いを寄せるのはやめなさい。それを思いとどまりなさい。［72］息子よ、もしお前の

想いが仏の教え・誓戒にあるのなら、むしろ三宝に親近しつつ、好きなだけ布施をしな

さい。【73］

そうすればお前には善業を作り、大福徳は必ず果を結ぶだろう。それによって［輪廻

の］生存において常にこの世でもあの世でも幸いが必ずあるだろう。一切処において真

の幸福を味わいながら、仏の住まい（極楽）に赴くだろう。［74］其処で、その者は仏

の教法を聞いて、いつも奉侍し、三宝に奉仕をなし、幸福を味わいながら浄行をなすだ

ろう。［75］そしてとても幸に恵まれた彼の心は煩悩に汚れることもないだろう。そし

て徳行をなす賢者としてその者は必ず菩薩となるだろう。［76］そしてその者は六波羅

蜜を行じ、その後次第に、魔どもに打ち勝ち、めでたい悟りに達して、仏の位を得るだ

ろう。［77］
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このように理解して、この輪廻界で菩提心を懐きつつ、正法と幸福を実現させる、菩

薩の誓戒を行じなさい。［78］三宝への奉仕を行いつつ、信心をもって奉侍し、乞われ

るがままに財を与えつつ、布施の誓戒を(danavrata)行じなさい。[79]

以上の私の言葉を聞いて、家で菩提の誓戒(bodhivrata)を行じなさい。お前は出家

の成就に思いを掛けるのはやめなさい。それを思いとどまりなさい。」［80］

以上のように父がいうのを聞いて、かのパドマークシヤは覚知し、「そのようにいた

します」と返事をし、その通りになさんと欲しました。[81]

その後、かのパドマークシャは、乞う者たちに求められたものを悦んで布施しなが

ら、三宝に仕えました。［82］

彼の布施についての大評判を聞いて、あらゆる乞う者たちが、欲しい限りの財を得ん

として、至る処から彼の許にやってきました。［83］其処にやって来ると、彼らはかの

布施者パドマークシャを見て、祈りの言葉を与えながら、欲しいだけを乞い求めまし

た。［84】それらすべての乞う者たちを見て、かのパドマークシヤは歓喜して、欲しい

だけの布施をもって満足させてやり、喜ばせました。［85］すると彼から与えられた財

に満足した彼ら貧しい者たちすべては、成功祈願の言葉を彼に与えて、悦んで自分の家

に帰って行きました。【86］其処で、彼ら乞う者たちは誰もが望む限りの幸せを享受

し、彼らは求める者たちに布施を行って、常に善行をなしました。［87］

このようにかのパドマークシャはすべての貧窮人たちを、真の幸せを得た者に変え

て、そのことから生じた福徳を、悟りのために廻向しました。［88］

その後、彼の福徳の力によって、正法を求める彼に、出家行への意欲が心に生じまし

た。［89］そしてその心清らかなパドマークシャは［輪廻の］生存を厭い、浬藥の境地

を獲得するため、出家することを熱望しました。［90］

そこで、その［出家のための］誓戒（戒律）を意欲するかのパドマークシャは、父の

前に再び行き、接足作礼し、合掌して次の様に言いました。［9,］

「父よ、お聞き下さい。私はここで［自他の］福利のため、次のことをお話ししたい

のですが、それを聞いてどうかお怒りにならずに、恩情をたまわり、恵みを与えて下さ

いますように。［92］

実に諸行は無常です。［輪廻的］生存における命は無常です。瞬時の成功も無常で

す。成功は不安定なものですb[93]身体は刹那に滅びています。一切は刹那にもろく

壊れます。今ここでこのように観て、父よ、私は今や悟りを欲しますb[94]

さらにまた、世尊・仏は煩悩の魔の支配下に置かれている者たちを観察され、法を説

かれながら、世の福利のために遊行されていますb[95]仏は常におられるわけではあ

りません。菩提行を明示しつつ、あらゆる生類を浄行に安立せしめてから、浬藥に入ら

れるでしょう。［96］この［輪廻的］生存における世界に仏はいつでも生じるのではあ

りません。何処で、いつの時節に、福利のために世界に［再び］出現されるでしょう

か。［97］
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この仏（釈尊）も一切世間の福利のために、あらゆる場所で幸を作りつつ、法を説き

つつ、遊行されています。［98］そのように私たちの福利のために、僧団を伴ってこの

方はこの地にやって来られ、正法を説きながら、世界を照らしつつ滞在されています。

[99］この方はいつまでもこの地には滞在しないでしょう。悟りを説き明かしつつ、他

所でも遊行をしてから、必ず浬藥に入られるでしょう。[100]

もし仏がおられなければ、法を誰が説くでしょうか。法が無ければ、どうして世界に

おいて善性がありましようか。[101]善［なる法］がなければ､この世であらゆる生

類は煩悩に慢心をもち、堕落した者・残酷な心をもつ者・痴愚者・罪行をなす者となる

でしょう。[102]その時、法という目的の達成がないのであれば、輪廻において［人

間としての］生［の価値］とは何でしょうか。［輪廻的］生存において、烏や獣に生ま

れたほうがましです。［103］法のためにこそ、輪廻の中で人界に生まれる理由があるの

です。それ故、この人界に生を得て、誓戒を得ずして、いかなる意味があるでしょう

か。［104］

誓戒とは諸仏の［説かれた］最高の、世に益をなす成就法です。それ故私はこのすば

らしい誓戒を今や得んと欲するのですb[105]清浄なる戒律を持し、感官を制御して、

諸仏の［説かれた］誓戒を行ずる者たちは、恵まれた者・幸運な者．幸いなる者であ

り、仏の位を得ることができます。［106］諸仏の［説かれた］言葉を聞いて、真正の幸

福の出所である禁戒を持しつつ、常に行ずる者たちは、恵まれた者・幸運な者です。

[107］三宝に帰依し、出家の禁戒を堅持して、汚れなき心をもって行をなす者たちは、

恵まれた者．幸いなる者です。［108］信心をもって、常に布施により三宝への信奉をな

し、常に浄行をなす者たちは、恵まれた者・心の偉大な者です。［109］

仏に帰依をなして、諸仏の［説かれた］誓戒を行ずる者たちは、生類に福利をなし

て、仏の住まい（極楽）に赴きますb[110]法を絶えず聴聞して白浄の善行をなす者た

ちは、悪趣に堕ちることなく、スカーヴァティー（極楽）に赴きます。[111]信心によ

り常に僧団に対して奉仕をする者たちは、世において白浄の業を作り、仏の住まい（極

楽）に赴きます。［112］出家の誓戒を堅持して、専心して行をなす者たちは、汚れない

心をもつ阿羅漢として、浬藥の境地を得るでしょう。［113］

このように、最高の智者たちである牟尼たち（諸仏）によって説かれたことを私は聞

きました。それ故に私の心は今ここに、諸仏の教法を堅持したいと望んでいます。[114]

このようなわけで、私は無上なる出家の誓戒を［授からんことを］願うのですb浬藥

の位を獲得するため、その［出家のための］ご許可をどうか私に下さい。［115］

この［出家の］福徳の分け前により、あなたも［死後に］善趣に行かれるでしょう。

そしてやがて吉祥なる菩提を獲得して、仏の位を得られるでしょう。[116]

どうかこのように理解されて、もしこの輪廻界で常に幸せを願うなら、その［出家

の］ご許可を私に与えて、絶えず正法を行じてください。」[117]
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以上のように息子が語るのを聞いて、かの釈迦族の者（父）は覚知しましたが、別離

の苦しみと悲しみに悩み、わずかな間、うつむいたままでいました。[118]

それから、愛情の故に［息子を］捨てることがでぎないかの父は、顔に涙を流しなが

ら、その息子をみつめて、やがて徐々に語りました。[119]

「その通りだ。息子よ、真理はお前が語るとおりであり、［それを］私は聞いた。し

かし愛情により、私の心はわが息子を捨てることが出来ない。［120］それ故、私はそ

の［出家の］許可をお前に与えることに堪えられないのだ、息子よ。私はお前を捨て放

つことができないが、そのことは別様にありうると考えるべきではない。［121］［し

かし］息子よ、もし仏の教えにおける禁戒をこのようにお前が欲するなら、信心をもっ

て［仏のもとに］行き、真理に専念して、行じなさい。」[122]

このように父が答えたのを聞いて、かのパドマークシャは歓喜し、両親に接足作礼

し、直ちに出て行こうとしました。［123］

［家を］出て行こうとする彼を見て、母親は惑乱し、すぐ載起ち上がって、その息子を

抱きしめるために近づきました。[124]

その時、両親は泣いていましたが、かのパドマークシャは［出家への］妨げになるこ

とを恐れて、急いでその家から出て行きました。[125]そしてただちに彼はかのニアグ

ローダ園林に赴きました。そこでかの光輝に充ちた方（仏）を見て、喜悦し近くに行き

ました。［126］

其処で、かの清らかな蓮の如き顔を有する方・世尊・勝者は、やって来た彼を見て、

話しかけて、次の様に言いました。[127]

「来なさい、いとしい子よ。賢明なあなたは信心をもってここに戻って来た。三宝に

帰依して、一心に誓戒を行じなさい。」［128］

このように牟尼の王（仏）は彼におつしやって、左手で頭を撫でて、いたわりつつ、

彼を仏の僧団に受け入れました。[129]

「来なさい」と牟尼の王に言われて、頭を撫でられた彼は、清らかな思念をもって合

掌し、悦んでかの師の両足を鮠拝しました。[130]

そして起き上がると、かの智慧者は、かの牟尼の王・光輝に充ちた方（仏）に拝礼

し、合掌して見つめつつ、誓戒を熱望して立ちました。[131]それからかの世間師

（仏）の慈悲の視線によって心の浄明なるを得た、そのパドマークシャは、剃髪し、鉢

を手にもち、［三］衣を纏いました。[132]

その時、彼は三昧と陀羅尼と明呪を勤修しつつ、精励努力して、清浄なる肢体をもつ

者、清浄な三輪を得た者、あらゆる無明の群を破砕し、獲得した明知(vidya)に通達

した者となり、［ついに］あらゆる煩悩の群に打ち克って、作証し、阿羅漢果を得まし

た。[133-134](#9)
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そして煩悩に打ち克った彼は、無分別智を得、［欲望の］汚れなく、輪廻をやめ、

ヨーガ行者・出家として、ブラフマンの知をもつ者(brahmavid)となりました｡[135]

神々とアスラを含む、三界に棲む［あらゆる］生類から尊敬され、供養され、敬礼さ

れるに価する比丘として、勝れた知を有する阿羅漢となりました。［'36］

その後、［悟りの境地を］自ら知った者であるその比丘は、生類を饒益せんと欲する

故に、杖と鉢を手に持って、乞食のために都城を歩き回りました。［'37](#'0）

そのように歩き回る時、かのパドマークシヤは、自分の頭頂に生えているサファイア

の光明によって都城を青色に照らしながら、至る処を遊行しました。［138］

其処では、頭頂の宝珠によって光輝くかの比丘がやってくるのを見て、そのすべての

人々は驚樗して、次の様に口々に言いました。[139]

「ああ、この比丘・出家は頭に宝珠を持っていて、照り輝いている。何のためにこの

者は乞食の食を求めながら、都城を歩き回っているのだろうか。[140]定めし、こい

つは貫欲をもつ者であって、感官を支配した阿羅漢ではないに違いない。それで、頭に

置いたサファイアの輝きで照らしながら、都城を歩き回っているのだ。【141]どうし

て、この者は金持ちでありながら、乞食のために都城を歩き回るのだろう。求めている

以上のものを与えてくれる大きな宝石を、このように彼は持っているではないか。

[142]疑いなく、そこには大きな理由があるのだろう、この者が宝珠を所有しつつ、

出家して行者となり、乞食のために都城を坊裡っているとは。」[143]

このようにそれらすべての市民たちが言っているのを聞きながら、かの賢者は、差恥

のためにひどく気落ちして、身を縮こめて歩き回りました。[144]

そしてかの阿羅漢たる出家・比丘パドマークシャは、差恥心をいだきつつ、ニアグ

ローダ樹に飾られた園林にすぐ、さま赴きました。[145]

其処でそのパドマークシャはかの光輝に充ちた方（仏）を見て、合掌し、恭しく面前

に出て、お辞儀をして、つぎのように告げました。[146]

「世尊、主、一切智よ、［あなた様も］私の心をお知りでしょう。今や私にとってこ

の頭上の宝石は恥ずかしいものになりました。[147]それ故、是非どうか、世間師た

るあなた様が、私のこの頭の上の宝石を消え去るようにしてくださいますよう

に。」［148］

このように彼が懇願するのを聞いて、かの世尊・牟尼の王は、その大智者パドマーク

シャをみつめて、次の様に教示しました。[149](#11)

「麗しい姿の者よ、この大宝石はあなたの業から生じたもので戎生まれつき具わっ

たそれは、どこにも消し去ることは出来ません。[150]しかし、信心ある善人たちだ

けがあなたの頭の上にあるそれを見、悪しき人々には見えないように、私はしましょ

う。」[151]
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このようにかの世間師（仏）はおっしゃって、彼のその頭頂の宝珠を、善人だけには

見え、悪人には見えないようにしました。［152］

牟尼の王（仏）がそのようにされたのを見て、彼は浄信に喜悦した心で、かの牟尼に

合掌し、挨拶をして、そこから歩き去りました。［153］

その後、かの阿羅漢・大通知者・智者である出家パドマークシャはそのようなあり方

で、世間を利するために乞食に都城を歩き回りました。［154］

するとそれらすべての僧団の者たちは、彼のその［不思議な出来事］を見て驚き、か

の牟尼を拝んでから、彼の前生の行為について質問しました。［155](#12）

「世尊よ、前世のパドマークシャがいかなる善行をしたため、この者は蓮の花弁のよ

うな目をもち、頭頂の宝珠によって輝く者になり、そしてまた信心をもって仏の教えに

赴き、出家して阿羅漢果を達成し、［立派な］梵行者になったのでしょうか。[156-157]

世尊よ、前世に彼が作り達成した善き業（行為）について、その一切をお話しになっ

て、私たちすべてに気づきを得させてください。」[158]

このようにすべての比丘たちに請われたかの牟尼の王（釈尊）は、それらすべての僧

団の比丘たちを見て、次の様に説かれました。－[159](#13）

聞きなさい、比丘たちよ。彼がかつていかなる業（行為）を作ったのか、そのすべて

を語りましよう、あなた方の心の覚知のために。［160］

すなわちかくの如くです。往古にヴィパッシン(vipaSyin)という名の世間師・一切

智・如来・牟尼の王・阿羅漢・法王・指導者がいました。[1611(#14)

世尊は僧団の者たちを伴って、善良な人々・世間に益をもたらしながら、都城バン

ドウマテイーの近くの精舎に滞在されていました。[162](#15)

其処で、かの世尊・師は菩提行を説明し、あらゆる人々を益するため、正法をお説き

になられました。[163]その正法の甘露を飲んで、すべての人々は覚知し、三宝に奉事

しながら、菩提行をなす者になりました。［164］

その当時は、この福徳の状態の故に、そこの［国の］一切処において吉事があり、災

害なく、まるでクリタ・ユガ［の時代］におけるように、大きな歓喜がありました。

[165］

その後、かの世尊・師は、あらゆる人々を浄行（幸福）を得た者に変えて、菩提［へ

の道］に安置せしめてから、般浬藥されました。［166](#16）

かのバンドウマット(ban曲umat)王は、般浬薬されたその牟尼を想いつつ、その遺

体を崇め敬い、規定どおりに火葬を行いました。[167](#17)それからその遺骨を取っ

て、宝石を伴ってそれを胎室(garbha)に安置し、宝石で出来た仏塔(smpa)を規則ど

おりに作らせました。［168］

そしてその仏塔を建立してから、作法どおりに種々の供養法をもって絶えず供養しつ

つ、悦んで大きな熱意で崇拝しました。［169］その仏塔では他の者たちも同様に、清
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らかな水瓶をもち、悦んで正しい作法で恭敬し、供養をなして、大きな熱意で崇拝しま

した。［170](#18）

その善業の異熟によって、汚れない心をもつそれらの者たちすべてが、善趣の安楽を

得て、［生の］終わりに仏の住まい（極楽）に行きました。［171］

その頃、浄行を具えた一人の隊商主が、宝石島(ramadVrPa)から妙なる宝石を獲得

して、その地に戻って来ました。[172](#19)

其処で、かの善逝の仏塔を見て、その隊商主は心悦んでサファイアの大宝石を［ス

トウーパの］雨うけに取り付けました。［173］

そのサファイアの宝石の光輝によって、あらゆる方角が照り輝きました。それら（諸

方角）はまるで美しい肢体の女たちが青い衣を纏ったかのように見えました。［174］

(#20）

それからその浄信の心の隊商主は、大歓喜をもって多数の青蓮を供養し、その仏塔を

美しくしました。［175］

そして喜悦する彼はその［仏塔］を拝し、欣然と合掌して、かの仏・善逝を億念しつ

つ、心で次の様に強く念じました。[176]

「この善行における福徳によって、私は［未来世に］かくの如き勝者（仏）を喜ば

せ、かくの如きすぐ、れた性質を私も得ますように。」［177］

このようにかの隊商主は心に誓願をいだいて、拝礼し右霊して、絶えず恭しく供養し

ました。［178］

その［往古の］時に［その］隊商主であった者が、［現世の］このパドマークシャで

あり、別人ではありません。［その時］彼が仏塔に供養したので、この者はとても富裕

になったのですb[179](#21)[その時］彼が仏塔に宝珠を取り付けたので、この者の

頭頂にサファイアの大宝珠が生じたのですb[180][その時］彼が多くの青蓮をもっ

て、悦んで仏塔に供養したので、この者は青蓮の花弁の目をもつ者として、この世に生

まれたのです。［181］その時その彼が仏塔において欣然と誓願をなしたので、この世で

この者は仏の教えのもとに出家し、阿羅漢になったのです。[182]

このように、もし願いによって或る者が或る業を作れば、異熟においてその通りにそ

の者はその果を味わうのです。[1831(#22)享受されない業は、どこにおいてもいつま

でも決して滅することはありません。定めて、業を作ったならば、その果報は別様には

なりません。[184]業は火によって焼かれず烏水によっても湿らず､風によっても乾澗

らぴ説地中でも滅しません。［185］［条件が］集まり揃って、適した時に、あらゆる

業は作られた通りに、どこであろうと、すべての生類に果報をもたらしますb[1861白

浄の業には、果においても常に白浄さ（幸せ）のみがあるでしょう。悪の［業には］苦

があり、［白黒］混成の［業］には［苦楽が］混じった［果が］あるでしょう。［187］
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このように考えて、この輪廻界において幸せと安楽を望む者は、三宝への尊崇（供

養）をしつつ、常に浄行をしなさい。［188］三宝への尊崇（供養）から生じる福徳は偉

大で、無量・無数で、幸せの利益をもたらすものであり、悟りの位を達成させます。

[189］

このように認識して、黒い［業］と混成の［業を］捨てて、白浄の［業］のみを常に

作り、三宝を熱心に尊崇（供養）しなさい。［190］絶えず常に専心して浄行をなし、三

宝に奉事して、熱心に信奉する者たちは、悪趣には行か哉常に善趣に行きますも白浄

の正法の幸福を味わいつつ、仏の住まい（極楽）に赴くでしょう。[191-192]其処（極

楽）で仏の恩恵により、悟りの成就に努力する者たちは、三種の悟りを達成して、浬藥

の境地を得るでしょう。［193］

比丘たちよ、このように理解し、もし常に白浄の幸せを欲するなら、三宝に帰依し、

たえず浄行をなしなさい。［194］その福徳の威力により、三輪清浄の者となって、正等

覚を達成し、仏の位を得るでしょう。－[195］

このように牟尼の王（仏）は教示されましたが、それを聞いて、彼ら集会の人々すべ

ては「そういたします」と随喜し、覚知を得て、そのように行じました。[1961(#23)

－以上、師がお教えになったことを私（ウパグプタ）が聴聞したとおりに、そのまま

お話しました。王よ、あなたも同様に、浄行をしながら、三宝への尊崇（供養）をしな

さい。［197］

王よ、努力して民衆に同じ様に覚知を得せしめ、悟りへの道に安立させ、常に注意深

く護りなさい。[198]かくして、必定にあなたにはいつも至る処で幸せがあるでしょ

う。漸次に悟りに到達し、仏の位を得ることでしょう。－[199]

以上のように阿羅漢力説かれたのを聞いて、かのアショーカ王は「そういたします」

といって随喜しつつ、同座の者たちと共に、［その教えを］喜んで受け入れました。

[200］

もしこの勝者力説かれたパドマークシャ・アヴァダーナを聞いて、浄信をいだく者た

ちが信心により、喜悦の心をもち、福徳を欲して、［他の人々にそれを］聞かせてあげ

るならば、彼らすべては善い性質に富んだ者となり、あらゆる益をなし、真の幸福を味

わいながら、菩提の智慧の王となって、最高の仏の住まい（極楽）において、歓喜に至

るであろう。[201]

以上、『パドマークシヤ・アヴアダーナ』(padmak5豆vadana)終わる。第35章。

第2節AvadanaSataka第66話PadmakSahとSMRAM第35章の比較
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上の節でテクストを和訳を示したSMRAM第35章Padmnksavadanaの原話であるAvS

第66話の全訳を次に示し、その後に、それら二つのテクストを比較してみて、SMRAM

第35章の作者がどのようにAv§第66話を膨らませて、再話したのかを確認してみたい。

アヴァダーナ・シャタカ第66話『バドマークシャ』(Padmakgah)和訳

SPEYERed.,i､367.1-370.14

#l仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められる仏・世尊は、有名な大福徳者であり、衣服・施食・臥具坐具・病気治

療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちを有する僧伽とともに、カピラヴァ

ストゥにあるニアグローダ園林に滞在しておりました。

＃2［その頃］カピラヴァストゥに一人の釈迦族の者がおり、富裕で、大財をもち、

大資産をもち、莫大な所有物を有して、［まるで］毘沙門天の財をそなえて毘沙門天と

富を競うかのようでした。

＃3彼は相応しい家から妻を要りました。彼は彼女とともに戯れ、娯しみ、悦楽の行

為をしました。戯れ、娯しみ、悦楽の行為をしているうちに、彼に息子が生まれました

が、［その子は］美しく見目よく端正であり、とても青くて蓮の［ような］目をもち、

また神々しいサファイア（帝釈青）の宝玉が頭頂に［生まれつき］付いており、そ

の［宝玉の輝き］によって都城カピラヴァストゥはサファイア色になりました。

桝彼が生まれたので、誕生祭がなされ、名前が決められました。「子の名前は何が

よいだろうか。」親族たちはいいました。「この［子］は蓮のような目をしていますか

ら、子供の名はパドマークシャ（蓮の目をもつ者）にしましょう。」

幼子パドマークシャは八人の乳母に預けられました。二人はおんぶの乳母、二人は授

乳の乳母、二人は微撫の乳母、二人はあやすための乳母です。八人の乳母は彼を生乳・

酸乳・バター・バター油（ギー）・サルピマンダ［の乳製品］と、その他のよく加熱し

た特別の食材によって養い、育てました。彼は池に生えた蓮のようにすみやかに成長し

ました。

彼は信仰心が篤く、仁徳あり、善なる心性をもち、自利と他利のために働き、憐れみ

深く、気高い精神をもち、法を愛し、捨施を好み、布施を喜び、大きな捨施を実行して

いました。彼がどこに赴いても、あらゆる場所で人々や神々によって奉事され、敬意を

表されました。

＃5ある時、若者パドマークシャはニアグローダ園林に行きました。そして彼は仏・

世尊にまみえました。偉大な人物がもつ三十二相に飾られ、八十の副次的な特徴（種
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好）で身体が輝き、［全身から発する］一尋の光で飾られており、千個の太陽にまさる

光輝をもち、動く宝石の山のように、どこから見ても美しい［姿］でした。

＃6見るやいなや、たちまち世尊に対して心に浄信を起こしました。浄信を生じた彼

は世尊の両足を鮠拝し、法を聞くために面前に坐りました。

＃7世尊は［彼の］心性・性向と本性と自性（素質）を知って、それに合ったかたち

の四聖諦を洞察させる法の教示を彼のためにしましたので、それを聞いてパドマーク

シヤは、二十の峰々によって高い、有身見の山を智慧という金剛杵で砕いて、「流れに

乗った境地」の果（預流果）を証得しました。

＃8真理を観た彼は、布施・大施をしながら、沙門や婆羅門や貧窮人や乞食者や苦し

む者たちを満足させ、［やがて］父母の許しを得て、世尊の教誠のもとに出家しまし

た。

＃9彼は勤め励み努力して、五つの区分（五趣）から成る輪廻の車輪が動転しやす

い（安定の無い）ものであると知り、すべての造り出された現象（行）の行路を、滅び

や落下や散壊や破壊に導く法であるがゆえに、うち捨てて、すべての煩悩を滅すること

により、阿羅漢の境地を見証しました。阿羅漢となり、三界より離欲し、土くれと黄金

とが等しい［とみなす］者になり、［無限の］虚空と［自分の］掌とが等しい［と知

る］心を有し、斧［で体を切られること］と栴檀［を体に塗ってもらうこと］が等しい

者になり、明知によって殻を打ち割り、［三］明［六］通［四］無擬を得て、生存［の

欲求］・獲得し貧ろうとする心・尊敬［されたい欲求］から顔を背け、インドラ神とイ

ンドラに準じる神をふくむ神々によって崇められ、尊ばれ、拝まれる者となりました。

＃10やがて［時が経ち］、彼は托鉢［行］に入っている時に、多くの人々によっ

て［宝珠を頭に載せたその姿を］注視されて、恥ずかしさを感じました。そこでかのパ

ドマークシヤは世尊のもとに赴き、世尊に告げました。「どうか世尊は宝珠が私から消

え去るようにしてくださいますように。」

#11世尊は答えました。「これは業から生じたものであり、消失させることはでき

ません。しかし信心ある者たちにはそれが見え、信心ない者たちには見えないように私

はしましょう。」そして世尊はそのようにしました。

＃12疑念を生じた比丘たちは、あらゆる疑いを断たれる方である仏・世尊に尋ねま

した。「尊師よ、パドマークシャがこのように大威勢ある者として、阿羅漢果を得たの

は、いかなる業が作られたからでしょうか。」

＃13世尊は答えられました。一

比丘たちよ、かつて他の多くの前生においても、パドマークシャは業を作り、蓄積し

ました。他の誰が［その業を］享受するでしょうか。比丘たちよ、業が作られ、蓄積さ

れた業は［本人の］外で、地界でも、水界でも、火界でも、風界でも熟すことはありま

せん。［自分という］取著された(upa伽）穂・界・処においてのみ、作られた業は熟

するので爽善い［業］であろうと、悪い［業］であろうと。
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［韻文：］百コーテイ劫経っても、業は滅びることはない。

［条件が］すべて集まり揃って、適した時を得た時、

［業は］生類に必ず果報をもたらすb

＃14比丘たちよ、往古、過去時において、第91劫において、ヴイパッシンという、

真の全きさとりを開いた方（正等覚）が世に出ました。明知と行いを具えた人、善逝、

世間を知った人、調御さるべき人を御す無上の人、神々と人間との師、仏陀、尊師でし

た。

＃1s彼は王都バンドゥマティーの近くに滞在していました。

＃16やがて［時が経ち］、正等覚ヴィパッシンは仏としてなすべき事をすべてなし

終えて、燃料が尽きた火のように、生存の素因の残余がない（無余依の）浬藥界に般浬

薬されました。

＃17バンドウマツト王は彼の遺骨に対して遺骨供養（§amapmja)をなして、四種の

宝石から成る、周囲lヨージャナ（由旬）、＜高さ1クローシャ>('5)の仏塔(smpa)を

建てました。

#18数十万の生類がそこで崇拝行をなし、最終目的として生天と解脱をめざしまし

た。

＃19その頃、或る隊商主が航海を成功させて、大海から戻りました。彼はそこに巨

大なサファイアの宝石をもたらしました。彼はヴィパッシンの仏塔を見て、如来のすぐﾞ

れた性質を思い出し、その宝珠をヴィパッシンの仏塔の雨うけ(var5asthalr)の上に取

り付けました。

＃2Oその［宝珠］の威力によって、あらゆる四方四維［の空間］が青く見えるよう

になりました。そして彼は多くの蓮華を供養して、誓願をしました：「私も、同様のす

ぐ、れた性質を得ますように。かくの如き師を喜ばせることができますように。失望させ

ませんように」と。

#21世尊はいわれました。比丘たちよ、あなた方はどう思いますか。その時その時

節に、かの商主であった者がこのパドマークシャなのです。彼はヴイパッシンの仏塔に

宝珠を載せましたが、その業の異熟によって、彼の頭頂に宝珠が出現しました。彼は青

蓮をもって供養をしたので、そのことによって、とても青くて蓮華の［ような］目をも

つ者となりました。彼は誓願をしたので、そのことによって、この生において阿羅漢果

を証得しました。

15.AvSチベット訳にあるが梵文写本のこの箇所には欠けている*kroSamuccatvena(高さlク

ローシャ）の語句を補った。
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＃22このように、比丘たちよ、完全に黒い行為（業）には完全に黒い果報が熟し、

完全に白い［行為］には完全に白い果報が熟し、［白黒］混じり合った［行為］に

は［白黒］混じり合った［果報］が［熟するのです］。それ故に、比丘たちよ、完全に

黒い行為と［白黒］混じり合った［行為］を避けて、完全に白い行為だけをなすように

努力しなさい。このようにあなた方は学びなさい。－

＃23このように世尊は説かれました。感激したそれらの比丘たちは世尊のお説きに

なった［教え］を喜んで受け入れました。

以上がAvs第66話Padmaksaの全訳である。訳にある＃番号は、Avsのテクストを私

が切り分けて付けたparagraphnumberであり、対照の便宜のためにテクストを細かく分

割した上で付けた番号である。Av§に付したその＃番号を使って、以下にAv§第66話と

Sﾊ眼AM第35章（略号S35)の内容的対応を示す対照表を挙げたい。Av§の＃番号の後

に、その箇所のSPEYER本の巻・頁・行と段落冒頭の語を（例えばi.367.2-5buddhobha-

gavanのように）示し、その次に＝を挟んでその段落に内容的に関係するS35の該当箇

所をversenumberで挙げる（例えば=S35vv.5-17のように）。また記号の○はAvS66

の内容がS35の詩形改稿において膨張している箇所を示す。◎は異常に膨張している箇

所を示すも

#li､367.2-5buddhobhagavan=S35vv.5-170

#2i.367.6-7kapilavastuny=S35v､18

#3i､367.7-10tenasadrSat=S35v.19

#4i.367.10-368.3tasyajatau=S35vv.20-23

#5i､368.4-6athapadmakSo=S35vv､24-27

#6i､368.6-8sahadarSanac=S35v.28

#7i､368.8-lOtasmaibhagavata=S35vv.29-31

#8i.368.10-12sadnasatyo=S35vv､32-1320

#9i､368.12-16tenayUjyamanena=S35vv.133-136

#lOi､369.1-3yavadasau=S35v.137-1480

#lli､369.3-4bhagav加aha=S35vv.149-154

#12i.369.5-6bhikSavahsamSaya-=S35vv.155-158

#13i､369.6-13bhagav珈恩ha=S35vv・159-160

#14i.369.14-16bhntapUrvam=S35v・161

#15i.369.16sabandhumann=S35vv､162-165

#16i､369.16-17yavadvipaSyr=S35v.166

#17i､369.17-18tasyar司崩=S35vv､167-169

#18i､369.18-370.ltatr加ekani=S35vv.170-171
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#19i.370.1-4yavadanyatamah=S35vv.172-173

#20i､370.4-6tasyanubhavena=S35vv､174-178

#21i.370.7-10bhagav即ヨha=S35vv.179-182

#22i.370.10-13itihibhiksava=S35vv.183-195

#23i.370.14idamavocad=S35v.196

以上の両者の対照から、S35は、その最初と末尾にある話の『枠』の部分(vv.1-4,

197-201)を除いて、Avs第66話『パドマークシヤ』の原話を種本として、話をかなり忠

実に展開していること、また局所的に話を膨らませる場合にも、Avsの話の構造そのも

のを崩さないように配慮しながら再話していることが確認される。

ここで、上記の表において○（小膨張）と。（大膨張）の印をつけた三つの膨張箇所

について、説明しよう。

A浦の#1にあたる、S35の小膨張箇所w､5-17:釈尊が或る時舎衛城の祇園精舎で集

まった生類に説法をなされた。SMRAMで常套的に見られる、章の冒頭部分の定型的な

出だしであり、内容的にAvsの冒頭の段落に相当する。S35はSMRAMの他章と同様、

その場に集まった聴衆が神や人のいかなるグループから構成されるかを細かく記述す

る。

Av§の棚にあたる、S35の大膨張箇所W､32-132:Avsがこの#8の箇所で語るの

は、パドマークシャが釈尊の説法を聞いて後に在家信者として布施を行ったこと、やが

て父母の許可を得て出家したこと、の二つである。このたった1行の非常に簡潔なAvS

の記述をS35は百詩節に膨らませた。S35では、パドマークシヤは説法を聞いた後、釈

尊に出家を請い、父母による出家の許可が必要と知って、家に戻り、父に自分が出家す

ることを認めるように請う（32-43）。父は出家を思いとどまるよう、息子パドマーク

シヤを説得する（45-80）。パドマークシヤは父の説得を受け入れ、しばらく在家信者

として布施等に励む(81-88)。やがてパドマークシヤは再び出家を熱望するようにな

り、自分の出家を認めるよう、仏教の真理をもって父を説得する(89-118)。父は子へ

の愛情に悩みつつも、息子の言葉に諭されて、彼に出家の許可を与える(119-123)。

パドマークシヤは家を出て、仏の許に行き、出家する(124-132)。

Av§の#10にあたる、S35の小膨張箇所w､137-148:パドマークシヤは乞食のために

歩くうちに、頭上に宝珠を載せた自分の姿を人々が熟視することに差恥を感じ、頭から

宝珠を消してくれるように釈尊に頼む。このAvS.の簡潔な記述に対して、S35はその差

恥の原因について踏み込んで記述し、都城の人々がどう考えながらパドマークシヤの乞

食する姿を眺めていたのかを、人々の口から出た言葉として具体的に表現している。
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前号論文の梵文正誤表

先年の『南アジア古典学』第8号の拙稿に掲載したTJAM第1章の梵文テキストの正誤表を次に

挙げたい。

ComgendafbrSACS8,pp.227-241,thetextofthelstchapterofTJAM

I｣ine

55a

66b

100b

141a

149a

166a

209d

238b

Insteadof

bho

opatra。

opatrao

'tra

gho9ah

｡pannaP

bhaved

purohitadaya

Read

bhoh

｡pattrao

opattrao

0tra

gho5魂

opannah

bhavet

purom面dayo
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